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l 経 営 店 の 概 況

A.地 ;兄

1. 位 畳

本荘営区は茨城県久慈郡北部にあって,東経 14001′～140034′,北緯36038′～36056'に跨が

り,その間Jj直径は東西 28km,南北 33km に及び,久慈部大子町 ･袋田村 ･官川村 ･上小

川村 ･下小川村 ･依上村 ･諸富野村 ･黒沢村 ･任原村 ･小男村 ･賀実相 ･生瀬村 ･天下野村 ･

高倉村 ･染利田村および金砂村にわたって介在し, その面積は約 12.143haである (土壌図

参照)｡

2. 地 形

本経営区を構成する諸山系は,ほぼ南北に競走 している｡これらを順次東側から説明してみ

ると,阿武隈山地南部の多賀山系が高萩経営区との場外を走っている｡この山地Jl中には多数

の谷が開析されているが, その山陵を連ねる時は波状Jl111租な面となり, 高原性の地形を示

し,山地の-平均の高さは約 400-500m である｡この千･坦面は刷制作月]の結果生じた準ヰ原で

あると考えられている｡国有林の集しいしている久慈郡,多賀郡の柵接する地方は梗式的なもの

で,起伏両が 600-800m の閲に11-I/L三している｡準=,Ji原ができてからは二L地全体の上昇があっ､

て,その準平原面に.1架い谷が彫刻され,準辛原画は多数の片々に分れてしまった｡なお,その

後再び上昇が繰 り返されてこれらJj谷が若返り,深い峡谷 も上述の谷D巾に生じているO鍋足

山 (552m)と東金砂 (460m)を連ねる山田川と黒川のr抑こは, 小さな鍋足山系がある｡ 鍋.

足山周辺の集塊岩林地では,その露頭を見るような急峻地もあるが,これに連続する北部およ

び南部の第 3系の地方は,遥かに媛い山容をなしている｡このノH日系の酉側LL旧 川と久慈川に

集塊岩で構成され,険阻で急峻な突lLFlした地形をなしている｡最 も西側には,栃木県外を走る

八満山 (1022m) ･花瓶LLl(689m) ･高戸LLl(581m) ･尺丈山 (512m)を連ねている八旗r

L日系が萌北に縦走しているOこの八旗山系は,輪郭楕円形をなし,著しく開析された地塊であ

り,平均山頂は 600-700mJ⊃高さを有しているO八満山周辺はことに深い縦谷をつくり念掛

軸が多いが,南部に続く第3系の発達している地方は,綬い丘陵状J7地形を呈している｡

攻におもな河川は,これら諸山系Jj間を南に流れる数河と,.多賀LLl系から東に向う大北川とが

ある｡-如 ヒ川は多賀山系の東北部三古堂山に瀕があり,多賀郡磯T,q1,日耶(.J近で太平洋に注いでい

るO多賀山系と鍋足山系とのT制乙は黒川が,鍋足山系と男体山系との間には竜細 目をあわせて山

田川が,その西方には久慈川がそれぞれ商流している｡久慈川は本経営区中最大のlHr,rHで,支

流として八満山に源があり,耳川村下野 .̀r,LlPf.J近で合流する八溝川,鍋足 ･男体両山系の北部およ

びそれらの小山系に囲まれた盆地からでて,久慈川に注ぐ滝川および栃木原罪か らでて,ノし溝山

塊の横谷となり作原.低上･大子D3町村を包含し,大子町東端で久慈川に注ぐ押川等がある｡
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3.地 質

本経営区近傍の地質系統および岩石について簡単に説明すれば,八溝山系を構成 している水

成岩軌ま,従来′ト仏古生骨と称されたもので,今日まで古生代上部あるいは秩父古生管とされて

きたが,この水成岩軌 j:,むしろ中生管と考えた方が合理的であろうといわれているo主に砂

栄,粘板岩からなり,稀に蕗いレンズ状の石衣岩を挟んでいる｡走向は黒沢村八溝川の谷など

は,北東～覇西ないし南北で,北西ないし西方に傾いている｡構造上鷲子山に連続するように

考えられるが,鷲子層群に較べてチャートの発達が少ない点岩質的には多少の差異があるよう

である｡

八旗LLJ系の周辺は,低い丘陵や段丘が鉱がっている｡この地域には第3系が発達 し,これ らの

丘陵を構成している｡また,段丘や台地でもその鹿砦には第3系があって,その上を洪接骨や

沖積骨が被覆 している｡久慈川流域に発達する第3系では,大子地方が最 も模式的でその連続

は,北方では棚倉 ･白河方面に,南方は大官mT,太｢叩Tから水.戸ii)'にかけて分布 している｡争

これらの第3系について簡単に誼明すれば,

浅川官群 .)(子盆地の南西部に模式的に発達 し,上部の浅川骨は凝双岩,砂岩,頁岩などか

らな)),特に凝衣岩は白色または淡夜色で特徴がある｡

滝倉骨 :91･体山西方の上小川村滝倉附近に梗式的にみられる地唇で,おもに磯岩.砂岩,泥岩
からなり火山性の岩石が少ないD裸岩には片麻岩,花覇岩の疎が多いO

男体山薬塊岩暦 :おもにガラス質安n岩の角疎からなる葉塊岩の地骨で,北々所～両 束々に

走 り,東方に200-300傾いている｡

ll'封印1督 :JJ脚椋の東方苗代近傍に標式的に発達する地骨で,硬岩,砂岩,泥岩,凝衣岩な

どからなり,硬岩には花尚岩の磯が多い｡

/ト生瀬瞥:-r耶七mの東方小生瀬地方に練武的に発達 し,棟岩,砂岩,砂賢弟岩などからなっ

ている｡

攻に棚倉rUlを通って,ほぼ北250西の方向に著 しく破砕された古期岩骨の分布がある.これ

は棚倉破砕帯といわれ,r｢32-3km で帯状に長 く分布 し,塙町附近で久慈川と交叉している

が,これから南方では山FF川.I,黒川の谷に沿うて伸びているようである.破砕帯をなす岩石に

は,阿武隈山地と八溝LLJ系の両方の岩石を含んでいる｡

阿武隈山地の本体は,花崩岩類 ･桐'71己岩類 ･結晶片岩類であるO国有林の多い地域は,特に

花崩菜撲和 1,1多いようである｡

B.気 候

本地方は稲井氏1)の気候区 分々によると,Elこ1からE11-の移行帯にあり,気候様式はやや

内陸的な特徴をおびているようである｡ 今附近の観測所の測候値を示すと第1表のようであ

るL
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第 1表 気 象 観 測 表

Table1. ClimatologicalData,

平均気温 oC (Meantemperature･oC)

降水量 mm. (Precipitationmm.)

ト". .… り ､-.., M ,.: .",LL. .､∴ "i. ､叶 .,I. ･､..I I.I. ､∴

観測所位置 大子 :大子町農学校 東経 140020㌧北緯 36046′.海技高 110m

小中:小里村小学校 東経 140029′,北緯 36045′,海技高 210m

1533.6

節 ]表によると,経営区の点在する近辺の平地では,大体年平均気塩 180-19oC, 年較差

約 13oC,年降水量 1500mm 前後であり,成長期問と考えられる4-10月の平均気温と降水

量は,犬了･でそれぞれ約 24.9oC,約 1234mm,小中で約 23.9oC,約 1205mm となってい

る｡また,ラング係数は,天子で約77(46),中小で約 85(50)となっている (ただし,括弧

中の数値は紙箱期間の 11-3月を除いたものである)o Lかし, EEIl=1-林はいわゆる山岳地で

あるため,気温の低下と降水量の埼7111が容易に想像され,したがって,ラング係数はより大き

な数値となるものと考えられるo実際に八溝 ･多賀山系の高所では,気泡の低下,降水量の増

加は,はっきりと経験される｡また,これらの地域では,地形の変化に富んでいるので狭い範

囲内で,気象要素が大きく変化することが考えられる｡風は局部的の地形に大きく影響される

が,本地方は冬期の北西季節風が卓越 し,高所ほど強くなっている｡

C.植生および林況

経営区はかなりの広範囲に点在 しているため,植生の景観 も地封泊勺位置によってかたり相異

しているO置き営区南部天丁野方面の 300m 前後の低所では暖帯性植生が発達 し,82林班内の

天然林では,カヤ ･カシ･シイ類,ツバキ ･サカキ ･ヒサカキ ･カゴノキ等の常緑広葉樹がみ

られる｡しかし経営区では,これら暖帯性植生のLt_iめる地域はかぎられてお り,この地方がおよ

そその分布の北限となっているものとみられる｡漸次北上あるいは高度の増加するにしたがっ

て,ケヤキ ･クヌギ ･ナラ･クl)･カエデ類等多くの混苛性広葉樹が使 古し,これに針葉樹で

は低町で7カマツ ･イヌガヤ等が,高所ではモミが多く混交しているD経営区の北端八溝山附近

でみられる天然林では,針葉樹はモミ,広葉樹はブナ ･イヌブナを主とし,これにナラ･カツ

ラ･アサダ ･ホオノキ ･シデおよびカエデ類等が混交 した典型的な温帯林柵を呈している｡



大子経営区の土襲 (木崎･渡辺) - 5-

現在経営区の林況は,その過半が人工林で, 林地面積の約 55% を占めている. 植栽樹種

は′ヒノキが多く,スギ,アカマツがこれにつぎ,少地域にカラマツが植栽されているDこれ

らの針葉樹は明治 40年前後の植栽のものが最 も多く,Ⅴ令級に属するものがその大半を占め

ているD広葉樹の造林は小面積で,おもなものはクヌギ ･ケヤキ .オニグル ミ等で一部ウルシ

の造林地がみられる｡天然生林は林地面積の約 33% を._Iiめ,ほとんどがぼうが更新による幼

牡令の落葉広葉樹林である｡

皿 調査方法および調査成績

A.調査方法

1･ 土壌屠断面の調査および試料の採萌

土壌骨断面の調査は森林土塊調奄方法害 3)によった.土壌暦断面の観察,記載の終了後,各骨

位ごとに土壌採取円筒を用いて理学的調査糊供試土壌として,自然状態における土壌の一定容

積を搾取 し,また,別に化学分析朋供試土壌を土壌袋に搾取 した｡

なお,附帯調査として,箇断面設定箇所附近 (約 10m 四方)の植生調香と,主要樹種Jj擾

勢木について樹幹析解を行ったo

Z･土壌分布図の作製

森林土壌調査方法書Iq･)にしたがって地形,植生等の調査を行い,その形態的特徴によって土

壌を美閉りし,5万分の.1地形図を参照 しつつ,山岳 ･河川 ･沢 ･径路 ･境界等を記入した2万

分の1経営図上に各種土塊の分布範囲を暗線で図示し,土壌分布図を作製 した｡図上にはさら

に地質 ･土壌の堆積様式 ･岩石地 ･崩積的岩石地 ･風衝地その他 だ､要と思われる事項を記入し

た｡

3･ 室 内 実 験

理学的性質~

1_=qi学的性質は,森林土壌調査方法薯3)にしたがって攻の実験を行った.

a)自然状態の理学的性質

孔隙量,自然状態の容鏡重,最大容水量,最小客気量,採取時含水量｡

b)淘汰分析

国際土壌学会A法 (ピペット法)によった｡

化学的性質

化学的性質は主夫の実験を行ったD

a)pH の測定

鈴木式 pH 比色器を用いた｡

b)置換酸度の定量

風乾組土の N-KCl浸.UJ.液 (20g:100cc)10ccを用いて N/10--NaOH で滴定し,
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滴定数を 12.5倍 した cc数をもって滴定酸度 (Yl)としたo

c)置換性石衣の定量

風乾紳士の N-KCl浸出液 (20:50)10ccを月Jい,荏酸アムモンの飽和液 20ccを

JJllえてえた沈澱を,N/50KMn04で滴定し,滴定数を 0･028倍 したcc数をもってCaO

(形)とした｡

d)朱素の定量

Tiurin港によったL

e)全窒素の定量

Kjeldahl港によった｡

B,調査成績

1.土壌暦断面の記載,附帯調査および室内実験成積

経営区内にみられる各土壌型の槙準的な暦断面を例示すれば攻のとおりである｡なお,昏断

面を設定した位置は土壌図上に番号をもって示したので,以下の ProfileN0.と符合 して参

照せられ六:い｡

ProfileN0.1-rBA型｣二壊 (定積土)

123林桃内,傾斜 ;約 30C,方付 ;S89oW,概高 ;約 340m,地形 ;ほぼ南北にのぴる

尾筋J)西側斜面上部,地質;第三紀暦砂岩o

L 1-2cm,アカマツ, ヒノキその他広葉樹額の

ProfileN0.1
BA型定積土

新鮮な落葉督｡

F2-3 約 1cm,衡朽葉腎が僅かに認められる｡

H きわめて僅かに認められる程度O

(F3-Hともみられる)

Al 約 4cm1,時黄褐色,砂質壌土細粒状構造, 粗

影,戟,一見菌糸網暦 (Am ) のようである｡

AB 約 3cm,曙黄褐色, I.I,hf柏を含む,砂質壌土,

細粒状構造,戟,潤｡

A3 約 14cm,黄褐色,腐植を含む,細砂質壌土,

細粒状構造,軟～影,潤o

Bl 約 34cm,黄褐色ノ石磯あり,細砂質壌土｡細

粒状構造,軟,澗o

B2 30cm 以上,黄褐色G

ヒノキJ7造林地内で,天然生アカマツの侯人が旺盛で

ある｡A骨は全体に腐植含量少なく,明るい色調を呈 し
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ているoAl酎 i:菌糸のため淡色でかえって A2骨の方が暗色であるO 各官位の推移は,全般

に判然としている｡根は A3軌 こ最 も多く,Al,A2,Bl盾･にほぼ均等にみられるO

附近にみられるおもな植物｡

喬木階 ;ヒノキ (a)-成長 きぬめて不良な植栽木-,アカマツ (a)-天然生-0

硬木階 ;コナラ (o),ネジキ (o),ツツジ (o),ク1) (r)′ 1)ヨウブ (r),アカシヂ (r),

ヤマガキ (r),-ギ (r),コバノトネリコ (r)｡

地表階 ;サル トリイバラ (o),カヤ (o),コウヤボウキ (o),センブ11 (r),ワラビ(r)o

ProfileNo.2-BB型土塊 (安積土)

10林班札 傾斜 ;280,方位 ;N 14cW,按高 ;約 680m,地形 ;北西斜面の小峯部,選

栄 ;花尚岩

骨断面の説明o

L 1-2cm,新鮮なスギの落束管｡

Fl_B 約 1cm,腐朽 しつつあるスギの落葉が僅かに認められノるo

II 2-3cm,諾梱色の粗腐植骨がよく発達 L,細粒が多数あるo

A 約 20cm,黒鴇色,閣租にすこぶる富む,石磯に乏 し,壁土,銅粒状構造,影,潤｡

Bl 約 22cm,噌黄褐色,石磯に乏 し,細砂質壌土,戟,湿｡

BB +,黄褐色,石嘆を含む,細砂質壌土, 敬 ,湿｡

スギ小艮林分 卜の乾燥土壌で,乾燥に起因して発達 し

する｡ 各官位の推移状態は,A--Blは判然としている

し,Bl,B2骨にも分布 しているが,造かに′少ない｡

V純正でみられる抽4J//)

喬木階 ;スギ (a)-植栽木-0

従喬木階 ;スギ (o)一植栽木-, ミネバリ (o), ク

l)(o), l)ヨウブ (o), コアジサイ (o), ミズナラ

(rJ,イヌシデ (r), ミズキ (r),コバノトネリコ(r),

コナラ (r)0

正木階 ;ウ7)ノキ (r),コナラ (r),クl) (r),-シ

バ ミ (r),サクラ (r), ムラサキシキブ (r), ウツギ

(r),ナツ-ゼ (r),アカシデ (r),ホナノキ (r)｡

柚表階 ;TJサ顛 (va),チゴ-l) (a), フジ (f),ゼ

ンマイ(o),マップサ (o),カンスゲ (o)0
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ProfileN0.3
BI)型定積土

林野土壌調査布告 第 4号

profileN0.3-BI)型土壌 (定積土)

10林班内,傾斜;120,方位;S44oW, 槙高;約

I 680m,地形;山麓緩斜の押 し.._LJ,し地,基岩;花覇乱

A3

L 約 2cm,新鮮なスギ, 広葉樹の落葉盾｡

F1-2 1-2cm,腐朽 しつつあるスギ, 広葉樹の落葉

替｡

H 2⊥3cm, 黒褐色の粗腐植骨がよく発達 してい

る｡細枚が多数｡

Al 約 8cm,黒褐色,腐植にすこぶる富む,壌土,

粒状構造,粗髭,潤～湿.

B A2 約 16cm,黒褐色,腐植に富む｡亜埴質壌土,

軟,湿｡

A3 約 32cm,暗黄鴇色, 腐植を含む, 石棟を合

む.細砂質痕土,戟,湿｡

B +,黄褐色,石疎にすこぶる富む,細砂質壌土,やや堅,湿｡

押 し出した再堆積土壌で,生成の由来からすれば崩積土であるが,断面uj性質は定積土に等

しい｡50cm 以上の A骨は,ほとんど石棟を含ます堅く堆積 し,銅板が密に分布 している｡

根は A3軌 こ最も多く,ついで Aヨ,Al暦に多く,僅かにBl骨にも認められるO各官位の推

移は,Al一十A2隆は漸変的であるが,A2十A3-ナB暦-は判然としている｡ ｣二壌軌 j:厚 く,A 骨

も探いが,H暦-の発達,Al唐の構造等乾性土壌の特徴ももち,Bl)型土壌よりやや乾性に似

ていると考えられる.経営区内の山麓緩地には,このような断面形態をとる押 しllJ.しの堆積土

壌がしばしばみられる｡このような所では,スギは成長不良となることが普通である｡

附近でみられるおもな植物

喬木階;スギ (a)-植栽木-,シバダリ (o),ミズナラ (f)｡

従喬木階;クマシヂ (o), ミズナラ (f),シペグl) (r)｡

港木階;ヤマモミジ (o),スギ (r),モミ(r),-ナイカダ (r),オ トコヨウゾメ (r),イ

タヤカニデ (r),ウツギ (r),l)ヨウブ(r)O

地表階;フジ (f), チゴ-1) (o), チヂミザサ (o), タチッボスミレ (0), ツタウルシ

(o), ノアザ ミ(r),ヤマブドウ (r),ヌス1-Iト-ギ (r), ミツバアケビ (r),テンナンショ

ウ (r)｡

ProfileNo.4-BD型土壌 (崩積土)



大子経営区の土宴 (木崎 ▲渡辺)

96林班札 傾斜;280, 方位;S72oE,模高;約

800m,地形;湧水面上部の比較的大きい単調な斜面,

地質;八旗古生暦砂岩｡

官断面の説明

L 約 2cm,新鮮なブナ, クマザサJ)落葉凱

F2-3 約 2cm,腐朽分解の進んだブナ, クマザサの

落葉替｡

Al 約 9cm,黒褐色,腐植にすこぶる富む,石傑あ

り,剖目あり,亜堵質壌土,Crumb,粗髭,礼

隙あり,湿,菌根を認む｡

A2 約 17cm, 黒褐色, 腐植にすこぶる富む,石

磯あり,亜埴質壌土,塊状構造,敬,港,菌根

を認む｡

A3 約 49cm,黒褐色,腐植にとむ′石磯を含む,

亜粒質壌土,やや堅,潤～湿｡

B 十,噌黄褐色,右横に富む,埴質壌土,Massive,

蓮,翠,潤｡

八溝山系高)jjfのブナ林下の 二ヒ塵である｡ 土壌暦は厚

く,特に A軌 ま約 90cm にも及んでいる｡各官位の推

lt)

20
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ProfileN0.4

BT)型崩債土

の発達は特別明瞭ではない｡断面の性矧j:,む しろ定積土とみられるO根はほとんどAl,A2

又 Al,A2官にはブナの外生菌根が認められる｡

附進でみられるおもな椀物

喬木階;ブナ (Va), ミズナラ (o),ホオノキ (r)0

植木階;ウツギ (r)0

地表階;)マザサ (Lva),ウツギ (r)0

(ブナ～クマザサ群叢と考えてよい)

ProfileN0.5-1Bl型土壌 (適潤型)

8林班凡 傾斜;120,方位;N32oW, 標高;約 700m, 地形;接しヘヤや凹状7)高原地

形,准岩;花崩岩｡

暦断面の説明
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L 約 1cm,新鮮なヒノキ, カラマツの落葉暦o

F1-3 1-2cm,腐朽 しつつある落葉骨o

Al 約 16cm,黒色,腐植にすこぶる富む,Cmmb,

怒.湿､.

A3 約 24cm,黒褐色,腐植を含む,亜埴質壌土,

軟,湿｡

A3 約 42cm,暗黄褐色, 腐=棺に富む,盛培質鮭

土,軟～堅o多湿o

B +,黄褐色,細砂質壌土,壁,湿｡

阿武隈山系高所のヒノキ,カラマツ林分下の黒色土壌

である (同様な黒色土壌は, 八溝山系高所 にも現 われ

る)O黒い A 暦-が 80cm 以上もあり,亜種琵壌土の土

性は,一見古い火山衣土のようであるが,母材は花嵐岩

風化土である｡産科のため崩積土の形態を示さず,断面

にはほとんど石磯を含んでいないO 各官位の推移状態

紘,Al一斗Aコは判

然とし,A2--A3

は漸変,A3-→Bは

明瞭である｡根は

AZ官に多く, つ

いで A3骨,僅かに Al,B軌 こ認められるO

附近ではヒノキ,カラマツの植栽木以外は認められな

いo

ProfileNot6-B工,塑土壌 (崩積土)

98林班内,傾斜;400,万位;S20oW, 梗高;約

580m,地形;平衡的に発達した急斜面の中腹部,地質;

八溝古生替粘枚岳O

盾断面の説明

L 約 4cm,新鮮なスギの落葉暦o

Fl-3 約1cm,きわめて僅かに認められる程度(念斜の

ため Au盾の流亡がはなはだしいようである)0

A 約 24cm,黒鴇色, 衛矧 ′こすこぶる富む, 右

横あり,壌土二,粒状～塊状構造,蘇,潤O

P

刊

刀

'44

58

GE

70

那



大子経営区の土集 (木崎 ･渡辺) - ll-

B】 約 32cm,暗黄褐色,腐植を含む,石磯に富む,堵質壌土,塊状構造,歌～堅,湿｡

B2 45cm 以上,黄褐色,石磯にすこぶる富む,輯質壌土,湿～潤o

スギ林分下の土壌である｡山脚部におけるスギの生長はきわめてよいが,なお,この中腹部

でも生長はよい｡A暦-は割合浅 く,Bユ唇への推移はやや判然 としている｡Bl十B｡f削′ま漸変

立っているが,地表下 1m くらいの BB骨にも多く認められるO

附近でみられるおもな植物

喬木階;スギ (a)一植栽木-0

従喬木階;ケヤキ (r)｡

濯木借;スギ (o),ナラ (o),ムラサキシキブ (o), フジ (o), ミツバアケビ (o),-1J

ギ1)(r),ヤマツツジ (r),クマシデ (r),エゴノキ (r),クl)(f)｡

地表階;ミツバアケビ (o),チゴ-i) (r),ヤマギク

ProfileN0.7-Bt;型二1二壊 (崩積土)
123林桃内,傾斜 ;150,方位;S90oW,槙高;約

320m,地形;傾斜面丁部,一枝岩;秒器o

骨断面の誼明

L 約 1cm,新鮮なヒノキ,広薬樹の落葉｡

F2-3 約 1cm,衛朽分解 しつつある落葉｡

H 約 1cmo

Al 約 10cm,暗褐色,腐柿に富む,石燦に乏 し,

細砂質壌ニト,Crumb,戟,潤D

Aコ 約 60cm,暗褐色,腐植に富む,石燦に富む,

細砂質壌土,Crumb,救～堅｡澗～湿｡

A3 約 22cm,黒褐色,腐植 にすこぶる富む,石棟に

すこぶる富む,埴質壊二と,塊状梼悲 ,軟～堅,湿｡

B +,曙黄褐色,腐植を含む,石疎にきわめて富

む,埴質壌土,翠,湿｡

ヒノキ優良林分下土壌である｡断面にきわめて多くの

石磯が分布 している典型的な崩積士である｡各唐代Lの推

移は一般に漸変的で あるが,A3-B 骨は判然としてい

る｡

附近にみられる主な植物

喬木階;ヒノキ (a)-植栽木-O

(r),ゼンマイ (r),ワラビ (r)0
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喬木階 ;ムラサキシキブ (f), サンシヨウ (o), タカノツメ (o), ウルシ (0), ヒノキ

(o),シバグ1)(o), オ トコヨウゾメ (o), アブラチャン (0), ミズキ (r), -L'マザタラ

r(r), i)ヨウブ(r),コバノトネ1)コ (r), -ナイカダ (r), イヌツゲ (r), 7カメガシワ

(r),エゴノキ (r),ホオノキ (r),サワアジサイ (r),アワブキ (r),コナラ (r)O

地表階 ;タチッポス ミレ (f),カンスゲ (f),キイチゴ (o),チヂ ミザサ (o),サル トリイ

バ ラ (o), ミツバアケビ (o), ノアザ ミ (r), ノイバラ (r)｡

ProfileN0.8--BE型土壌 (崩積土)

10林班内,傾斜 ;150,方位;N,穂高;約 680m,地形 ;湧水面下部の凹状地,選岩;花

l⊥｣lJIJ
JTrqllLo

骨断面Jj説明

し 1-2cm,新鮮なスギの落葉｡

Fl-3 約 2cm,腐朽分解 しつつあるスギの落葉o

H きわめて僅かに認められるo

Al 約 15cm,黒褐色,衛櫨にすこぶる富む,石磯に乏 し,種質壌土,Crumb,忠,湿｡

A2 約 15cm,暗斎場色,腐植に富む,石磯に乏 し,埴質廃土,Crumb,馨,湿｡

Bl 約 20cm,暗黄褐色,腐柿に乏 し,右横に富む,砂質壌 土 ,敬,湿｡

Bj +,暗黄摘色～黄褐色,石磯にすこぶる富む,砂賢壌土,や千軟,湿D

ProfileN0.8
BE型崩壊土

F スギ優良林分下の土壌であるo各官位の推移は,漸変

的であるが,Aコ→Bl-B2 はやや判然としているD根は

A･, AB,B⊥暦にほぼ同様に多く, ついで Al,B2 1昏の旧と

Al

なっているが,全般に断面における根の分布は少ない｡

附近でみられる主な植物｡

喬木階 ;スギ (a)-植栽木一一O

潅木階 ;タマアジサイ (Va), ムラサキシキブ (o),

B. ノ､ナイカダ (o),ヤマグワ (r), コアジサイ (r), リョ

ウブ(r),ヤマモ ミジ (r),ヤマウルシ (r),アワブキ(r),

コバ ノトネリコ (r)ノホオノキ (r), 二ワ トコ (r),オ

ニツツジ (r)o

BB 地表階 ;フジ (f), ツタウルシ (0), フク.)シズカ

(o),カンスゲ (o),ゼンマイ (o), ミツバ (o), ㌔

-ウモンジシダ (o), ドクダ ミ (0),ミツバアケビ(r),

ヤマブドウ (r),テンナンショウ (r)0

Pl･OfileNo･9rBE型二L二壊 (崩積土)



大子経営区の土壌 (木崎.揮辺)

18林班内, 傾斜 ;25D, 方位;S80oW, 梗高;約

470m,地形 ;湧水面下部の沢筋,基岩;花嵐岩O

骨断面の説明

L 約 2cm,新鮮なスギの落莫｡

FB-3 約 2cm,腐朽分解 しつつあるスギの落葉o

H 断片的に僅かに認められるo

Al 約 12cm,黒褐色, 腐植にすこぶる富む, 石

裸あり,唯質壌土,Crumb,怒,多湿D

A2 約 33cm,黒褐色,腐植に富む,石磯を含む,

細砂質壌土,Crumb,戟,湿｡

(AトB約 17cm,暗黄褐色, 腐植を含む, 右横を含

む,砂質壌土,敬 ,孔隙あり｡

B 十,晴黄褐色,右横に富む, 砂質壌土, 湿～

潤｡

スギの優良林分下土壌である｡各層位の推移は漸変的

で,全港削こ暗色であるo根は全断面に散在 しているにす

ぎないが,A2 骨に比較的多いようであるo構造の発達

は明瞭でなく,堅密度は局部的に異なるが,一般には膨

歌であるO還元色の色調は認められないO

附近セみられる主な柿物

10
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ProfileN0.9
BE型崩積土

液木膳 ;クマアジサイ (f),アブラチャン (a),ムラサキシキブ (a),アサガラ (r),ウリ

ノキ (r)｡

地表階 ･,マツカゼゾウ (f),モ ミジガサ (a),ジ-ウモンジシグ (a), ドクダミ (a),フク

l)シズカ (o), ミツバアケビ (o), オオ,<チヂ ミザサ (r), テンナンショウ (r), フキ

(r),アカザ (r), ノアザ ミ(r)a

攻にこれら隆断面附近の植栽木[JJその優勢木について樹幹析解を行い,土壌型と樹種および

成長量の関係を,それぞれの土壌ごとに比較してみた｡調査は,Prof.No.2--スギ,Prof.

No.3-スギ,Prof.No,5-ヒノキおよびカラマツ,Prof.No.6--｢スギ,Prof.No.7- ヒ

ノキ,Prof.No.8--スギ,Prof.No.9--スギについて行ったOその結果は別図に樹高, 胸

高直径および材積の総生長,連年生長の曲線図として示 した｡

ここでは比較上最 も安当と考えられる材積給成長量と土壌型との関係について簡逓 ㌻る｡

スギは経験的に適地とみられた BE型崩積土,BJ)型崩積土の,Prof.No.8,Prof.No,
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9,Prof.N0.6は,不適地とみられた BI3型定積土,Bt)型の堅い定積二f二の Prof.No.2,

Prof.N0.3の所より樹高,胸高直径および材積の各総成長量 とも遥かに優っている.40年-

の材積絵成長量では,その差約 0.55-0.95m3 となっている.

適地型に属している三者の中では,Prof.N0.9が各総成長量 とも最高で,ついでProf.

No.6(胸高直径総生長量は22年ごろよりProf.N0.8が上位 となる),Prof.N0.8の順と

なっているO 今まで経験的には,BD型土壌よりBE型土壌が最適地と考えられているが,

Prof.No.8(BH型1二壊)が Prof.No.6(BZ)型土壌)より35年前後で樹高, 材磯総威~

長量がやや劣っているのは,多分,位置的に離れているため,土壌以外の環境要素の相異また

は個樹の内存性質あるいは観察上同一土壌型の名称で頒走 しても土壌型にはrrJがあり,相前後

する土壌型閲では互いに潮移関係にある等のためによるものとみられ,むしろ成長量が土壌型

別に規則正 しくランキングされないのは当然と考えられる｡しかし,全体的傾向としては,経

験的な観察結果と図表とはよく合致 している｡湿性と乾性に大別すると,それらの土壌型問で

著 しくスギの成長量が異なることは,スギの土鹿に対する要求度の高L,.ことを意味している｡

ヒノ千は経験的にスギほど敏感に土壌条件によってその成長量が左右Aされないといわれてい

るoProf.N0.1のようなカニ地条件のきわめて憩いかざられた暢乾性植物以外いずれの樹種に

とっても好ましくなしへBA型土壌での成長は別としても, 前記 したスギの不適地とみられる

Bp,型定積i,またはBH塑走鏡二1二でも,相当良好な林分をみるのが普通である｡Prof.No.

8(BE型崩蹟二l二)と Prof.No.5(Bl型土壌)では, 前音が各級成長量 とも多く,40年で
材積絵成長量の差は約 0.2m3 となっている｡ しかし,環境条件の悪い高所でなお図表のよう

な成長を示す点,Bl型土壌をヒノキの不通地と考えるのは早計であろう｡ また,同時に調査-

したカラマツは,各給成長量とも幾分ヒノキに優り,40年の材積でその差約 0.05m3となっ

ているが,両者の威長上の仲仕を考えれば,カラマツはヒノキより良好な成長をしているとみ

るのは早計であろう｡資料がなしJlので数値的に他Jj二f二壊型との比較はできなかったO

攻にそれぞれの骨断面の各替佃から搾取 した試料について,2,3の誹化学実験を行ったが

結果は第2表のとお りである.
▼

2.土壌の分界および説明

｣二壊図作製Jjためには土壌を莫醐Tjする必要があるOこの土壌の類別は原則的に林業試験場の

土壌型の誼明 3)によった｡

本経験区は,ほとんど褐色森林二Lに属 しているがかなりの範囲に黒色二L壁が,また小範囲に

地下水型土壌の発達がみられる｡ 土壌基準型としては,BA型土壌,BIi型土壌,Bc型土壌

(局部約),BI'聖二ヒ壊,BJE型土壌,Bl型土壌,G型上境等であるoこれ ら二1二項型の詳細な

説明は,林野土壌調査報告第1号2)に掲載 されているので省略するが,ただ,当地域にみられ

る黒色土壌について少しく説明を加える｡八津,多賀山系の普通ほぼ 600m くらいから上部
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2

I(Bl)

4
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型土
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土
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土
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Z
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･

.I/
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･ト

A刊
t
9品LpI､J

の,単調なili現状緩斜面にA暦の黒色のはなはだしい土壌がみられる0ProfileN0.5はその

横式的なものである｡この土壌の-舟銅勺な形態は,通常 FB-3 骨U)発達が顕著で,Il骨の発達は

少ない.A骨は普通2つの亜盾に分れ,表替5-10cm の部分の Al暦は, きわめて粗懲な

Crumb構造を示 し,下部のA2Fg-は厚く50cm以上Jj場合が普通で,構造の発達i,i:顕著では

ないが,粒状～塊状構造を示す｡二盛唇の色調にはさしたる差はないが,Al骨の黒色が特には

なはだしいO土性はほとんど亜埴質壌｣二または細砂質壌土で,断面には石磯を含んでいない｡

B暦-の推移は割合判然i:しているD一見火山表土のような印象を与える土壌であるo褐色森

林土の基準型の分業削こ従えば,ほぼB工,型土壌に相当するも(I)が多く,時に BFJ型土壁,BB

型土壌に匹敵するものがみられるD

本地方の黒色土壌の分布する高所の地域では,冬期12月～4月のl抑ま15cm前後の表替土

(ほぼAl暦)は方位のいかんによらず凍結する｡凍結はうつ閑 した林分下ほど顕著のようで,
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日当りのよい裸地では凍結をみない所 もあるD氷結することによって,表替土は過飽和の水分

を保持 していることになるが,春季気湿の上昇 とともに順攻上部より氷解がはじまると,単調

な平坦状綬料地では,排水がよく行われないため過剰水分はそのまま停滞する (この現象はよ

く路軒 C憫 察 される)O この停滞水は凍結菅が完全に氷解するまで, そこにとどまっているも

のとみられる｡この停滞水は氷解後,気通の著 しい上昇 と,凍結暦の消失によって,急激に排

除されると考えられる｡このようにある時期 (香)における過剰水分の停滞 とその後の急激な

機物の分解が嫌気的に行われた り好気的忙行われた りする原因となり,このような現象が長年

月反復 されて,黒色土壌生成の一因にたったのではないかと考えられるo同様な高所でも傾斜

の強い所では,黒色土壌はみられす,稀に B唇の露出しているのをみるが, 氷解時に斜面で

は,過剰水分が泥水となって流れるのをみるが,このため軽号な Al骨は流亡するものと想像

される｡ よく下部の崩積地形の所に黒色のはなはだしい崩積土をみるのは, 多分上方から洗

亡した Al暦がここで堆積 したものであろうと考えられるD

3. 土 壌 の 分 布

土壌の分布は,土壌図に示 してあるJjで,ここでは各地域ごとの分布fL･ft向と,それと関連 し

た林木成長の状態についての観察結果を述べてみたい0

本経営区をユニ壊分布の両から概観すると,それぞれJj地域ごとに特徴的な分布傾向があるよ

うである｡経営区は地質系統または基岩の異なる幾つかV)山系から構噴されているが, この相

異はそれ ら山岳地形の形状にも相異をきたしているようにみられるo こJ)ことは本地方と地理

的位置も近 く,また地質,地形が類似している北阿武隈相馬地方について,LLJJ-｢j昌一氏 3)がつp

とに各種岩石から生する地形の特徴として示しているが,その内容が本経営区での観察結果と

ほぼ合致 しているので要約 してみると1才このとお りであるo

山頂と谷間の
重爆萱一一一〉ー_

山頂の形
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本経営区でも前表のような

二地形的と特徴をもっているが,

さらにこれに土壌の分布およ

び林木 (主としてスギ)の成

長を関連させて説明すると,

ます,いわゆる八溝古生骨

からなる八溝山系は,普通渓

谷を挟む両斜面が急峻な山岳
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地形を呈 L,しばしば複合 L A

て高原 状地 形を皇している

(八満山方面)｡ この他升絹勺

変化と土壌の分布傾向および

スギの成長 との関係を,模式

:図 (1)にしたがって説明す

れば,この一般型は,八満山附

辻の株式的なもので,酉側斜

面が順替,東側斜面が道管の

入幕古生層山地の地形と土壌型分布および

スギ成長の一段的模式図 (1)

Fig.2

.関係にあるため (92林班側斜面と 95林】粧倒斜面は好例),おおむね西側斜面は全般に長大か

つ単一な斜面で,中腹上部に変化点をもち,変化点までは平衡的または下降的に発達 した急斜

iEu一形をと(),Bhj型,Bl)型崩積土 (岩層を含む)が広 く分布 し,変化点附近には狭 くBt･型,

BB型土壌､(しばしば岩石型土壌となる)が分布する｡その上部は軽い,やや凸形または平坦

状の高原地形をなし,洗いBl型土壌が分布 L,Lllr頂部に僅かに BI増望または BA型土壌が現わ

れ るO反対側Jl束側斜何は,-'F衛的に発達 した急斜面で,山腹の脚部は岩層を多 く.含む Bhj型

崩積土となり,上方-順次深度と崩積の度を減じ,B11型土壌から BD型土壌-と変 り,Fll腹

上部 (8分目くらい)から乾性型土壌-と変化する｡

現在西側斜面は,スギ,ヒノキの造林地が多く,東側斜面L,=大然生広葉植林の所が多い｡ス

ギの成長は Bll】型二[二壊 で最も旺盛で,BD型土壌では減するが,普通の場合両地ともスギJつ

造林地となるようである｡また同一｣二壊塾ならより崩積の度の進んだ所の方が成長は牡盛であ

る｡この点からすれば,面積的にはかざられているが,東側斜面の BE型,Bl)丑摘福積土の方

が西側斜面より一瞥スギの通 用型となっているようにみられる｡乾性壁 (Bc型,BB型,BA

壁)土塊では,BE塾, (BZ)型)土壌の所より一般に判然と成長が悪く, その地域を造林地
とすることは無理であろう｡また,西側斜面Jj高所に現われる Bl型二r二蛙の地域は,現在ヒノ

キの造林 地になっているれ 樹高成長の劣った形質イ＼良木が多い｡二L壌そのものからすれば,



20- 林野土宴調査報告 第 4号

適地型とは考えられないが,スギの方がより量的生産をあげえられるのではないかと推察され.

る｡ しかし,高所のため気象要素D著 しい変化が予想され,こD点さらに一考を要するところで

ある｡なお, ヒノキはBA型土壌以外の所ならほぼ戚林の見込みはあるが,やはりBE型,Bl,I

型土壌,特に崩榛土の所で成長は旺盛である｡

攻に葉塊岩によって構成 される鍋足,男体山系の一般地形は,急峻で蕗岩地が多い｡方向性

は一様にはいい難いが,西側に急峻絶壁の所が多くたっている｡この地形的性状は,必然的に

浅い岩石塑章乞性 (BA,B1〕,Bc型)土壌の分布を広 くしている｡これ ら地域は,現在陽乾性の

椎生が優占し,到底スギの成長を期待できないo Lかし, 斜面丁部では局所的に湿潤型 (BE

壁,Bl)壁)崩積土 (岩層 も含む)とな り,旺盛なスギの成長をみる (80林班内等)D また,

酉金砂周辺 81,82林班上部等の山腹は,単調な接い斜面形をなし,定積的な Bエー型土壌が分

布 し,スギはかなりの成長を示 しているが,直径成長に比 し構高成長はやや劣るようである｡

この斜面の下方は怠斜をもって沢に望むが,斜面の変化点では浅い岩石型の乾性土壌となり,

スギの成長はきわめて不良であるOさらに下部の沢筋では,湿潤型の崩積土または岩層地 とな

り,スギの成長は旺盛であるが局部的である｡これ らの相互関係は模式図 (2)として示 した

が,この集塊岩山系は地形の変化が小刻みで,これにともなって二L二塵 も小変化するので,図示~

した一般型 よりはるかに複雑な変化をしている｡

第 3系の=jcに棟岩,砂岩,頁岩,泥岩,凝衣岩等からなる生瀬r5'1-j近の山地は,低桝のいわゆる

圭P:山と叔せ られる絃い,やや上昇的に発達 した凸形斜面からなる｣丁･.陵地形をしている｡一般に

この地域は乾性土壌 (Bjtjj!!または乾性の B工,塑｣二壌)の分布が広 く,脚部にB工'型土壌がみ

られるO地形的に風化土壌の移動',i:著 しくなく′比較的深い定積土を形威し,沢筋等崩積地形
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集塊岩山鞄の地形と土壌型分布および

スギ成長の一位的模式図 (2)

Fig.3

I_湖 で も崩積の度は少なく,'しばしば崩

積 した土砂が市堆積 し,定積土の性質を

示す崩粘土がみられる｡このためB工'型

崩残土は傾斜のついた脚部 で稀にみられ

るにすぎない｡多分この土型的特徴の結

A 栗と考えられるが,この地域では旺盛な

B スギハ̀成長は考えられないO土壌は相当

C 深いが,乾性にすぎることおよび'定積土

忠 (BBDE, の一般的性質として二1-:I-1堅さが大いに影
型 型

義 孝 響 していることが予想 され,事実後者の

点から土煙による成長の差が傾向的にみ

られる｡ これ らの 関係的変化 は模式図

(3)として示 したOこの変化には方向
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性は認められない｡なお,ここで普通第

三紀骨の山岳地形は模式図 (3)として

表わしたものより一般には急峻で,変化

が小刻みであり,いわば鋸状の地形を呈

一 21

しているO このため傾斜面下部の 局所 B

が,BD型時に B瓦型崩積土となるだけ

で,山腹斜面のほとんどは浅い乾性土壌

が分布 し,梅端な所では岩石の露出がみ

られる｡ したがって,スギの良好林分は

l

点むしろ先に述べた集塊岩山地の有様に

似ているように思われる｡天子附近でも

第三紀層の主に裸 ･砂 ･貢岩山鞄の地形と土壌型分布
およびスギ成長の一段的模式図 (3)

Fig.4

第 3紀骨山地はこのような特徴を示すものが多くみられるが,ただ国有林がより低所の地形的

に若い山地に介在 しているので, (地矧的にも第3紀新官と思われる)その標式的なものとし

て生瀬附近の低い男山を対照とし,模式図 (3)に表わして,説明を加えてみたことを附記 し

てエバ .,

攻に主として花尚岩類によって構成される多賀山系は,前に示 したような高原地形を里 して

いるoこの地域には,八溝山系高所の高原地形上でみられたとほぼ同様な探し1Bl型二i二境が広

く分布 している｡また,地柳 勺性状から崩積土の範囲は少なく,また崩積土でも崩積の度合は

少ないoスギの成長は山麓の局所に介在する崩培土の所を除いてはあまり旺捷ではなく,特に

樹高成長が劣っている｡Bl型｣二壌-一BJ･:型または BD型土壁に相当する一一 でも崩積｣L_の

所のスギ, ヒノキの戚見 せi:い｡地形上緩い起伏両に介在する若L/,谷の貯 F地には,G型土壌

が発達 しているOこの周辺に分布している BE型,B.,型土壌の所では,今までの経験的な観

察 と異なってスギが惑いが,多分この土型が緩いほとんど平坦状地形上にきれめて堅い足根｣:

の形で現われているため,それにl-1]釆する理学性が成長に大いに影響を及ぼしているのではな

いかよ推察される (高所でも傾紳 )より強い,いわゆる山岳地形の竹では,攻に述べる花崩岩

破砕帯地域J)ように,BE軌 BJ,型崩積土が広 く分布 し,そこではスギ, ヒノキの威長が旺

盛である)O

また,普通この高原地形の山腹は,上昇的に発達 し,やや即 =3の斜面をなしているが,その
著 しい桝では乾性 (BB型)土壌が広 く分布 し,よくG塑-BB型土壌へと推移 している斜封

もあS o このよう尉叶では,スギの成長は鵜に悪い｡これらJj相互関係を模式的に示せば,模

式図 (4その-)のようである｡なお,地形的な変化には方向性は認められない｡

敢後にこJ-7高原地形から下方へ連絡 して,地質的には花覇岩類が変成作用を受けているほぼ
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花園岩LLl鞄の地形と出棄塾分布および

スギ成長の一粒的模式図 (4)

その一 高原地形

ん
<

B

C

花尚岩山鞄の地形と土壌型分布および

林木成長の一粒的模式図 (4)

その二 山高地形

Fig5.

棚倉破砕帯のとおる地域は深い峡谷

のある山岳地形を皇している｡平衡

的に発達 した急斜面をなし,BE塾,

B工'型崩積土 (多くの岩層を含む)

が広 く分布 し,ここではスギ,ヒノ

キ7)成長は旺渡 である (18林耽等

は好例)O 斜面上部から山頂部に僅

かに乾惟土壌 がみられるにすぎな

い oこれ らの関係は模式図 (4その

二)として示 した｡この変化には方

向性はみられす,両側斜面はほぼ同

様な形状を示 している｡棟に山腹に

岩塊の露出しまたは凸形の浅い乾性

｣二境の所がみられるが,きわめてか

ざられている｡

以上地質系溌あるいは基岩を異に

A する各山系別に,地形,土壌の分布

ならびに林木 (主としてスギ)成長

の相五二関係をその槙式的TJ:ものを模

式図として説明した｡

しか し,さらに各山系を包合 した

土壌分布の一般的傾向としては,八

港,多発山系等の棟高Jj高い山岳地

域では,雨量 も多く,極度に乾燥 し

た土壌はみられす,乾性土壌 もBI3

型土壌の範囲にとどまっているよう

であるOまた,相対泊勺にその分布 も広 くなく,BE塾,Bl)型土壌が透かに広 く分布 しているO

これに反し低い山地 (いわゆる男山)では,雨量も奥地より少ないものと予想され (他の条件

も関与しているのは当然だが),乾性土壌としては BA型土壌の分布が広 く, 沢筋十峯部-は

B工'型-BA型土壌として変化 しているのが普通であるO

さらに微地形の差にともなって,｣二壊生成諸因千の小変化が推察され,たとえばほとんど例外

なく湧水面下方の集水地形の所は,BLC型,BD型の厚い崩培土となり, 囲まれた地形は微気

候条件 も良好と考えられ,スギ, ヒノキの成長は良好であるO 反対に僅かに凸起 した小峯で



大子経営区の土嚢 (木崎･渡辺) - 23-

紘,風化土痕が流亡するため溝い岩石型乾性土壌となりやすく,風衝による生理的乾燥等と相

まって,林木成長は著 しく不良となっているo横軸に観察すると,このような変化は,現地で

は想像以上に小変化をしている｡この点実際の土壌の分布は,土壌図以上に造かに複雑な分布

をしてL/.ることを強調 しておきたL/.0

なお,土壌図には土壌基準型の分布のほかに,堆積様式,岩石地,土性基岩および風衝地等

を記号で表わした｡このうち堆接様式の相異により,同じ土壌基準型でも暦断面の形態,性質は

非常に異なり (亜型と考えられる)一般に林木の成長は崩積土の方がはるかに良好であるOま

JC,土性の分布は,はっきりつかめなかったので,図上には界線を入れずに一部の箇所にのみ

示 しておいた｡大体には砂岩,頁岩等の堆積岩は,粒径の揃ったそれぞれ砂質あるいは埴質廃

土となる傾向がある0人溝方面では棟を混ぜた埴質壌土が多くみられるo花覇岩風化土は一般

に砂質になると考えられているが,多賀山系の高所黒色土壌の分布する地域等安定した地形上

では,むしろ埴質に傾いている｡

Ⅱ 考 察

A.各土壌型と主要林木の成長,更新との関係

暦断面調査と同時に行った簡単な純生調査によっても,大体乾性型土鹿には乾性の植生が,

湿性塑土壌には湿性の植生がそれぞれ便占し,土壌型と植生の発達との関係には,きわめて密

｣妾なものがあるようである｡

また,■二壊型と各機種の成長 とのJLJurJにも,高度の関係があることは,すでに言及したが,こ

こでは調査における観察結果を総括 して,スギ, ヒノキノアカ-ツの適地を述べてみる｡ な

忠,適地とは単に林木の生育に望ましし′,所の意味で,地利,材の利用,経済性等を加味したも

のではなく,また生育状態の判定 も肉眼観察によったものである｡

スギの成長の最も良い林分の土壌は,BE型崩積土 (岩層地を含む) となっている場合が多

く, スギの黄適地は,BE型崩積土とみてよいと思 うD 成長は劣るがその定積土もスギの適

地 とみなされるo Br)型土壌は,-舟封こスギの水分要求度より多少乾性に傾し1た土壌と考えら

れるが,降水量,湿度等が補充因子として働 く場合その崩積土上のスギの成長はよい｡この点

本蟹営区の山岳地は,比較的降水量 も多く,湿度も高いためBI,型崩積土を適地と考えて差支

えないと思 うo Lかし経営区では,梗高大約 800m 以上の高地では,気象的に特に北西の季
節風あるいは気温の変化も影響 してし-･ると思われるが,スギの戒林,成長は良 くないので,この

場合は,スギの成長は:lE乍柁 欠くものが多く,いわゆる適地とは思われなL/.O 乾性の Bc型,

Bp,壁,BA型土壌では,威林,成長とも悪く,到底適地とは考えられない｡G 型土壌も同様

不通地であるO
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ヒノ車は一般に水分要求変がスギより少ないものと考えられ,BD型土壌がほぼその適地と

思われる｡ しかし本経営区での朝寮では,暴れ木的な形質不良木になる傾向はあるが,最 も旺

盛な成長は,BJ;型土壌 (特に崩積土)でみられる｡材積,形質とも止常夜成長状態を示すの

はBI'型崩積土上である｡この点適地としてはスギと大差ないようであるが,スギの成長のや

や悪い BI'型定積土およびさらに悪いBc型,Bf;土壌でも,スギよりはるかに安定 した威林状

態を示 しているoただ,浅い岩石型土壌,BA型土壌の所では,著 しく成長不良となり威林の

期待はもてない｡それ故適地は BD型崩積土あるいはBE型崩積土と考えられるが,該地はス

ギの適地でもあり,これら地域は経営上当然スギの更新地と予定されるので,ヒノキの更新地

は,適地ではないが,BT)型定積土,Bc型,B13型土壌の地域に予定すべきであろうDなお ,

高所の平坦状綬料地に分布する Bl型土壌は,気象要素を配慮すれば,Br,型土壌と同様崩騎

士にはスギ,定積土にはヒノキが好ましい (ただし適地とは思われない)a

アカマツは土壌に対する可塑性がスギ, ヒノキより著 しく大きいようである｡ 造林適地は

108林班優良アカマツ林分下土壌の観察によっても,ほぼBI)型崩積土あるいは BE型崩積土

とみられるが,反面生瀬附主星で,BA型土壌でも天然生アカマツがなお,相当な成長を示して

いることは,アカマツの適応力の強さを現わしてし･lるものと思われる｡それ故経営上は,アカ

マツの更新は適地の観念を離れ,スギ,ヒノキの吏新地以外に期待すべきであろうD

B.森林施業に対する意見

本調査を通じては,更新適地の選定が先業面に対~する主要な意見とたる｡本経営区の人工林

に,スギ,ヒノキを期待することには異論がないと考えられるが,特に成長量,生産材の利別

を考慮した場合には,はるかにスギが有利と思われるので,可及的にスギの更新を図るべきであ

る｡スギ,ヒノキの超宮上の更新適地.については,前項で述べたので省略するが,スギJj積極

的な造林に当っては,該樹が土壌条件さらには環境諸因子に対 し適応力が弱,いので,更新適地

の選定にあたって特に留意すべきである｡スギの更新適地以外の造林可能他には,極力ヒノキの

更新をはかるのが望ましい｡現在高所の Bl型土壌が多く分布 している地域にカラマツ Jう造林

地がみられるが,風衝面はその成長状態がすこぶる悪いOこJjような所でカラマツの単純林を

仕JJ二てることは回避するのが得策と思われる｡

次に造林の不適当な地域は,天然生林に期待するのであるが,その遺戒にあたっては,擾艮樹

種の積極的な保残威立をはか りたい｡天然生林は,ほとんど自然力によって造成されるので,

生態的に天然における棉種の競合をよく把握し,その立地の優勢樹のうちから倭艮樹種を選定

する必要がある, この観点から経営区内では期待協榎としてアカマツおよび モミが考えられ

る｡特にアカマツは,諸所で旺盛な天然更新が認められるO従来アカマツの造林成績が思わし

くない点からも,アカマツは,スギ,ヒノキJl更新適地以外で槙樋的な天然更新が望ましい｡

しかし経営区でもおよそ 700-800m 以上の高所では,アカマツの天然更新Ld:ほとんどみらAL
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チ,これに代る有Fl]樹種としてモ ミが侵入してくるOまた,低所の山地でも,-娘に浅い岩石

型の堅密土上では,アカマツはモ ミと競合 して劣勢となるので,このような地域では,むしろ

積極的にモ ミの造成をはかるべきであるb

また,広葉樹についても同様有用樹種の遺戒につとめ,薪家林で も材質の向上をはかるのが

望ましい｡

これら天然生林に期待する地域は,土壌型からは犬年乾性二I二境の地域であり,それはまた立

地条件J?悪い地域でもある場合が多いOそのうち特に土壌侵蝕の著 しい急斜面,あるいは浅い岩

石型土壌地等に対 しては,林地養護または土壌保全を第一養的にした天然生林分の取 り扱いと

し,また造営上禁伐または伐探制限等の規制も必要である｡また,そのような可能性のある地

域に対.しては,たとえ経済林分の目的であっても作業法については紬亡､の留意を望みたいD

Ⅳ 絵 括

1_ 穴子経営区は妄芙城県久慈郡北部にあって,南北に競走する数箇Ln山系からなっているO

これら山系は,砂岩,粘板岩の古い水成岩暦からなる八滴山系,集塊岩唐からなる男体,鍋足_

山系,ほとんど花覇岩類からなる多賀山系が主なのであるD

2. 経営区近辺は,大体平均気温 18oC,年較差 13oC,年降水量1500mm前後であるが,

やや広範囲に点在 しているため,所によりかなりの変化があり,特 に国有林の多い山岳地では

気湿の低下,降水量の増加が考えられるOこJT'ため暖帯から温帯にわたる林桐がみられるが,

天然林はきわめて僅かで,現在経営区の過半はスギ,ヒノ千の造林地となっている｡

3. 経営区は大草鴇色森林二J二であるが,かなりの範囲に黒色二日喪が,きわめて局部的に地下

水型｣二旗が発達 しているDこれを細分すると,BA塾,BJ,,哩,Bc型,Bt)型,BJ〕型,BIl.

型,BI塾,G型の土壌基準型となっているoBl型土壌は,湿潤型Jつものがほとんどである0

4. 各土壌型の分布は土壌図として表わしたO地質系統ないしは基岩ulJ異なる諸山系は,そ

れぞれ特徴的な地形を呈し,また特徴的な土壌型の分布様式を示している｡

一般に八旗山系は急峻地形が発達 し,高所は複合 して緩い高原地形となっているoBE塾 ,

Bl)Jii崩積土の分布が広く,高所の緩い地形上に Bl型土壌がみられるO鋼足,男体山系は,
急峻露岩地が多く,一般に浅い岩石型乾性土壌の分布が広いO所により単調な綬斜面上に定積

的な B]-聖二J二壊が分布 し,湿潤型崩横工Lは沢筋の局部にかぎられているD

生瀬附妃の第3系山地は,丘陵地形をなし,定積的な乾性土壌の分布が広い｡

多賀山系は単調な緩い高原地形を呈 し,湿潤型の Bl型土壌の分布が広い｡やや傾斜の強い

斜面下部ではその深い崩積土がみられるが,沢筋が広い低平地となっている所では,G型土壌

がみられ ,So これら高原地形の下方に連続して, 破砕帯の通る黒川筋では急な山岳地形を呈

し,脚膏を多く含む BJIJ,壁,Bl)型崩積土の分布が広い0

5･ 各｣二壌型の槙準的な骨断面を設定 し,供試土壌を搾取 2,3し-･1円ヒ学的分析を行ったO
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6. 二L壌型と植生および樹種の成長,東新の間には密接な関係があったOスギは BE型土塊

特に崩積土で最 も成長が良く,BD型土壌でも山岳地等で降水量,湿度が補充因子となってい

ると思われる所では良いが,低所の BI)塑定積土では思わしくない｡乾性土壌では不良林分と

なる｡ ヒノ牛は形質成長を考えればほぼBI)型土塊特にその崩積土で良い成長を示す｡形質不

良木となる傾向はあるが,BE塑土壌ではさらに材積成長が良いoBc型,BB塑土壌でも条件

が意 くなければ相当に成長が期待できるOアカマツは B工)壁,BE型土壌 (特に崩積｣･.)で最

も成長が良いが,天然には BA型土壌の析-でも更新 し,かな りの成長を示 しているOなお,

Bl塑土壌は高所のため条件が複雑であるが,崩積土ではスギが,定積土ではヒノキが良い成

長 を示しているようである｡

7, 本調査結果から経営上の更新計画を考えれば,Bhl型,BD塑土壌および Bl型崩積土

にスギを,BI)壁 (1部の定積土),Bc型,BB型土壌および Bl型定積二Lにヒノキをできるだ

け造林 し,残余地域には積魔的に天然生林の成立をはかるのが望ましい

参 考 頚二 献

1)福井英一郎:日本の気候区 (第2戟)地理学評論 9,1,109,195,271(昭8)

2)大政正隆:林野土壌調査報告 第1号 (1951)

3)林業試験場 :森林土塞調査方法書

同 :土壌型の説明

/i)山田昌一二北阿武隈相馬地方の地質及び地形並に花尚岩地に於ける杉の造林について (1941)

TakahiroKIZLH{T,ToshioWAl.A∫Al氾:SoilsoftheDAlGONationalForest.

(TokyoRegionalForestryOffice)

R昌sum昌

1. ThissoilsurveyreportofDaigomanagementunit,Ibaragiprefec山re,
discussesthemorphologicalfeaturesofforestsoils,andtherelationship of
vegetations,bedrocksandreliefswith soils,andthatofsoilswithforest
management.
2.Meanannualtemperatureandannualpreclpitationofthisareaare18oC
and1500mm respectively.
Bedrocksaremesozoicsandstoneandslate,graniteandagglomerate.
3.Morethanahalfoftheforestsofth1'sareaisartificiallyregenerated
bySugi(Crv♪lomeriaj'ai)onica)andIlinoki(Chamaecy♪arisobiusa).
4.Though agreatpartofsoilsofthisareabelongstothebrownforestsoil
group,theoccu汀enCeOfblacksoilischaracteristic,whichisdistributedonthe
levelplateauorgentlemountain slopehigherthanabout500m alt.
5･Distributionsofeachtypeofsoilaregreatlyre一atedtothetopography
whichischaracterizedbygeologicalorigin.
Distributionsofclassifiedsoilsareshownontheattachedsoilmap.
6･ Acloserelationshipbetweensoiltypesandplantgrowthwasrecognized.
7. Aforestmanagementplanbasedonthesoilclassificationwasdiscussed.
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Ⅰ 経 堂 区 の 概 況

A.位 置

世 附 経 営 区 位 置 図

経営区は,関東平野の西

方丹沢山塊の西南部一帯の

国有林で,紳奈川県足柄上

郡三保地内にあり,面積は

約 840haである｡国有林

は,主な流域によって,東

北から西南-天文沢団地,

水ノ木団地,二 ノ沢E卦地と

通常3つに区分されている

(付置図参照)｡

B.地 形

乃沢山塊の周縁は,多く新暦によって境されているのであるが,山塊の内部の地形もまた断

潜に支配されていることが多く,井沢山塊は要するに断腎作用によってできた複雄な地塁であ

るということができるb

経営区は,梗高約 300-760m のPlHにあって,壮年期の様相を示 し,念料地が多い｡ただ,

二 ノ沢団地の一部に綬料地がみられるo

なお,山腹斜面には,大il12年9月の関東大震災に起因したと云われる崩壊地が随J;ITにみ

ちれ,特に大叉沢田地,二 ノ沢団地の高所の急斜面上に多い｡

C.地 質

本宣営区を構成している岩断 ま ,御坂 督 ,石英閃緑岩,足柄瞥および山北暦である｡

御坂暦は経営区J)南部に広く,そこでは角閃岩,樺縁岩,安山岩質角硬岩,凝双岩質砂岩お

.よび貢岩等がみられる｡こJjうち角閃岩,輝縁岩には片理を有する部分 も多いO

石英閃緑岩は御坂皆を貫いて,丹沢山塊の中央部に最 も広 く,経営区の北牛 もほとんど石英

閃緑岩からなっている｡一般に外観は粗粒で,花局岩に類似 していて斑状石理を皇し,部分に

よっては細粒になり,また時には片岩のような外観を呈している｡

足柄管および山北軌 ま ,経営区の南方周縁部にきわめて僅かみられるにすぎないO

なお,局部的にこれら某岩の上部を火山岩屑の団結 したいわゆる火山岩で覆っている所 もあ

る｡

D.気 候

本経営区は富士山麓から平地を挟んで東-約 12km ほどにある山塊のため,秋～春にはい
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わゆる富士烈風に見舞われ,かなりの寒冷となる｡降霜は 10月下旬から4月下旬に及び,降

雪は 12日中旬から3月上旬に及んでいるC

この附近の大気院の参考として,EEI有林 (28林班)内にある落合発電所 大叉沢調整地の最

近 10カ年 (1943-1952,ただし,気湿は 1946-1952年間の7カ年)の額測値は,第1表の

とお()である｡

月 別
Month

気 温 書最高平均CoMean
Air .･maximum

ature Me且n
lmln】mum

降 水 量
PrecipitatlOnmm
降 水 日 数
Numberofraindays

第 1表 気 象 観 測 表

TableL ClimatologicalData

I_ I I t 一- - tl - I

-6･.;(l･(,-3･8=013?6･2鳥 19･9車 o･3-5･3′ 7･8

11

6 9 13 13 13 1() 16 11 14 14 10 8 14.3

第 1表によれば,年平均気湿は天体 12-13oC くらいとみられ,降水量は約 2500111m前後

となっている｡ しかし,観測地は低所にあり,これより高地域にある大部分の国有林では,普

通さらに気温の低 下と降水量の増加が考えられる｡また,標高,.傾斜面の方向等地形に其 く′ト

気候は,経営区内の諸地域でそれぞれ復姓に変化 しているものとみられる｡土地の人の話によ

れば大叉沢方面より二 ノ沢方面がより寒冷,湿潤であるということであるo

E.植 生 お よ び 林 況

本経営区の相生分布は,森林植物帯でいう暖帯林北部からifPL帯林北部にわたっているO

経営区の大部分は嘗て伐探され,純然たる天然林相を示 している地域はかぎられている｡現

在天然生林 と人工林は,経営区両棲Jlそれぞれほぼ半ばづつを占めている｡

天然'+_林の主な樹種は,針葉樹ではモ ミ.コメツガが多く,その他カヤ,ウラジロモ ミ,-

7Jモ ミ等が混生している｡広葉樹ではブナ,ケヤキが多く,低師ではカシ類,コナラ, ミズナ

ラ,-ンノキ,>カエデ類が多く,その他全般的にホオノキ.サワゲル ミ,ノ､1)ギ l) ,シオジ,

ク1)等がよくみられる｡

人工林はほとんどスギ,ヒノ千林であって,明治 24年度植栽のものが投 も古い外｡

R 調査方法および調査成績

A.調査方法

1･ 土壌層断面の調査および試料採帯

土壌骨断面の調査は森林土壌調査方法書2)によった｡

W 77.,和 24年度第 5次編成世附経営区経営案説明書参照
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土壌昏断面の観察記載の終了後,各官位ごとに搾取円筒に理学的調査榊供試土壌を採取し,

また別に化学分析灼供試土壌を採取 したO

なお,附帯調査として,骨断面設定箇所を中心に約 10m 平方内の簡単な植生調査と,ほぼ

同じ区域内で,主要樹種中最 も成長良好 と思われる個樹の樹幹析解および附近で骨断面と類似

の形態を示す土壌の分布 している地域内の植栽林分について,蓄積調査を行った｡

2･土壌型分布図の作製

森林土壌調査方法苦にしたがって,地形,植生等を単位に土壌盾断面の調査を行い,その形

態,性質から林野土壌調査報告第1号3)の分類にしたがって類別し,分布範囲を2万分 ノ1地

形図上に山岳,河川,釈,径路,境界梗識等と関連させつつ略顔によって図示 し,土壌型分布

図 (土壌図)を作製 した｡なお,地質,土壌の堆積様式,岩石地,岩層地,崩壊地および風衝

地等 も併せ図示した｡

3.堂 内 実 験

理学的性質については攻の実験を行った｡

孔隙量,自然状態の容積重,最大容水量,最小客気量,採取時含水量D

化学的性質については攻の実験を行った｡

a)pH の測定

鈴木式 pH此巴器を用いた｡

b)置換酸度の定量

風乾細土の N-KCl浸出液 (20g:50cc)10ccを用いて N/10-NaOHで滴定し,滴

定数を 12.5倍した cc数をもって滴定酸度 (yl)とした｡

C)衆素の定量

Tiurin法によった｡

d)仝窒素の定量

Kjeldahl法によったo

B.調査成績

1･ 土壌屠断面の言己載,附帯調査および室内実験の成技

各土壌型の標準的と思われる督断面を例示すれば攻のようであるOなお,土壌の色は,森林

立地談話会発行4)のものを用いた｡

ProfileN0.1-BA型土壌 (定積土)

所在;14い林小班 地形 ;南東に延びる尾筋の西浦斜面の1.部 傾斜 ;70 傾斜の-),･向;

SCooW 標高;約 450m 母岩 ;輝線岩 (火山岩屑が上部を被っている)

骨断面の説明D

L 0-2cm,スギ,広葉樹Jj落葉｡
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F 2-4cm,やや腐朽 した落葉が管状に堆積 し,,Rh:々 H

様JL)腐植がまじっている｡自徴が分布 し,細根が多いo

A 4-15cm,CloveBrown,火山砂に富み, 火山砂だ

150

L的

10

顎

,0

%,彼砂 3%,粘土 2% であるo

Bl 15-33cm,SnuffBrown, 火山裸を多少含む,壊

｣二,不完全な granularstmctureが発達,敬,潤,

中小租多数 (A より少ない)｡ 機械的組成は粗砂 53

%,細砂 28%,彼砂 19%,粘土痕跡｡

BB70cm 以上,BruS紀lsBrown,所々赤味の勝った煉

瓦色様の火山疎の軌 良が ある｡ 火山磯の多い壌土,

潤,きわめて固くほぼ火山岩に近い,所々の歌い部分

に根がみられる｡
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R 板

Gr粒状構造
Vs黒色火山砂層

ProfileNo.1 BA型土妻裏

Fig-1 ProfileNo.1BA･Soil

経営区のほとんどの斜面がそうであるように尾根繰近 くの両側に溝 (地割れ)があり,嘗っ

ての塞災で斜面の主二つたことが推察されるoこのように動いたとみられる斜崎では,威暦状態

が交錯 Lているか,不完全か,または未熟土的のものが多い｡威替状態の完全な成熟土は地形

的に安定 した所にのみ見られるo この Profileは,溝の上方の安定 した峯部の土壌で,有機物

の状態,構造等よりBA型土壌 とみられる｡スギの成長はきわめて悪く,モ ミ, アカ マツ,広

菓樹等の侵入がおびただしい｡

附近の主な植物o

T;スギ (a)一天jE5年新棟-,モ ミ (0), ア カマツ (r), ヤマ- ン ノキ (r), ミズナ ラ

(r), イ ヌシヂ (r)0

∬;ヤマ- ン ノキ (f), イ ヌシデ (o),イ ヌブナ (o), アカシデ (o), モ ミ (0),リヨウブ

(r), ホオ ノキ (r), ミズ メ (r), ヤ シヤブ ン (r), ヌル デ (r), シ バ ダ リ (r), ツ タモ ミジ

(r), タカオモ ミジ (r), ヤマザ ク ラ (r),ア オ-ダ (r)｡

耽 ;サ ワグッ (o), ム ラサキ シキブ (o),ア 17ブキ (r), モ ミ (r), ク ロモ ジ (r), オ トコ

ヨウゾメ (r), サ ンシ ヨウ (r), ウツギ (r), シバ グl) (r)a

Ⅳ;クマザサ (f),ヌスビト-ギ (o), ノイバ ラ (o), ツル l)ン ドゥ (o), l)ン ドゥ(o),

フジ (o), キイチ ゴ (r), ミツバア ケ ビ (r), ツクバ ネ ゾウ (r),チヂ ミザサ (r), ミヤマチ

ゴ- l) (r),サル トl)イバ ラ (r), モ ミジガサ (r), ツ タウル シ (r), カ ンスゲ (r), アオイ

ス ミレ (0), ミヤマシキ ミ (r)a

林分調養O
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盾断面附近でほぼ類似の土壌の分布 している約 0.12haの地域の毎木調査の結果lf均胸高

直径約 10cm,同楓高約 6m,毎 ha当り本数 1816本,同苔蹟 61m3である｡

樹幹析解

昏断面附妃のスギ優勢木 (胸高直径 16.6cm,樹高 9.37m,枝下高 1.37m) の調査結果

は,Fig.2の各成長曲線のとお りである｡

総 成 長 連 年 成 長

氾

-m

5耽YI
QJ
十十†
一群丘甘 1一十K) I5 20 且5 30 】5 48

我 養 毛 今
(佃 (e爪)(Th)

Q804

砺 03

00104QI

Q20F

Iナナ
十川 J5 20 25 30 35 40

有 直利 書

類 径 古 今
(Ttl】(cJn)Iq)

Fig.2 BA型土壌におけるスギの成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaonl∋A-Soil.

ProfileN0.2-BA型土壌

所在 ;39に林小班 地形 ;長い尾根線の北側斜面 傾斜 ;130 傾斜の方向;N 82oE 標

高 ;約 540m 地質 ;石英閃緑岩｡

屑一断面の説明｡

L 0-2cm,広葉樹の落葉｡

F 2-5cm, 骨状に堆積,下部に H 暦を混す,純株多数｡

A15-8cm,Sepia,火山砂を多く含む砂質壌土,不完全な loosegranularstructure,

1
山

川=
什

抽
侶

_
棚
町

1
瑚
_

把

.J
〇一

L
F
A
A

R 板 Gr粒状構造
Bl 塊状構造 Vp 火山傑

ProfileN0.2BA重し土壊
Fig.3ProfileN0.2BA･Soil

粗髪,上部に孔隙あり,乾,踊根多数｡

Aコ8-17cm,Sepia,火LLL砂を多く含む砂質壌土,

Granular-blockystructure,戟,戟,中小棋多

数｡

(Alと Aコはほぐぎ同様な性質とみられるが,堅密

度が特に異なる)

B1 17-60cm,SnuffBrown,火山砂を少し含む砂

質壌土,上部は blockystructure軟,乾,細根

が分散 してる｡

B2 (+),SnuffBrown,火山燦を含む曲埴質壌土,

軟～堅,潤,根はほとんどみられない｡

風衝地となり表面から乾燥 している｡ ヒノキの成長は
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きわめて患い｡

附近の主な植物｡

I;ヒノキ (f)一植栽木-,ホオノキ (o),エゴノキ (o), ミズナラ (o),リヨウブ(o),

了ブラチャン (0),アワブキ (r),ハ 1)ギリ (r),ヤマグワ (r), ミズキ (r), ミツデカエデ

(r)0

Ⅱ;クロモジ (f),エゴノキ (f), ミズナラ (o),ムラサキシキブ (o),サンシヨウ(o),

オ トコヨウゾメ (o),ウツギ (o),アブラチャン (0),ヤマモ ミジ (r),イヌシデ (r),アカ

シデ (r),クマアジサイ (r),-クウンボク (r)アサワグッ (r)｡

Ⅳ;スズダケ (Va),フジ (f),キイチゴ (o).カンスゲ (o),ヤマブドウ (r),フキ(r),

ツタウルシ (r)0

註 この断面からは供試土壌は採取しなかったOまた,樹幹析解および林分調査も行わなかったo

ProfileNo.3--Bo型土壌

所在 ;39い林小班 地形 ;平衡的な急傾斜面中腹上部 傾斜 ;350 傾斜の方向 ;S80DW

梗高;約 320m 地質 ;石英閃緑岩｡

官断面の説明D

L(F)0-2cm,スギ,広葉蘭の落葉,地表に小指大の右磯が多 く, 断片的に本居がみられ

ない,納税多数,

A 2-23cm,OliveBrown,小磯を多く含む砂質~壌土,不明瞭な nuttystructure が

発達,戟,乾～潤,菌糸を散見 し,菌糸臭が強い, 中小根多数｡ 機械的組成は粗砂

60%,細砂 28%,微砂 12%,粘土痕跡o

C 上部はかな i)風化の進んだ石英閃緑岩,斜めに割目が入り,それに泊って棟が侵入し
ている｡

佳蝕作用の著 しい急斜面では,このような (ProfileNo.

f6 も同様)浅い A一一C 形態の乾性土壌がよくみられ,その

分布は広 く,特に石英閃緑岩の地域に広い｡

この土盛は表面乾燥 もしてお り,ややBA型土壌に傾いて

'いる｡スギの成長は悪いD

附近.の主な植物D

I;スギ (a)-明治 45年粘栽--

丑;ミズナラ (r)0

Ⅱ;アワブキ (f),ハ,ウンボ, (f),イヌシヂ (f),ク u

TIモジ (f),ムラサキシキブ (f), ミズナラ (o), l)ヨウブ
R 限 S 石

Bl塊状筈造 Fi割目

(o),シラカシ (0),イヌブナ (o),ホンブナ (o),アカご′ Mr基岩 (樺縁岩)
ProfileN0.3 Bc塾土壌

-ヂ (o),アブラチャン (0),ウツギ (o),コミネカェヂ(o), Fig.4ProfileN0.3Bc･Soil.
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オ トコヨウゾメ (o),サワグッ (r),アオ-ダ (r),タカオモ ミジ (r),ノ､l)ギl)(r), イヌ

ツゲ (r),ヤマモ ミジ (r),エゴノキ (r),イヌガヤ (r),ヤマグリ (r), ヤマザクラ (r),

ヤマボウシ (r),モ ミ (r),サンシヨウ (r),

Ⅳ;スズダケ (a),ヒメカンスゲ (f),タチッボスミレ (f),チゴ-1)(o), ミツバアケビ

(o),ヌスビト-辛 (o),サル ト1)イバラ (o),ツタウルシ (o), ノイバラ (o), I)ンドゥ

(r),チヂ ミザサ (r), トコロイモ (r),マップサ (r)a

林分調香｡

附近でほぼ同様な土壌が分布 している約 0.3haのスギ林分の毎木調査の結果は,平均胸高

直径約 12cm,同樹高約 9m,ha当 り本数 1627本,同蓄積約 86m3 であるO

樹幹析解｡

暦断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 19.1cm,樹高 12.6cm, 枝下高 2.9m)について調

査の結果は,Fig.5の各成長曲線のようである｡

総 成 長

卜 竺 干 き 7,tRi l, ' F''

● -.･.･.･.一 旦は ･

′//

:･･- l､､エーlゝ-ぐく､Ll
TJt今朝I仰
血
杜
仲

3
*
IF_

202534354045

連 年 成 長

■

●

､ ,,/㌧-～ /～
.･ :

｣ ,O/三二二tlA～1
頼経古今
(Ttl,(川日叫

∴
ノ㌔

J'O I5 2D 2530 35 48 45

Fig.5 Bc言型土壌におけるスギの成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaonBe-Soil.

ProfileN0.4--Bc.型土塊

所在 ;17ろ林小粒 地形 ;rF,行来に緩 く延びる尾根Jl南西側斜面 傾斜 ;210 傾斜の方向 i

S75DW 梗高 ;約 4eOm 地質 ;輝緑岩｡

暦断面の詮LLlF]o

L(F)0-2cm,モ ミ,ササ,広葉樹等の落葉｡

F-H2-5cm,BoneBrown,孔隙多,紺株多数｡

A 5-30cm,CloveBrown,火山砂棟を多 く含む砂質壌土,上部に granular-blocky-

structureが下部)に nuttystructureが発達,上部約 5cmは髪以下は軟,潤,Bl界

附近にモ ミの外生菌租が多い,根多数,Bl界に薄い火山砂暦があるo

B1 30-COcm,OliveBrown,腐植 も多少含む,砂壌土,nuttystructure, 軟～堅,

潤,モ ミの外生菌根が多いo根多数 (A より少ない)o機械的組成は粗E,:)56%,細砂

33%,微砂 10%,粘上境跡｡
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B2 50cm 以上,MikadoBrown所々赤鋳色 (煉

瓦色)を皇す,火山磯多数 , 硬質壌土, 無構

造,壁,潤,根はほとんどみられないO

地表下約 50cm 前後の探部に明瞭なnuttystmcture

が発達 し,この附近がむ しろ上下の部分より堅 く乾燥 し

た感じを与え,Bc型土壌の特徴を示 している｡

経営区の天然生林の主要構種はモ ミ,ツガで,その雅

樹は Bc型,BB型土壌等やや乾性に傾いている所でよ

く更新 しているO暦断面はヒノキの造林地に続 く尾根に

近 しJ,所で,その尾筋には BB型土壌がみられる｡ この附

近には,成長旺盛なモ ミ,ツガの大径木がみられる｡こ

れ ら樹唖の天然更新の適地と考えられるUjで,この督断

蹟iを設定 したo

附近の主な枯物｡

1;モ ミ (f),ケヤキ (o)｡

丑;ヒノキ (Va)-大iE15年薪枯-,モ ミ (a),イ

-35-

R 梶 Ca孔賭

My菌根 Gr粒状構造

Bl 塊状構造 Nt堅巣状構造

Vp 火山傑 Vs火山砂

ProfileNot4Bc塾土塵
Fig.6 ProfileN0.4Bc･Soil

ヌシデ (a),タカオモ ミジ (o),ヤマモ ミジ (o),コミネカエヂ (o), リヨウブ (o), ヤマ

ザクラ (o), アワブキ (f), アブラチャン (0),メブスリノキ (r),アオ-ダ (r), ミズキ

(r),クマシデ (r),オ トコヨウゾメ (r),アカシデ (rj,ホオノキ (r)｡

Ⅰ;モ ミ (0),ムラサキシキブ (o),ケヤキ (o),イヌツゲ (r),カヤ (r),コクサギ(r),

クロモジ (r),ヤマグワ (r),サンシヨウ (r),クサギ (r),ヒイラギ (r), アオ-ダ (r),

エゴノキ (r),コアジサイ (r),ツルマサキ (r),イボタ (r), ミヤマホウソ (r)0

ll;スズタケ (Va),カンスゲ (o),ツタウルシ (o), テイカカズラ (o), ミツバアケビ

(r), ノイバラ (r), ツルシキミ (r), サル トl)イノヾラ (r),ヤマブドウ (r),-ナイカダ

1(r), ミヤマナルコ-1)(r)0

樹幹析解｡

盾断面附近の教本のモ ミ,J')うち,材積,形質成長 ともよい優良木 (胸高直径 60.35cm,樹

高 31.77m,枝下高 4.22m)について調査 した結果は,Fig.7の 各成長曲奴の とお りであ

る｡

ProfileN0.5-Bc型土壌

所在;22は林,H粧 地形 ;南西に緩 く延びる尾根が急斜をもって沢に望むや凸形の斜面

傾斜 ;320 傾斜の方向;S30 oW 標高;約 430m 地質 ;輝練鉄

暦断面の説明｡
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L(F)0-4cm,スギの落葉 , 腐朽分解が進み細か く

破砕 された落葉 もまじる,細板多数｡

A 4-12cm,CloveBrown,腐植に頗る富む,火山

砂磯を多 く含む砂質壌土,granularstructure,

髭 ,孔隙あ り,湿,中小根多数o

A-B12-18cm,OliveBrown,衛植 を少 し含む,

火山砂裸を多 く含む (Aよりも多い), 砂土,

弱度の nuttystructureが発達,軟,潤 ,菌糸

臭がする,根多数｡ 横城的組成は粗砂 83%,

細砂 12%,微砂 5%,粘土痕跡0

28-100cm,Saccardo'sUmber,火山磯 を含

む, 砂土,上部に僅か nutty structureが発

逮,軟～堅, 潤, 上部に多少菌糸臭がする,

sa

印

O.T.

川叫

∩日日目し･津

川
H

孤

Hm

'70

即

19)

･J恥

- 37-

軍

;,+.i:.:...,㌍

幸

テ

い

∵

＼
.(

地表下 50cm 付 まで目｣小柱が相当あるが,そ GRr畏状構造

れ以下では散見する程鼠 粘砂 57%,細砂 35 Cr亀裂

Nu 堅巣状構造
Vr 火山岩層 (響)
Ca 孔際

ProfileNo･5 Bc型土壌
,ui,綾砂 8%,粘土痕跡D Fig.8 ProfileN0,5Bc-Soil.

(+),粒径の小 さい堅い火山岩層の盤 臥 断続的に亀裂がある｡所 々の歌い部分に根

がみられる｡

骨断面は安定 し,威熟 した威唐状態を示 している｡沢のF掛こ張 り出 した斜面で′若干の風衝

が考えられる｡連濁型 よりやや乾燥に傾いた形態を示 し,一応 B(l塑土壌としたD斜面rLL,ま諸

々地割れがみられ,嘗って土地の変動があったことを示 している｡スギの成長は中庸以下であ

るD 点在 しているヒノキがスギよりもよい成長 を示 しているO

附近の主な植物｡

I;スギ (a)一大iE3年植栽--, ヒノキ (r)-犬iE3年植栽- .

∬;シラカシ (0),アカガシ (r),ホオ ノキ (r), (除伐 してあるので種名は不明だが,か

な りの広葉憶があったようである)｡

皿;アワブキ (i),ムラサキシキブ (o),ガマズ ミ (o),イヌシデ (o),アブラチャン(0),

シキ ミ (0),ヤマザクラ (r),ホオノキ (r), ヒイラギ (r),サンシヨウ (r), コミネカ工ヂ

(r),ダンコウバイ (r),ヤマウルシ (r),クロモジ (r),モ ミ (r),ヤマグワ (r), ミズナ

ラ (r),イタヤカエデ (r),- 1)ギl)(r),-ナイカダ (r),タラノキ (r), ケヤキ (r),A

ラサキマ- ミ (r),タカオモ ミジ (r),-セアカシャ (r)O

Ⅳ;ヒメカンスゲ (Lva),クマザサ (f), ミツバアケビ (f),テイカカズラ (i),ヌスビト

-辛 (f),ツルシキ ミ (0), ツル リンドウ (o), フジ (o), ツタウルシ (0), ヤマブドウ

(o),キイチゴ (o),ワラビ (o), コウヤボウキ (o), ナガ-コウヤボウキ (o), ススキ
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(o),サル ト1)イバ ラ (r), フキ (r), チ ヂ ミザ サ (r), ノイ バラ (r), ヤマア ザ ミ (r), ク

ジャクシダ (r), ノ1)クツ′ギ (r),イ ヌシダ (r), エ ビネ (r).

林分調査｡

骨断面附近でそれとほぼ類似の土壌の分布している約 0,14haの地域についての毎木調査

の結果は,平均胸高直径約 12cm,同樹高約 10m で,ha当り本数 2152本,同蓄積 145m3

である｡

樹幹析解｡

骨断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 20.1cm,樹高 12.64m,杖下高 3.15m)と,たまた

まスギ林分中にあった ヒノキ (胸高直径 25.9cm,樹高 13.25m,枚下高 2.57m)Jl調査結

一県は,Fig.9の各成長曲線のとお りであるO

陸 成 長

ス ･＼■ 3ヨI-t
L/4: 39キ生

ro_:二 二二二巨.r 磯 碁曲線
ここ∴二 :きJぞ直往 ,I
こ二二二 三.首 戟 確 ′･

連 年 成 長

千､′＼

15 20 25 30 35 40

希 を 古 今
(TTT9)((Tn)frh)

Fig.9 Bc型土壌におけるスデ,ヒノキの生長曲線
GrowthcurveofCryptomeriajaponicaandCbamaecyparisobtusaonBc-Soiレ

ProfileNo.6-Bc型土壌

所在 ;4い林小難 地形;大きな沢のr紬こ張 り出した峯筋の覇斜面 傾斜 ;280 傾斜の方

向;S80 oW 標高;約 430m 地質 ;火山岩｡

暦断面の説明｡

L(F)0-3cm,スギと広葉樹の落葉,腐朽分解の進んだ落葉を含むo

A 3-18cm,Olive-Brown,商権を含む,亜推賞壊こし 上部に granularstructureが

発達,下部は不明瞭な nuヒtystruclure,戟,潤 ,菌糸 を散見,中小棋多数｡ 棟城的

組成は粗砂 38%,細砂 33%,微砂 22,04,粘_一上7%｡

C (+),火山岩層の固結箇 (火山岩)a

火山岩上の浅いいわゆる A-C土壌である｡ 石英閃緑岩の斜面にもこの形態J-土壌はよく
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み られるが,決ってスギの成長が悪い｡変型ではあるが,

腐植,構造等 よりBc型土壌 と考えられるo この形態は

二特に傾斜流の促進,地と り或いは崩壊侵蝕をきた しやす

いのではないかと予想 され,実際に二 ノ沢方面では,火

山岩の露呈 した地と り崩壊地が多いo根の生活圏はA暦

に制限され,成長不良の原因が窺われるo

附近の主な植物o

I;スギ (a)-明治 30年植栽-, ミズナラ (f),

イ ヌブナ (o)O
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R板 Gr粒状構造 Nu堅果状構造
Vr堅い火山岩 (暦)(帯状線は変色部)

ProfileN0.6Bc型土壌 A-C形態

丑;1)ヨウブ (o),ヤマザクラ (o),イヌシデ (o), Fig.10 ProfileN0.6Bc-Soil

(o),クマシデ (o),ホオノキ (r),アワブキ (r),イヌブナ (r), ミズナラ (r),サンシヨ

ウ (r),モ ミ (r),ノ､クウンボク (r)O

Ⅱ;モチツツジ (o),ノ､ナイカダ (o),コウヤボウキ (o),オ トコヨウゾメ (o),ゴンズイ

･(r),クロモジ (r), ミツバツツジ (o),ヤマグワ (r),ムラサキシキブ (r), ウツギ (r),

カヤ (r),ツワバナ (r),マ- ミ (r)0

Ⅳ;スズクケ (a), ヒメカンスゲ (a), ミツバアケビ (f),フジ (f),リンドウ (o),クマ

ア ジサイ (r),ツタウル シ (r),ヤマアザ ミ (r),ヤマユリ (r),ナルコユ リ (r), クマガイ

ゾウ (r),オオバギボウシ (r)O

林分調査｡

骨断面附近でそれ とほぼ類似の土壌の分布 している約 0.45haの地域に ついての 毎木調香

の結果は,平均胸高直径約 12cm,同樹高約 6m で,ha当 り本数 1066本,同蓄積61m3で

ある (調査地域は例示 した骨断面より土壌の洗いいわゆる立地の よい地域を多 く対照にしたの

で多少過大な結果 となっていると思われるが, この地域の林分はすべて不良で,広葉樹の中-

である)a

樹幹析解｡

総 成 長

スギ 57年生
---__.禎I古曲線
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Fig.ll Bc塾土章票におけるスギの成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaonI∃C･Soil.
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暦断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 11.7cm, 樹高 7.05m, 枝下島 3.8m)の調査結果=

は,Fig,11の各成長曲線の示すとお りである｡

刃

仰

卯

餌

7

苧

<

L
ド-H

A

ProfileN0.7-BD型 (やや乾性)｣二壊

所在 ;39い林′J､班 地形 ;南西に緩 く続い ている 尾根の

南側で,やや平坦化 した凸形地 傾斜 ;150 傾斜の方向;

S80oW 梗高;約 400m 地質 ;輝線岩｡

昏断面の説明｡

L 0-4cm,スギの落葉｡

F(H)4-7cm,CloveBrown,細か く破砕された落葉,

B 下部に (F)一片がやや厚 く発達また Crumb様の

(H)--A がまじっている｡ごく粗彰で A との境.

に粗孔隙が多数D

R 板 Vp 火山傑

Gr粒状構造 Bl塊状構造

Nu堅果状構造
ProfileNo.7BD塾土彊
Fig.12 ProfileN0.7BIつ･Soil

A 7-40cm,CloveBrown,火山砂 (傑) を多 く′合一

む砂土,上部に granular,下部に blocky-nutty

structure が発達,上部に粗孔隙がある,潤,中小

根多数｡機械的組成は粗砂 84%,細砂 11%,棟砂

10%,粘土 1%｡

B 60cm 以上,Saccardo'sUmber,火山磯の多い錬士,無構造,軟～堅,潤,根を散

見する｡粗砂 53%,細砂 37%,碩砂 10%,粘土 1%O

かざられた地域であるが, 平坦状の峯部でみられる安定 した走槙土であるO この骨断面の約

5m くらLJl下方に地割れの跡があり,斜面の地主二りを示 しているO

皆断面のやや深部に nuttystructureが発達 していること,有機物哲の態様からしてBI)哩

よりやや乾性に傾いた土壌と考えられる｡スギ,ヒノ千の混交林分である｡ ヒノキはほぼIl三常

な成長状態を示 しているが,スギは中槽以下とみられる｡ しか し量的にはスギの方が大きい｡

附近の主な植物D

I;スギ (a)-明治 45年植栽一一,ヒノキ (f)一一明治 45年植栽一一｡

丑;アワブキ (o),-ナイカダ (o),ムラサキシキブ (o),アブラチャン (0),オ トコヨウ

ゾメ (o),クロモジ (o),ヤマグワ (r),フジキ (r),ウラジロガシ (r),ヤマウルシ (r),

ツタモ ミジ (r), ウツギ (r), コミネカエデ (r), ヤマグl)(r),アカガシ (r), ミズナラ

(r),ヤマモ ミジ (r),ケヤキ (r),ヒイラギ (r),モ ミ(r)0

Ⅳ;スズダケ (Va),ヒメカンスゲ (f),ヤマフジ (o), ミツバアケビ (o),オオチゴ-1)

(o),チヂ ミザサ (o),キイチゴ (o),テンナンショウ (r),ツタウルシ (r),サル トl)イバ

ラ (∫),ヤマブドウ (r),ヤマイモ (r),テイカカズラ (r),ツルシキ ミ (r)0
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林分調査O

骨断面附近でほぼ類似の土壌の分布 している的 0.1haの毎木調査の結果は,スギの平均胸

高直径約 20cm,同樹高約 15m,ヒノキの平均胸高直径的 20cm,同樹高約 12m で両者合

計の ha当り本数 1425本,蓄積 334m3であった｡

樹幹析解｡

骨断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 30.2cm,樹高 18.53m,枝下高 4.7m) とヒノキ優

勢木 (胸高直径 25.8cm,樹高 14.1m,枝下高 6m)の調奄結果は,Fig.13の各成長曲線

の示す と お りである O
総 成 長

を′貫 き三号豊

吉:二二二･.き,I;舶 鹸
二二二 を,言直徒 ･

;二二二 を詔 か

強 まh { LO
7-亀 高今
LTnl)(叩)('TL)

2D E53EI 55 48 45

W4

0.03は ¢上

JDD～

脚 叩 04

4603

OOJ040g

Aq_0.1

†††

連 年 成 長

完 監査訂 … 2025 30 3540 45
Lrn})((TL)(n)

Fig.13 BD型土壌におけるスギ,ヒノキの成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaandChamaecyparisobtusaonBD-Soil･

ProfileN0.8-BD塑土壌

所在;41い林′ト班 地形 ;ほぼ東西に延びる尾根練の緩

い頂側斜面,下方は長い急斜面となっている 標高;約 450

m 傾斜 ;180 傾斜の方向;S60oW 地質 ;御坂瞥D

骨断面の説明｡

L 0-1cm,ヒノキの落葉｡

F-H 1-7cm,CloveBrown,スポンジ状でごく粗怒,

銅板多数,細根の間隙にCrumb楼蘭惜土を含む｡

A1 7-13cm,Blal(ishBrown, 多少火山砂を含む壌

土,blockystructure,軟～堅,湿,中小根多数D

機械的組成は粗砂 75%,細砂 12%,微砂 10%,粘

土 3%o

A3 13-25cm,Olive-Brown, 火山砂磯を多く含む秒

⊥二,blockystructure,Alより軟,潤,根はAlよ
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り少ないo粗砂 83%,細砂 10%,微砂 8%,粘土痕跡O

A-B25-57cm,Sepia, 火LLl棟を多 く含む硬質壌土,上部に structureが多少発達,戟

～堅,潤,根少数O粗砂 78%,細砂 19%,碩砂 3%,粘二L痕跡o

B 70cm 以上,SnuffBrown,約 15cm くらいの火山磯暦が2暦ある｡砂質壌土,戟

～堅,潤,根少数｡

数Ei日照 りの続いた後だが,Alはかな り湿潤であるO しか し,有棟物,構造等 よりやや乾性

に傾いているo BB型土壌の特徴が多少窺われる｡尾根部の安定地形のため,威馴 犬態の正常

な探しへ宝培土である｡南が開けているため若干の風衝とな り, ヒノキの観高成長はよくない｡

附近の主な植物｡

I;ヒノキ (a)-一天tE5年植栽-,ホオノキ (r),ケヤキ (r)o

且;~アワブキ (o),エゴノキ (r), 1Jヨウブ (r)0

亜;サンシヨウ (o),クロモジ (o),~アワブキ (o), タカオモ ミジ (o), ブナ (o), アブ

ラチャン (0),ムラサキシキブ (o),ケヤキ (r),-クウンボク (r),ヒイラギ (r),ツタモ

ミジ (r)′ トネリコ (r),ヤマモ ミジ (r),シキ ミ (r), ソヨウブ (r),モ ミ (r), -ナイカ

ダ (r),イボタ (r),ツクバネウツギ (r),オ トコヨウゾメ (r)0

Ⅳ;カンスゲ (Lva), スズダケ (a), シキミ (f),ノイバラ (o), フジ (r),サル トl)イ

バ ラ (r),ギボウシ (r),コアカソ (r),ツタウルシ (r), ミツバアケビ (r),チゴユリ(r),

テイカカズラ (r),キイチゴ (r)C

林分調査｡

骨断面附近でそれ とほぼ同様な土壌の分布する約 0.3ha の ヒノキ林分の 毎木調査の結児

は,平 均胸高直径約 18cm,同寸封高約 8m で,ha当 e)本数 1391本, 同蓄積 165mユであ

ーつた..

樹幹析解C

昏断面附近の ヒノキ優勢木 (胸高直径 21.5cm,樹高 12.1m,鞍下高 3Am)について調

練 成 長 連 年 成 長
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Fig.15 BI)塾土宴におけるヒノキの成長曲線
GrowthcurveofChamaecyparisobtusaonBD･Soil.
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査 した結果は Fig.15の各成長曲線の示すとお りである｡

ProfileN0.9-BD型二!二壌 (崩積土)

所在,･29は林小社 地形 ;湧水面に近し1下降的な急斜面 傾斜 ;350 傾斜の方向;E 梗

高 ;約 450m 基岩 ;石英閃緑岩と輝禄岩｡

骨断面の説明｡

L(F)0-1cm,ヒノキの落葉,所々土壌が露呈し,小 さ

い石磯が散在している｡

Al 1-30cm,CloveBrown, 火山砂棟が多く,少し

く母岩疎を含む,砂質壌土,Cmmb,地表から 10

cm くらいの所に孔隈多数,粗髭～軟,潤,根少数｡

機械的組成は粗砂 77%,細砂 16%,枚砂 8%,粘

二上3%o

A2 30-58cm,Olive-Brown,母岩磯が多く,火山砂

棟を多少含む,砂質壌土,blockystructure,戟 ,

潤,根少数｡粗砂 50%,細砂 32%,碩砂 14,Oi,粘

土 4%｡

B 58-105cm,Saccardo'sUmber,母岩棟と火山磯を

含む,砂貨壌土,上部に易弓度の blockystructure,

軟,孔隙あり,根少数 (Al,Aコより多数)o

C (十),風化の進んだ輝線岩と石英閃緑岩,割目に滑
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って根が侵入｡粗砂 60%,細砂 32%,微砂 7%,粘｣二2%｡

石燦が瞥断面に多く分布 し, 火LLl砂は盾としてはみられない｡ 崩積｣二で,腐植の渡透は探.

く,各脚 立の推移は漸変的で,佳少の根が全体に分散 しているO良好なヒノキ林分下土壌の一

例である｡

附近の主な植物｡

∫;ヒノキ (a)一大iE8年植栽-｡

RI;アブラチャン (o),コクサギ (o),ムラサキシキブ (r),クマアジサイ (r)a

nT;スズダケ (f),イラクサ (o),モミジガサ (o),マツカゼゾウ (f)O

(うつ閉 した林分下にはほとんど地床植物はみられないが,開生地には,スズダケが著

しい)0

林分調巷｡

暦断面附近でそれとほぼ類似の｣二壕の分布 している約 0.5haのヒノキ林分の冠木調香の結

果は,胸高直径約 18cm,同相高 13m,ha当り本数 1383本, 同蓄積 270m3であるO

棉幹析解O
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暦断面附近のヒノキ優勢木 (胸高直径 23.6cm,樹高 16.5m,枝下高 6.5m)について調

査の結果は,Fig.17の各成長曲線が示すとお りであるO

総 成 長

ヒJヤ 36年生
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Fig･17 BD型士塵におけるヒノキの成長曲線
GrowthcurveofChamaecyparisobtusaonBl)･SoiL

ProfileNo.1恥一一BD型土壌 (火山砂定積士)

所在 ;3ほ林小班 地形 ;単調なやや凸形の斜面 傾斜 ;180 傾斜の方向;S50DW 標

高 ;約 540m 基岩 ;輝縁岩｡

山川

Do.

O,F.

L(F) 唐断面の詮槻

R

CrCrumbstructure
Vs 火山砂層 Vp火山楳(層)
ProfileN0.10BD型定積土

(火山砂土)

Fig.18 ProfileN0.10Bf)-Soil

L(F)1-2cm,スギと広葉横の落某,細か く分解された

腐薬を泥んじているo

A 2-25cm, BoneBrown, 腐植に富む, 上部は

Crumb,極軟,湿,中小棟多数｡

Vs 25-70cm,01ivaceousBiack(1),腐植の湊透 し

ている上部はBiackishBrown,ほとんど火山砂で

下部ほど粗粒 となる,軟～堅′湿,腐植の湊透 して

いる上部に中小根多数あり,他にはほとんどない｡

B (+),Oiive-Brown,上郡約 30cm は火111磯賃壌

土,以下はほとんど人山燦,無構造,やや堅,多湿｡

比較的安定_'地形にみられる火LLJ砂上で,断面の形態はほぼ

ProfileN0.11と同様であるが,ただ Bに′含まれている紬

ニー二が少なく,地表下 1m くらいからほとんど火山棟で5,る｡

また,地形,形態からProfiieN0.11が崩積土で,こオLは

同型の定積土とみられる｡ 前者の地点より約 100m くらい
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高 く,ほぼ雲のかかる組 肘近 にあ り,気温の低下,日照量の減 少等微気候は両地ではかな りの

編 ｡があると思 う｡ ここでは スギ, ヒノキとも樹冠が鈍形で,樹高の低い不良林分が多い｡

附近の主な植物｡

王;スギ (a)-明治 35年棟数-, ヒノキ (r)-明治 35年植栽-o

甘;ミズナ ラ (f), クロモジ (o),ヤマザ クラ (o),ヤマネコヤナギ (o),ホオ ノキ (r),

サンシヨウ (r), ヤマグワ (r), エゴノキ (r), リヨウブ (r)･ アワブキ (r), ツタモ ミジ

r(r),イヌシヂ (r),-シバ ミ (r),ケヤキ (r)｡

瑚;コクサギ (i),オ トコヨウゾメ (o), ススダケ (o), ネジキ (o),アブラチャン(0),

コ ミネカニヂ (r), イボク

ウツギ (r),ウグイスカグラ

イカウツギ (r)0

Ⅳ;ヒメカンスゲ (Va),

フジ (a),ツタウルシ (0),

ウ (r),ツル 7)ン ドゥ (r),

ラクサ (r), フクリシズカ

(r),ツタバ ネゾウ (r)0

(r),ハナイカダ (r),ムラサキシキブ (r), ゴンズイ (r), ノリ

(r),ヤマモ ミジ (r), ムラサキマユ ミ (r),ザ リコ ミ (r),メ

コウヤ ノマンネンゴケ (a),ヤマブ ドウ (a),ミツバアケビ(a),

モ ミジガサ (o), クジャクシダ (o), チヂ ミザサ (o), リン ド

チゴユ リ (r),ヤマアザ ミ (r), ノイバ ラ (r), ミズナ (r),イ

(r), エンレイソウ (r),エンシ-ウ-グマ (r),キクノヾ ドコロ

林分調査｡

胤析酬 位 で それ と鮪似rD士族の分布 している約 1ha の スギ, ヒノキ林分の毎木調査の結

果は,スギoj-;側 軸高直径約 14cm,同樹高 10m で, ヒノキの半期 嫡 直径約 18cm,同樹

高約 10m であ ｡, スギ, ヒノキD合計 ha当 り本数 1005も 同蓄積 85m3であるD

桂幹析解｡

慣断耐 比 の スギ座動 く(胸高直径 22･4cm,樹 高 13･3m･枚 下高 118m)とヒノキ優勢
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Fig.19 BT'塾土葬 (火山砂上)におけるスギ.ヒノキC｡成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaandChamaecyparisobtusaonBD･Soil(Volcanicsand)
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木 (胸高直径 24.4cm,樹高 11.5m,枝下高 3.8m)の調査結射 ま,Fig.19の各成長曲線

の示すとおりである.

_o

郡

部

切

口

=
=

=
〓H日日〓
日日U
日日日日
日日HH
=

打訓一帥708030
朋

L(F) ProfileN0.ll-BI)型土壌 (火山砂崩培土)

A 所在 ;2い林小班 地形 ;北東に面した比較的掛 1単調な

平衡斜面 傾斜;170 傾斜の方向;N45oE 槙高 ;約450m

R 板 Ca 孔隙

Vs 火山砂(層)Vp 火山媒

Vl浮石(層)

ProfileN0.llBD塾崩積土
(火山砂土)

Fig.20ProfileN0.llBI)-Soil

基岩 ;輝講読岩O

唇断面の説明o

L(F)0-2cm, スギと広英樹の落葉,一部細かく分解 し

た席葉を含む｡

A 2-17cm,BlackishBrown(3),腐植に頼る富むO

火山砂を多 く含む,Crumb,極軟,ところどころに

室洞があるO 湿, 中小株多数o 機械的組成は粗砂

85%,細砂 8%,綾砂 3%,粘土 4%｡

Vs 17-80cm,01ivaceousBlack(1)- 上部はほぼA

と同様な色調を示す,火山砂 (秩)管,下唇ほど粗

粒 となる｡軟,中小根多数｡粗砂 98%,細砂 2%｡

B 80cm 以上,Olive-Brown, 粗い火山棟を多く含

む,下方ほど大塊となり,含量 も多いD硬質壌土,

堅,多湿,大中撮多数 (Aより多い)o粗砂 60,01,細砂20%,穣砂20%,粘｣二2%｡

二 ノ沢方面Jl投斜面上には,ほとんど地表から厚 く火山砂の堆積 したいわゆる火山砂土が広

く分布 しているD崩積地形の所は厚 く,峯部文は凸状地は薄 くなっているo この瞥断面は前者

の-一例で前の ProfileN0.10は後者の一例である.母材が大部分秒棟のため,構造の形成は

みられす , 土壌型の判定は,地形,植生および有機物 (腐植)の状態によったD

附近の主な植物｡

I;スギ (a)-明治 28年植栽-,ヒノキ (o)-明治 28年一植栽-0

廿;ヤマグワ (a),アブラチャン (0),コクサギ (o),ケヤキ (r),ヤマキ ミジ (r),オノ

オ レ (r)0

BI;コクサギ (a),アブラチャン (a),ヤマグワ (a),クマアジサイ (o),コアカリ(o),

ウl)ノキ (o),ウツギ (o),-ナイカダ (r),ガクウツギ (r), ミツバウツギ (r)サンシヨケ

(r),イボタ (り｡

Ⅳ;コクサギ (a), ミズナ (f),イラクサ (o),チヂ ミザサ (o),ヤマブドウ (o),チゴI

l)(r),フタl)シズカ (r),キイチゴ (r),フキ (r),ツタウルシ (r), アマチャズル (r),

モ ミジガサ (f),マツカゼゾウ (f)｡



世附経営区の土壌 (木崎 ･渡辺) - 47-

林分調査O

骨断面附近でそれ と類似の土壌の分布 している約 0.6haの地域のスギ, ヒノキ林分の毎木

調査の結果は,スギの平均直径約 24cm,同樹高約 18m,ヒノキの平均直径約 24cm,同樹

高約 17m で,スギ,ヒノキ合計で ha当り本数 718本,蓄積約 277m3である｡

樹幹析解D

TE-断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 33.1cm,樹高 20.6m,枚下高 10.8m)とヒノキ擾

総 成 長 連 年 成 長 量

ス で58年生
ヒ/キ 58互呈
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Fig.21 BT)型土壌 (火LLt砂土)におけるスギ,ヒノ千の成長曲線
GrowthcurveofCryptolneriajaponicaandChamaecyparisobtusaonBT一･Soil(Volcanicsand)

勢木 (胸高直径 31.7cm,棉高 19.87nl,枝下高 8.85

m)の調査結果は,Fig.21の各成長曲線の示すとお り

である｡

ProfileN0.12-BE型｣二壊 (崩積土)

所在;7い林 小班 地形 ;東北東に画 したやや凹地形

斜面の脚部 傾斜;約 10 0 傾斜の方向;N75oE 標

高 ;約 320m 呆岩;輝撮岩｡

暦･断面Jl説明｡

F 0-3cm,スギの腐菓D

H 3-4cm,BoneBrown｡

A1 4-llcm,CloヽreBrown,勧 直に頗る富む,

壌土,Crunb,粗怒,過,紺根多数b

A2 11-34cm,Sepia,腐植に頗る富む,石錐に富

む,砂質壌土 (火山砂がまじる),戟, 孔隙あ

り.湿,中根やや多いD機械的組成は粗砂 67

R板 S石傑 Gr粒状構造 Vs火山砂層
ProfileNo･12BJ∃塾崩積土
Fig.22 ProfileNo.12BJ三-Soil.
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%,細砂 15%,微砂 18%,粘土痕跡D

A3 34-60cm,BoneBrown,腐植はAヨよりやや多い｡火山砂を含む砂質,壌土,戟,

湿,中小根 Aコよりやや多い｡粗砂 78%,細砂 14%,微砂 7%,粘土痕跡｡

A4 60-100cm,Sepia,腐植は ABとほぼ同じ,火山砂を含む砂質壌土 ,戟,湿,中根

Aaより多い｡

Vs lm 以上堆積 している火山砂 (磯)暦,下管ほど粒径が大きいO中根が地表下2m く

らいの所にもみられるO粗砂 89%,細砂 8%,微砂 2%, 粘土 1%O

下降斜面の脚部に現われている BE型崩積土で,A 唇には多 くの岩片と火山砂を含/i,だ深

い土壌であるoA3層･が Aコ骨より暗色にみえるのは,A3唇は一度碓表唐で あったこ とがあ

るらしく,その上に現在の Aヨ骨が押出したものと予想される｡根は 2m くらいの深 さにま

で散見し,スギの成長はきわめて良好である｡

附近の主な植物D

I;スギ (a)-明治 36年植栽-｡

∬;ヤマグワ (o),ヤマ-ンノキ (o),ホオノキ (r)｡

m;コクサギ (a),アブラナヤン (a), ミツノヾウツギ (f), サワアジサイ (f), コアカソ

(f),ヤマグワ (o),ムラサヤシキブ (o),イヌシヂ (o),ヤマザタラ (o),ミネカエデ (r)a

W;ヤマアザ ミ (f),イラクサ (f), ミズナ (∫),オオモ ミジガサ (o),クマブキ (o),ミ

ズヒキ (o),チゴ-1) (o),チヂ ミザサ (o).キイチゴ (r), ミツバ (r),マツカゼソウ(r)｡

林分調査｡

盾断面附近でそれと類似の土壌の分布 している約 0.5haJjスギ林の毎木調査結果は,iF均
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Fig.23 BE塾土壌におけるスギの成長曲線
GrowthcurveofCryptomeriaJaponicaonBE･Soil.
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胸高直径 20cm,iF均樹高 19m で,ha当り本数 690本,蓄積 348m3 である｡

樹幹析解D

暦断面附近のスギ優勢木 (胸高直径 39.5cm, 樹高 27m′ 枝下高 15m)の調香結果は

Fig.23の各成長曲線のとお りであるO

以上述べてきたそれぞれの啓断面の各官位から採取 した供試土壌の実験結果は,第2表,節

3表のとお りである｡

第 2表 理 学 的 性 質

Table2. Physicalproperties.

~~ ~ ~y 白 咋 頂｢ 面.頑 一宮 ~庸 ~
Physicalpropertieslnnaturalcondition,
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第 3表 化 学 的 性 質

Table3. Chemicalproperties.
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2･ 土壌の'7)雫および訊明

土壌の分類は原則的に林業試験場の ｢土壌型の言がllU 1)にしたがったO詳細 ま林野土壌調査

報告第 1号3)に掲載 されているので省略する0

本経営区は, ほとんど全域が鴇色森林土に属し BA型,BJ3弧 B('軌 Bl)壁,BL;型の,

基準｣二購型がみられ,ポドゾル化｣二蟻の発達はみられないO
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次に経営区特に二 ノ沢方面の土壌を類別するために,瞥断面にしば しば厚い腎として認めら

れ る火山砂裸の堆積状態を理解 してお く必要があるので,現地調査の観察結果から説明を加え

てみる｡こJj地域の母材料として,富士山の噴出物が多く含まれているが,最 も噴出物の堆積

が安定 していると思われる所で,地下 2m くらいまでの問に大体3種美即まどJl火LLJ砂を多量

に含む臭った暦が認められるOすなわち,噴出当初の堆積状態を最 も保っているとみられる戚

盾状態は (A図)のようで, 表唐部の (I替)ば腐柵, 細土 (火LLl友)等を含んだ火山砂,

(皿替)はほとんど純然たる火LLJ砂 (Vs)骨であるOこの R骨は厚 く, 下方ほど粗粒 とな り

漸変的に火山磯となるが,この附妃から下方はまた細土 (火山衣)を多量に含む疎質壌土で,

これが (拡骨)であるo細土はまた下方ほJ=:少なくなり,反対.に火山磯が多くなり,確認 した
かったが,さらに下方ではtJILU棟骨 (Ⅳ骨)の存在が予想される｡ しかし, このような威替状

態も,腐植の湊透,傾斜面に潤う崩落(関東大震災に起因する崩落は特に甚だしい),植物根 ･

動物等による擾乱により長年月のitilに交錯消滅 した ものと考えられ, 現在では (B図), (C

図)のようなITE断面としてみられる｡平坦状地,嬢舘地等の比較的安定地形の所では (B図)

のように且 (Vs)骨が破壊 されすに残

っているo ProfileNo.10 はそJ)好例 t

で,Vs暦上部の A静は新 しい｣二壊生 Ws)
成作用によったものとみられるo

ProfileN0.11は Vs皆がやや破壊

封 Lているが,ほぼこれに近い形態を示 TT

しているo Lか し,前に述べたような原
A匪1 8区I C図

i-Jilにより骨断面が著 しく破壊され 1,i'と,

火山砂は分散 し,暦としては認められす,新 しい土壌生成による (C図)のような-･舟封こ腐植

の少ないれ 【1秒に富んだ箇断面がみられるO形態的に多,少の差はあっても (B図),(C図) こ

とに後者Jjような土壌が,広 く分布 しているD

次に昭雄経営区界Jj綾斜平坦状の尾跡7う草原または綾性広葉姐林下 に ,著 しくA 骨Jl黒い

土壌が局所的にみられるo 粗腐植の堆積, 顕著な構造の発達 (B骨には判然とした割れが入

り,堅い nutty-blockystructureが明瞭である)等 より,強い乾性土壌と判るが,A暦の色

調からqlFJ-･に葦原性黒色｣二(Bl型｣二壌)として区別 した｡

3.土壌の分布

産営区における各土壌 型 ･D分布は,土壌図に示 したようであ'/S｡今この図から分布 している

各土壌型Jj面積を概算々f]iしてみると第4表のとお りである｡

第4表によれば,全体として Bl)型土壌が最 も広 く,全面積の約 48% にわたって分布 L,

ついで B(｣型土壌の約 33%,Bji型土壌の約 14%,B】∃塑土壌の約 4%,Bl型土壌の約 1
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林野土産調査報告 第 4号

流域別,林班別,土嚢塾面積表

Areasofeachtypeofsoils

BJI J'.I Bl. B＼

%となっている o BE型土壌

は局部的に随所に現われ る

Bl が,ほとんどBp型土壌に随
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3 面積の計上 はで きなかった

が,全体としてもその分布は
3_62

0･91 余 り多くないようである o

二大に流域別の各土壌型の分

布面鏡は,それぞれの流域で

ほぼ経営区全域と同様な傾向

4.53

をとるが, 二ノ沢流域 では

ProfileN0.10,ProfileNo_

11のような深い 火LLl砂二LIJl

分布が広 く,これら土壁が,

ほとんど BD型土壌時に BF_

型土壌とみられるので,概 し

て湿潤型土壁の分布が広くな

っているoまた,全体的に緩

斜面であることは,念料地あ

るいは狭い峯部等によく現わ

れる乾性 (BA塾,Bc型)の

岩石塑土壌の分布は少ない｡

ところがより急桑斗地形ul)多い

のような草津と｣二壇の分布が広

く,深い火L幅,i;土はほとんどみらiLないO-職 に全域を通 じ広く分布する BT)型,Bc型土壌

特に B(1型土壌は, ProfileN0.3 のように浅い岩石型土壌の形態を示すものが多いが,こ

れはこの経営区がかつて関東-;r(震災による地変とその後の降水による著 しし,佐蝕作川をこおむ

っているためと考えられ,このために風化土壌の移勤 しやすい地形上ではこの傾向が特に著 し

く,また地質的には石英閃緑青上で著 しく,堅固な火山岩上でも著 しいが,御坂軌 足柄暦の
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地域では著 しくないようである｡このことは,崩壊地,崩壊跡地の分布をみても首肯できる｡

次には分布の一般傾向として,低所または凹状地といった集水地に近いほど湿潤型の深い崩

積土壌が分布 し,急斜面,凸形斜面,斜面上部のような傾斜流の甚だしい所ほど浅い乾性D土

壌が分布 しているのは当然であるが,しば しば高所の綬料地状の所に意想外な湿潤型土壌が分

布 しているのは, 多分この地域がいわゆる雲のかかる線以上にあり, 霧探いためと考えられ

る｡この経営区では雲のかかる線が低 くほぼ 600m 前後のようで,特に二 ノ沢方面は低いよ

うであるo方位との関係では,普通日向 (西南)側に乾性土壌が多 く分布することが考えられ

るが,事実としてはっきりこの傾向は認められない｡観察上む しろ傾斜の強さがより大きく影

響 しているようである.

Ⅲ 考 察

A.各土壌型と主要林木の成長,更新との関係

各土壌型と主要林木rr)成長および更新 との関係は,松井上モ5)も述べているように密接なもの

がある｡その内容は一般的に本経営区地域でも安当している｡ただ,この地域は,かつての烈

しい地変の結果斜面の崩壊侵蝕作月]が特に著 しいこと,厚い火山砂土のみられること,雲のかか

る練が比較的低所にあること等の条件下にあるため,さらに多少の説明を加える必要がある｡

ここで経営区の現況を第5次編成経営案6)によってみるとスギ,ヒノキ,モ ミ,ケヤキ,カ

シ類その他有川広東樹択伐用材林作業観 として施業する普通林地約 3834haは,約 58% (約

2200ha)が人工林で,植栽協種はスギ,ヒノキが大草 (スギ約 500ha, ヒノキ約 1700ha)

である｡残余は天然生林で,多少の面積にヒノ車の下木植栽が行われている｡これ ら普通林地

以外の高所に帯状にある天然林は,制限林の取 り扱いをしている｡

この調査結果の施薬面-の寄与は,ほとんど,更新適地の主監走にあり,特に人工林の造成が

その主眼となるわけであるが,樹軽の牛対生と経営区の規子兄を考えれば,経営区にスギ,ヒノキ

を可及的に造林 してゆくことが更新上長 も適当なことと考えられる｡攻にこれ ら人工林造成の

至難な地域に対 しては,積極的に=Jt一然生林の更新を図るのが経営上得策と考えられるo以上の

ような経営区の硯祝と更新上の要求から,｣二壊型に主点をおいてますスギ, ヒノキの更新適地

を考えてみると,観察ではスギは B】.]型｣二壇で二段も旺盛に成長 し, ついで BI)型土壌で旺盛

な成長をみるOただ両者とも沢筋,湧水軒 F部等Jl柴水地形でみられる崩積土または崩落堆積

し伏流硯象をともなうような岩層地では,同型の定積土より遥かに良い成長を示 しているo ま

た,斜面で地変により著 しく土壌の移動 したと思われる所では,ほぼB工)型土壌とみられても

かえって上部安定地形にみられるやや乾性に傾いた土壌型の所に較べ,成長不良なスギ林分を

しば しばみるが,これはかつての地変による棋系の切断といったようなことが考えられる｡攻
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第 5表 土壊塾別の樹幹析解
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に母材が多 くの火山砂でできている場合は,湿潤型とみられてもスギの成長が ヒノキより悪い

ような所があるが,多分排水の過良により水分要求の均衛を欠いた結果 と者えられるo湿潤地

の火山砂土で もその堆積が厚いほど成長が良いようで,スギ,ヒノ千とも最低 50cm くらい

はないとみるべき成長が期待されないo攻に乾性の Bc型,Bp,乱 BA 型土壁ではスギJ_)皮

長は不良で, 侵蝕作月伊 著 しい斜面でよくみる浅い岩石型の Bo聖二l二壊または BA塑土壌で

は,その成林 さえ危ぶまれる極端な不良林分となっているoBT)型土壌 とみられてもこJ)よう

な場合は不良林分となっているO ヒノ千の水分要求度は,一般に｣二壌型から考えれば,スギよ

り一段階乾性に傾いた桝にあるらしく BD塑土壌がその適地 とみられる｡ スギと翻案同一一一土

壌型なら崩積｣二または伏流現象の伴 う岩層地の方が定積二上二でみるより遥かによい成長を示 して

いる｡BE型土壌では量的にさらに成長するようで あるが, 形質不良木 となるのが 普通であ
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および林分調査結果
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備 考
Note

標高 450m 尾根部

t墓曹遥票 m 急斜面の石英閃緑岩上で良く見る軌 ､土廉でBA塑土

憎 要7:Oho/mキ嘗三言第 畏済 霊警怒 張 誇れるキレツガ断卸 こ

i標高 43｡m 畑 岩暦 (堅く団結した)上の軌 ､A～C土襲

r去買電東篭 琵 蓋 竃 器 差護 憲 管徴ももって
⊆標高 450m 安定した地形上にみられる火山砂 (陳)の定積土

.t琶票空曹,(誓 警芸慧孟讐巌,壷己警 冨管吉 ･ta習荒冨減少等微気

標高 320m 下降斜面脚部で見られる湿潤な深い押出した崩積土

る,ただ,火山砂土し7⊃場合は,相当湿潤に傾いていても形質不良本 となる傾向はみられす,ま

た平坦状地でF/i:,風化｣二唾の場合 トツタl)病にはな りやすいが,火山砂二Lではそしn傾向はほと

んど認められないO これは多分 火山砂土の もつ誹学性 (通気,排水)によるもLJjではないか と

想像 される｡乾性二1二境に対する ヒノキの適応力は,スギより強いらしく BL.弘 B]i型土壌で

も湿潤性土壌 より成長は劣るが (その差はスギほど著 しくない), 安定 した威林状態を示 して

いるOただ,BA型土壌JT,現わALるような地域あるいは侵蝕作用の著 しい極f,,Fl:糾こ二L壌暦の浅い

岩石型林地では,不良林分となるようである｡ しか しスギならイく良林分となっているような地

変の影響 を受けた斜面で も,一般にスギより造かに良い成長 を示 しているが, これは ヒノ千の

根の分布の しかた も関係 しているのではないか と考えられる｡

以上は勧察上 スギ, ヒノ千の成長,威林の状態 と｣二壊型 との関係 をみたJつであるが, もちろ



-56- 林野土寮調査報告 第4号

ん,植物の成育を支配する複雑な環境を土壌型のみで律するには,なお ,難点があるO-様rL

はレ､えないが,経営区では天体 600m 前後の所がいわゆる ｢雲のかかる繰｣で, それを境に

特に扱気候が異るらしく,その上部てはスギ,ヒノキとも板張 りが多く,横型が鋪形となった

り.あるいは所により頻繁な風衝のため,重要形の不良林分となつ･Tいるのが注意をひく.この

点を考えれば′人工林としてスギ,ヒノキの良好な林分は,土壌型の如何にかかわらず敢大隈

600m 前後の地域までにかぎられる.ようてある｡

二大に｣二壌型とスギ,ヒノ千との関係を,盾断面調査と同時に行った附近の樹幹析解および林:

分調査ID結果 よr)さらに検討 してみたい｡そJ)-許 容結果は ,すでに唇断面調壷の結果とともに

示 してまJ-いたが,今その中から必要事項を一括表示してみると第5表のとお りであるO

第5麦によると,スギの不通地と観察された乾性土壌の ProfileN0.1,No.3,No.5,

No.6附近の蓄積は著 しく,少なく, このうち最大を示す ProfileN0.5(Bc型土壌) で約

40年の平均単村境 0.07m3以下,便勢木で 0.18m3 であり, 同地における同年令のヒノキ

健勢木の 0.27m3 より著 しく少なくなっているO40年附近の資料から判断するのは無理であ

るが観察結果とも併せ考えれば, このような土壌ではスギよりヒノキの方が遥かに有利であ

る｡また,ProfileN0.1(BA型土壌),ProfileN0.3(Bc型土壌 A-C型)では,スギは

極度に成長不良で,約 40年生の優勢木でそれぞれ 0,09m3,0.03m3 を示すにすぎないD

Bl)型二1二壕についてみると,ProfileN0.7のところの約 40年生の座勢木では,スギ,ヒ

ノ千の材横がそれぞれ 0.52m3,0.32m3で スギの方が造かに良いが,ヒノ千はProfileN0.

8のような B工,型｣二壇の桝よりは成長が良いo Lかし,ProfileN0.9の BJ)型崩積土のヒ

ノキJj擾勢木は,36年で 0.33m3 あり,ProfileN0.7の所よりさらに良いものとみて差支

えないC こAl′は多分前二者がやや乾性で定韻｣二の性質を示すことによっ ている も03と思われ

るo観察結果をも併せ考えれば,ProfileN0.9のような BD型崩横｣二が ヒノキのこ韓適地で

はないかと考えられるoこの附近ではスギがみられなかったが,該地ではおそらくさらにと′

キを凌 ぐ成長が予想されるらProfileN0.10,No,11のような火LLl砂二上二では,優勢木J)材寺憲

から判断すると,40年 くらいまではヒノ千の成長が良いが,50午前後ではスギがやや良くな

り,60年前後ではスギがさらに良くなるようであるOそれ故60年前後の伐期 ご量的生産を目

的とするならば, こLTJような所ではスギの方が有利と考えらAtるO ただ,スギ.ヒノキとも

ProfileN0.11の芳が材横成長が造かに良いが.これはここが崩蹟地形であること,Profile

N0.10 はいわゆる ｢雲のかかる繰｣以上にあることおよび定積地形であること等から成長に

開きがあるものと者えらAL,るoProfileN0.12の Bll型崩横土は,観察上からもまた第5表

からもスギが他のどこよりも材槙成長が多く,スギに最 も好適 した土壌とみられる｡

以上のことから,スギ,ヒノキのそれぞれ√)更新適地を材榛成長の多い所と考えれば,スギ

は BE乱 BJ)埋土壌 (火山砂｣二,崩積土,走績｣二)の地域に通するとみられるo Lかし,こ
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れは調査した骨断面のような所についていえることで,土壌図に示 した BD型土壌の分布全域

に適合することはできない｡すなわち,さきに述べた侵蝕作用の著 しい斜面で,浸い BI)型土

壌の所では,ヒノ千の植栽あるいは槌端な所では,天然生林に期待した方がむ しろ有利と考え

られるD

ヒノ千は適地とはいえないが, スギの成長の悪い浅い Bl)塑｣二壕とBo型土壌,BJ3型土巌

等Ln人工林造成の可能な地域に積極的に期待 したいo

攻に天然生林分の更新について考えてみれば,経営区内の針葉樹では,モ ミ,ツガが面積,

蓄積とも多く,最 も重要な樹種 とみられる｡このモミ,ツガ林分は中腹奥部に集中し,モ ミ,

ツガJl天然更新,成長は峯筋, 緩斜面等の安定地形の章乞性i二壌 (特にBc型土壌で,Bri型｣二

嬢がこれについでいる)上で最も旺盛であるBさきに示 した ProfileN0.4(Bc塑｣二壌う附~

近Jjモ ミ擾勢木の樹幹析解結澱をみれば,190年前後で材横約 4m3 を示し,この土壌のよう

な所をほぼモ ミの天然更新,成長の適地とみて誤 りはないと思う｡さらに乾性に傾いた BA型

二た壌または浅い岩石型土壌でも相当な天然更新,成長が期待されるので,天然生林では最も積･

極的にモミ,ツガの更新をはかるべきである｡ただ,湿潤型土壌の所では,天然の更新がみら

れないので,他の方法を考えたいoLかし若 しこのような所にモ ミ,ツガの植栽をした場合に

は,各地の事例からむしろ天然更新の適地とみられた Bc塑土壌の所より良い成長を示すが,

これは人工造林の適地と更新の良否は,異質的なものであることを意味しているものと思われ

る｡さらに天然生林の有用広葉樹としては,現在面積,蓄積ともブナ,ケヤキが多いo観察で

は,ブナは深い BJ)型土壌で更新,成長とも旺盛であり,ケヤキはほとんどスギと適地を同じ

くするようで,BE型土壌,Bn型土壌 (特に崩櫨土, 伏流現象のともなう岩層地)で旺盛な

成長がみられる｡このような結果から天然生林の取 り扱いは,モミ,ツガをB(〕塑土壌より乾

性の地域に,ブナを Bn塑土壌,ケヤキをBI)型崩積⊥二および岩層地,BH型土壌･n地域で,

積極的に大然東新を図りたい｡以上は天然生林を川材林としての経済林として取 り扱う場合て

あるが,しばしば述べたように経営区では崩壊侵蝕作用が著しいため,禿錨地に移行 しやすい

BJ王型土壌,浅い岩石型の乾性土壌のような所では,節一義的に植生の安定をはかつて,二1二塊

保全,林地養護を目的とするのが望ましく,樹種の如何を問わず,ます天然生林分の安定化を

考えなければならない｡また,標高約 600m 以上の山嶺部約 700ha の制限林地となってい

る天然生林は,可及的に有用植種の成立をはか り,林分の経済価値を高める必要Lj:あるが,こ

ましいDなお,乾性の Bl型土壌の分布 している地域は,塞冷風簡地にあたるので同様J:,意味

Jj天然生林の成立をはか りたい｡

B.森林施業に対する意見

各土壌型に対する主要樹種J)更新適地の関係から,ここでは土壌塑分布面積を基礎に経常区

Jj具休的な更新計画を立案 した｡その結果は範6表のようであるo
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第 6表 土 壊 型 に よ る 更 新 計 画

Table6. Aplanofregenerationbasedonsoilclassificatioll.

人 工 造 林
Artificialregeneratiotl

･十 ~ ･､:∴
Soiltype⊇ ha
r
J

BA ;679･82
ll

Bc 1594.07

スギCryptomeria
一ap()mica

曳 llee ㌔0/0.

ヒノキChamaecy
parisobtusa

.:h't:-%｢lt.,.t:A-I･

天然更新Natural

i;l.:1 -

1..上 7.,2㌧24 ) :?:8,;7 ! 1;;㌔

467･51巨 ooi

合 計Tota1
面~~窟~｢Lー~
Area :%
ha 1

計Tota1

備考 : †こ人工造林 (小計)面積に対する %
*半 土壌型面積に対する 0/0

第6表は既往の地位,林種区分を一応考慮外において,各林班ごとに最初人1林造成が期待

できない面積を算tr与したO これに含 まれる地域は前項の主旨にしたがって,BA型,Bl型土

塊の全域,気候的な配慮から槙高 600m 以上の地域,土壌図上人工林造成の可能な Bli型,

Bo埋,BJ)塑｣二壇の分布地域甲岩石地 , 崩壊地,同跡地,侵蝕作rrjの-著しい｣二壌暦の浅い地

域およびそのような可能性のある地域であるDこの地域外に更新上の要素からして,スギ,ヒ

ノキを極力植栽するのであるが,それぞれ都合よく量的生産をあげられる更新適地としては,

1首かこ述べたようにスギは BE型,Br)哩 (浅い岩石型土壌の所は除 く)土壌にヒノ千を残余の

地域に期待する考え方にしたがって,それぞれ該当地域の面積を土壌図および外業調査におけ

る林小班ごとの観察から算出したD=jcにこれ ら人工林の更新可能'Ti:地域外はすべて大然生林に

期待する地域としたDただ,この中には経済林分として,および土壌保全的な林分として取 り

扱いたい2つの場合が考えられ るが,この調査資料だけでは第6表作成の精度内で も両者の該

当画桟を算甘㌻るのは困難 と考えられたので,一括 して示しておしへたO

なお,第6表の作成には多くの無理が含 まれているDすなわち,面積の算HJ.方津 としてでき

るだけ土壌図, 地形図から直接プラニメーターで算出はしたが, 更新適地の園子となる岩石

也,崩壊地,同跡地等は森林調査簿から,またどうしてもこれら方法のと()えない二l二壊暦･Jl浅

い岩石塑II･_壁,崩積｣:,定石土,岩層地は観察結果を基礎に按分 したoそれ故第6表は,ljH視

的な見地に立って露営区全体の更新を検討する場合に意味を有する数I'享Lと思われるO

この点を考慮において改めて表を見ると,経営区で人工林の期待できる面積は, モJl約 43

_%,2059haでその中Jl.約 38%,772haにスギ,約 62%,1287haにヒノキの造林が期待さ

れ,残余の地域には天然生林JTl造成がより望ましい｡ しか しこれはあくまで更新計画の天網で
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あり,実際実行に当っては土壌型に対する桶種の稗性を念頭に,普通土壌図よりさらに小変化

している現地の土壌型の変化を把握 し,より生産性のある更新方涯を考えるべきであるo

Ⅳ 鮭 括

1. 調査地域は,丹沢山塊西南部一帯の約 4840haの国有林である｡ これらの山岳は,壮

年期の様相を示 し,一般に怠斜地形を呈し,主として御坂fg-,石英閃縁者によって構成されて

いる｡附近の年平均気湿は大体 12-13oC くらいとみられ, 降水量は約 2500mm 前後とな

っている｡

暖帯林北部から温帯林北部にわたる本経営区は,現在人工林と天然生休がほぼ半分あてをlLI

め,人工林はほとんどスギ,ヒノキ林で天然生林ではモミ,ツガ,ケヤキ,ブナが主要樹種で

ある｡

2. 経営区はほとんど褐色森林土で,BA塾,Bf主型,Bc型,BT)壁,BIl]型の土壌基準型

が普通にみられ,きわめて尾部的に乾性の Bl型土壌がみられるOまた,-一部地域に厚い湿潤

型の火山砂土がみられる｡

3. 各Il二壌型の分布は｣二壊図として表わした.それぞれの分布耐積は,BJ)型土壌が鼓も広

く, 全面積の約 48% にわたり,Be型土塊が約 33%,BA型土壌が約 14%,Bp,塑土壌が

4%,Bl塑土壌が約 1% となっている.侵蝕作用が著しいため, 急斜面では浅い岩石型土壌

の分布が広い｡

4. 各土壌型の槙準的な暦断面 12について調査し,棋試土壌を搾取2,3の理化学的実験

を行ったOまた,土壌と樹種の成長,蓄積の関係をみるために,暦断面附近Ul優勢木と林分cTT,

それぞれの成長量と蓄積の調査を行ったD

5. 土壌型と林木との閲には,斬察上あるいは成長量,蓄積調香の結児からもきれめて密接

な関係がみられた｡この関係から経営上主要憤種の更新適地を選定すると,スギL/JiBE型土壌

の全域,Bl)型土壌の大部分, ヒノキは Bl)型土壌の-一部,Bc型,B】i型土壌等の地域で,

造林の可能な所,すなわち梗高約 600m 以下で斜面の崩壊佐蝕作用の甚 しい所, あるいはそ

のような可能性のある所以外に積極的な植栽を行いO残余の地域は天然生林に期待する｡取 f)

扱いとしては,経済林として Bc型土壌から乾性に傾いている所ではモミ,ツガ類を,B])壁

土壌ではブナを,BD型崩積土 (岩層地)またはBE型土壌の所-はケヤキの積極的な更新を

はか りたい.なお,土壌保全,林地養護を第一義的に考 うべき岬では,樹種の如何にかかわら

すまず林分の安定化をはかるべきである｡

6･ 各二f二壌型に対する主要､樹種の更新適地の指針にしたがい,二I二填塑分布面積を基礎に経営

区(n吏新計画を立案すると,人工林は全域の約 43%,2060haに期待され, そのうちスギが

約 38%,770haに,ヒノキが約 62%,1290haに植栽されるO残余Jl約 57%,2770ha の

地域は,天然生林として取 り扱いたいD
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TakahiroKrzA]てr,ToshioWArl.ANAI】E:SoilsoftheYOZUKUNationalForest.

(TokyoRegionalForestryOffice)

R6sum6

1, Thesoilsurveyofthenationalforest(4840ha)locatedontheTallZaWa
mountainrangeisreported.

Thebedrocksofthisal･eaaretertiaryMisakabedsandquartz-diorite,and
theannualmeantempera仙reis12-130Candamualprecipltationreaches2500
111111.

A halfoftheforestofthismanagementunitiscoveredby arhficially

regeneratedSugi (Crypiomeriajaponica)andHinoki(Chamaecyi)artsouusa)
plantations,andanothe1-halfisnaturalforestofMomi(Abiesfirma),Tsuga
(TsugaSieboldii),Keyaki(Zelkovaserrata)andBuna(Faguscrenata).
2. SoilsareclassifiedtoBA-(14%),Bl3-(4%),Bc-(33%),BT)-(48%)andBFJ-
Soilsofthebrownforestsoilgroup,andtheblacksoil(]%).

Thedistributionsofeachtypeofsoilsareshownontheattachedsoilmap,
Soilsofthisareaaregreatlyinfluencedbytheearthquakewhichmadegreat

land･slipplnganderrosion andbythevolcanicsands,andaccordingly,57per
centofthisareaareoccupiedbytheimmatureandunstablesoils.

3. Thecloserelationship between soiltypes and plant growth was
recogni2:ed.

4. Aplanofforestmanagementbasedotltheclassifiedsoilswasmadeas
lollows:

Sugiplantationforthe16% ofthearea.
Hinokiplantationforthe27% ofthearea.
Naturalforestsfortheremaining57%.
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1)2)東京営林局計画課
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Ⅰ 調 査 地 域 の 概 況

A.位 置

東 京 経 営 区 位 置 図

調査した国有林E/i:,東京経営区中東京都南多摩都下の高尾山/ノトケ沢その他2,3の小団地-

に散在しているものと,軸奈川県津久井都下の志円山,小倉山,仙洞寺,茨菰山その他の小巨許

地に散在 しているもrnで,その面積は約 2100haてある (位置図参照)0

B.地 形

調査地域は,!<勧㌻れぼ,大きな起伏の秩父連山と武蔵野および相模野台地との移行帯にある

低いLLL岳,あるいは小丘陵の起伏の連横ということがてきるo Lたがって,傾余射i景信山,高亀

山,石老山および仙洞寺山等一部の山岳地域を除いては一般に緩い｡しかし山岳地形の性質とし

て,普通渓谷に望む斜耐は念で,耳寺に相模川に接する湘南城山では,絶壁をなしている月斤もあるO

南多摩郡下J:JFz]有林は,多摩川の支流恩芳川,浅川流域の標高約 200m ないし 730mのPLH

にあり,津久井郡下の国有林は′相模rHの支流遺志川,串川流域の標高約 84m ないし670m

の問にある｡

C.地 質

関東Ll｣地の南部にはノト仏Jg-群が広く分布 しているO調査地域も大-/Jlは本暦に占められている

J7で,少しく説明を加えておく｡ノト仏暦群は主として岩石学的特徴によって,上位から下位へ

攻のように区分される1㌔

笹野盾;おもに硬砂岩および棟岩暦で煉砂岩は毎々粗粒または裸岩質になり時には稜角のあ

る泥岩類Jj破片を含むことがある｡磯岩の棟は径 5cmlIJ.下の硬砂岩,角岩,珪岩等である｡
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し,一般に片理がよく発達 している｡

小伏替;粘板岩を主体とする地厚で,蕗い砂岩骨を挟んでいるo粘板岩は普通黒色または暗

夜色を呈し,片理の発達が著 しい｡部分によって千枚岩といえるものがあ f) ,また石題片岩O-)

ような外観を呈するものもある｡挟まれている砂岩 も片状石理を皇することが多い｡

南多摩郡では笹野唇および小伏骨が広 く分布 し,津久井郡の問野山,湘南城山,志田山およ

び小倉山附近には川乗暦-が広 く分布している｡また,谷山,仙洞寺および茨菰LLJ方面には御坂

萩に属する桂川盾が分布 し,おもに磯岩骨で泥岩,凝友質砂岩等 もみられるo

D.気 候

本地方の天気仮の一端を知る資料として,林業試験場浅川分窒で掛 RLル た主要気象要素の観

測値を示せば,第]表のとおりである｡

第 1表 気象観測表 (1940-1949の10カ年平均値)

Table1_ClimatologiCal Data.(Yearsofob.1940-1949)

M.Rnthi~商気短 ｢(oC)Meantemperature･湿度
(a/a)Relativehumidity .降水量(pl亘)

Pre=lpltation･

3｣｢717

9

フ一′hUOノ∩)

9

5.57一■■一~フノ
1

爵 了 .｡十 -2F215i2･3

第1表によ'3'と,年平均気湿約 13.2oC,年降水量約 1430mm ,年千均湿度約 76A%で,

植物成長細 田と考えられる5月から9rほ での5カ月間の平均気温約 21.3oC, 同期間の降水

量約 824mm である｡結窟期間は大体 10月下旬から4月上旬までで, この結霜期間を除い

たラング係数は約 59である｡

以上は平地での観測結果J〕ため,調査地域の山岳地では,大分異なった気象状態にあること

は当然予想される｡

E.植生および林況

調査地域は植物分布上暖帯より温帯-の移行帯にあるため,相生は複雑である｡

現在経営区の大牢は,スギ,ヒノ千,アカマツを主とした造林地となってbる｡一一･坤 こ100t

年前後Jつヒノ千,200年前後のスギがあるが,大部分は明治 33年以降の植栽によるものであ

るoスギ,ヒノ千はおもに覇多摩郡下に,アカマツはおもに津久井郡下に植栽され,全般に威
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青は良い｡

天然生林は地域的にみると高尾山団地が主体をなしている｡ここの広葉樹をみると,表口登

山道を境としてその南側ではカシ類を主とする常緑広葉偶が摩 lLiL,北側ではブナその他の落

葉広葉樹が擾占し移行帯の複雑さがうかがわれる｡針葉樹の天然における優勢樹 としてモ ミ,

アカマツがあるが特にモ ミの更新,成長が目立っている ｡カヤもところどころでみられるが量

的にははるかに少ない｡

Ⅰ 訴査方法および調査成績

A.訴査方法

1･土壌層断面調査および試料採帯

土壌替断面の調査は,森林土壌調査方法書3)によった｡

替断面の観察記載の終了後各官位ごとに土壌採取円筒を杓い理学的調査用供試土塊として自

然状態における土壌の-一一定容積を採取 し,また,別に化学分析月j俳試土壌を土壌袋に採取 したo

なお,附帯調査として,腎断面設定箇所を中心に約 10m 平方内の簡単な植生調査およびほ

ぼ同域内の主要棉樫中優勢木について枯幹析解を行い,また一部の箇所では暦断面附近でそれ

とほぼ類似の土壌の分布 している地域の蓄積調査を行った｡

2･土壌分布図の作製

森林土壌調査方法書3)にしたがって,土壌替断面調査を行い,暦断面の形態,性質によって

土壌を分類 し,その分布範囲を2ガ分ノ1図上に山岳,河川,釈,径路あるいは境界梗識等と

関連 させ,暗線によって図示 し,土壌型分布図-土壌図--を作成 したDなお,図上にはさらに

地質,岩石地,土壌の堆積様式および風衝地その他必要と思われる事項を記入した0

3. 室 内 実 験

a)理学的性質

森林-i:･壌調奄方法書3)にしたがって,孔隙量,自然状態の容積重,最久容水量,最 小客気量

および採取時含水量の測定三を行った｡

b)化学的性質

化学的性質については攻J)実験を行ったo

pHJ)測定 ;鈴木式 pH此色器を用いた.

置換酸度の定量 ;風乾紬土の N-KCl浸出液 (20g,50cc)10ccを用いてN/10-NaOH

で滴定 し,滴定数を 12.5倍した cc数をもって滴定酸度とした｡

炭素の定量 ;Tiurin法によった｡

全窒素の定量 ;Kjeldahl法によったo
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し,一般に片理がよく発達 している｡

小伏骨;粘板岩を主体とするJ地厚で,蕗い砂岩盾を挟んでいる｡粘板岩は普通黒色 または暗

夜色を呈し,片理の発達が著 しい｡部分によって千枚岩といえるものがあり,また石墨片岩の

ような外観を呈するものもある.挟まれている砂岩も片状石理を呈することが多い.

南多摩郡では笹野骨および小伏骨が広 く分布 し,津久井郡の間野山,湘南:城山,志Fll山およ

び′ト倉山附近には川乗骨が広 く分布 している｡また,谷山,仙洞寺および茨菰山方面には御坂

萩に属する桂川骨が分布 し,おもに磯岩暦で泥岩,凝友質砂岩等 もみられる｡

D.気 候

本地方の大気候の一端を知る資料として,林業試験場溝川分量で観測 した主要気象要素の観

測値を示せば,第1表のとおりである｡

第 1蓑 気象観別表 (1940-1949の10カ年平均値)

Table1.C1imatologicalData.(Yearsofob.1940-1949)

平 均 気温
(oC)
Mean
temperature
湿 度 :1
Re(lOa/ot三V｡ L6319
humidity

(TITl) ･〉32･b

巌多風向･
prevailingiWwind
direction
平均風速
(m/sec)
Meanwind
veloclty

1.9

肥
..､ ｡..I.､工 .

'二 三コ 二 二｢二 ;{ 2言 .5.2l 1..∴ 7上 ｡.2

66.5 リ
.

4

L;
.〇ノ

8

/0

8

0ノ /0
/b

1

ESESESESWNWW

2.0 2.2≡2.5I2.3

L

1.9; 1-7

NW W ;wsw≧W ∃W

第 1表によると,年jl三均気組約 13.2cc,年降水量約 1430mm,年平均湿度約 76.4%で,

植物威長期間と考えられる5月から9日までの5カ月間の平均気湿約 21.3oC, 同期間の降水.

量約 824mm である｡結審矧用は天体 10月下旬から4月上旬までで, この結霜期間を除い

たラング係数は約 59である｡

以上は平地での観測結果のため,調査地域の山岳地では,大分異なった気象状態にあること

は当然予想される｡

E.植生および林況

調査地域は棺物分布上暖帯より温帯-の移行帯にあるため,植生は複雑であるb

硯在経営区の大牢は,スギ,ヒノキ,アカマツを主とした造林地となってVtるO-一一部'に 100

年前後のヒノキ,200年前後のスギがあるが,大部分は明治 33年以降の植栽によるものであ

るQスギ,ヒノキはおもに南多摩郡下に,アカマツはおもに津久井郡下に植栽され,全般に成
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青は良い｡

天然生林は地域的にみると高尾山団地が主体をなしている｡ここの広葉偶をみると,表口登

山道を境としてその南側ではカ.>類を主とする常緑広菓樹が摩 )tiL,北側ではブナその他の落

葉広葉簡■が軌 _hJL移行帯の複雑さがうかがわれるO針葉樹の天然における優勢樹 としてモミ,

アカマツがあるが特にモ ミの更新,成長が目立っている｡カヤもところどころでみられるが量

的にははるかに少ない｡

丑 調査方法および調査成績

A.訴査方法

11土壌暦断面調査および試料採市

土壌昏断面の調査は,森林土壌調蚕方法書3)によった.

暦断面の観察記載の終了後各層位ごとに土塊搾取円筒を用い理学的調査用供試｣二境として自

なお,附帯調査として,唐断面設'iii箇所を中心に約 10m 平方内の簡単な植生調査およびほ

ぼ同域内の主要樹種中優勢木について梯幹析解を行い,また一部の箇所では暦断面附近でそれ

とほぼ類似の｣二壁の分布している地域の蓄積調査を行った｡

2･土壌分布図の作製

土壌を分類 し,その分布範囲を2万分 ノ1図上に山岳,河川,釈,径路あるいは境界標識等と

関連 させ,略組によって図示し,ニ上二重型分布図一土壌図-を作成 した｡なお,図上にはさらに

地質,岩石地,｣二駿の堆積様式qJ'-Tよび風衝地その他必要と思われる事項を記入したO

3･ 室 内 実 験

a)理学的性質

森林｣二塵調奄雰漢書3)にしたがって,孔隙量,自然状態の容積重,最大容水量,最小客気量

および採取時含水量の測定を4=jったo

b)化学的性質

化学的性質については三大の実験を行ったo

pH の測定 ;鈴木式 pII比色器を用いた｡

置換酸度の定量 ;風乾銅土の N-KCl浸別液 (20g,50cc)10ccを用いてN.10-NaOH

で滴定し,滴定数を 12.5倍 した cc数をもって滴定酸度とした｡

衆素の定量;Tiurin法によった｡

仝窒素Jl定量 ;Kjeldahl法によった.
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B.調査成績

1･ 土壌層断面の言E載附帯調査および室内実験の成練

調査地域内に現われる各二1二壊型の標準的な暦断面の記強は

一次のとお りである｡

ProfileN0.1-BA型土壌 (定積土)

所在 ;42い林′ト班内 地形 ;斜面上部の比較的安定 した

壌料地で下方は長い急斜面となる 傾斜 ;約 220 傾斜の方

:柄 ;ほぼ S 襟高 ;約 260m 某岩 ;貢常o

唇断面U')説明

F 0-2cm,相当腐朽分解の進んだモ ミ, 広英樹の落

葉,断辺的に H～A 骨があるn

Ⅵ

削

38

40

5)

60

Ⅶ

誠

- 65-

A⊥ 2-10cm,OliveBrown-Jt'-,石傑少数,細砂質壌土.

nut/lystru｡t｡r｡,やや堅,Li軌 菌糸網がある0--tlL･ 荒 冨糸網

根多数Dピペッ ト法分析による機械的組成は,粗砂

S 石

Gr粒状構造

Nu堅巣状構造

Profile1.BABig
24%,細砂 60%,微砂 15%,粘土痕跡｡ Fig.1ProfileN0.1BA-Soil

_A3 10-25cm,Saccardo'sUmber,石傑少数,細砂質壁土,loosegranulars=_TuCヒure,

軟(潤.上部に菌糸網がある,中根多数.粗砂 16%,細砂 50%,微砂 35%,粘土痕跡o

B1 25-43cm,BuffyBrown,石傑極多数,砂質壌臼二,やや堅,潤,中小根が散在o

B｡ 50cm 以上,SnuffBrown,ほとんど石磨きも含 まない｡東埴質壊｣二,やや堅,潤O

粗砂 12%,細砂 49%,微砂 38%,粘土痕跡｡

モ ミ林下の乾性土壌であるoAl暦に菌糸網暦がよく発達 していること｡ ALO.暦に明瞭な細

､粒状構造がみられる点から BA型土壁と判定 され:FSoB_l軌 ま深い単調な亜埴質壌土 (一見火

山衣:1-.)で,上部の Bl暦･に多くの貢岩裸を含んで いるのは崩積 してきた ものとも考えられ

る｡モ ミは相当の成長を示 している｡

附近のお もな植物

Ⅰ;モ ミ (a),スギ (r)｡

止;カヤ (o),アラカシ (0),アオキ (o), ヒイラギ (r), シラカシ (r), アブラチャン

(r),ヒ′キ (r), ミズキ (r)0

皿;アオキ (a), ムラサキシキブ (o), ヒイラギ (o), ヒサカキ (o),アラカシ (o),辛

ミ (0),イヌツゲ (o),ツルシキミ (o),ヤマポウシ (0),-ナイカダ (r),アカガシ (r),

アワブキ (r),アブラチャン (r),ウl)ノキ (r),ウツギ (r),カヤ (r), イヌガヤ (r), コ

ミネカエヂ (r),コウヤポウキ (r),オ トコヨウゾメ (r),クロモジ (r), アオガシ (r),ヤ

マボウシ (r),アカダモ (r)0

色名は森林立地談話会発行の土壌調査用色名帽によったO
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Ⅳ;ヤブコウジ (o),テイカカズラ (o),ヒメカンスゲ (o),ツタ (o),ツタウルシ(r),

ミツバアケビ (r), サル ト1)イバ ラ (r), ヤマノイモ (r), ツル ドコロ (r),ツル l)ンドゥ

(r),チゴユリ (r)′チヂ ミザサ (r)0

ProfileN0.2--B.1塑]_土壌 (定積二上二)

所在 ;80し〔林 小班 地形 ;ほぼ北東に延びる尾筋の南東側斜面上部 傾斜 ;約 250 仲条ト

の方向 ;N40oE 扱高;約 160m 基岩 ;砂岩｡

暦断面の説明

L(F)0-4cm,アカマツJj落失,腐朽分解の進んだ落葉が比較的厚 く堆榛 ｡

F--H4-5cm,断辺的にみられる程度｡

A 5-15cm,Saccardo'sUmber,石棟は少ない,砂質壌土,loosegranularstructure,

粗影,孔隙がある,壁,菌糸がある,根は4,数o機械的組成は,粗砂 35/Oi,細砂 38

%,微砂 27%,粘土痕跡｡

Bl 15-40cm,BuffyBrown, 砂質壌土, granularstructure と舶度の blocky

structure,戟,乾,菌糸がある,株多数o粗砂 42%,細砂 39%,微砂 19%,粘土痕跡o
B2 40-65cm,Tawnyl01ive,石播き多数,弱度のblockystructure,やや堅,潤,根多

数｡粗砂 29%′細砂 42%,微砂 21%,粘土7% ｡

C 砂岩裸 を多 く含む石磯士｡

アカマツ林分下の乾性土壌であるoA2 隆が比較的厚 く埴積 していること,A 暦に粒状構造

が発達 していること,地表下 30cm くらいまで菌糸が駄本 してLJlること等 BA塑土壌JI特徴

40

50

即

叩

｣(F)を表わしているo
p-H

dnU

c

R 板

S 石撰(砂岩およびその乳化裸)
M 菌糸層 Ca 孔牒

LGr粗粒状構造 Gr 粒状構造

Bl塊状構造 (弱匿)

Profile2･BA型土壌
Fig.2ProflleN0.2BA-Soil

附jTLの植物
I;アカマツ (a)-植栽本---一,クロマツ (f)一倍栽本-oJ

E;シラカシ (0), ク1) (r),ヤマザタラ (r),717フキ

(r),ヤマボウシ (r),コナラ (r), アラカシ (r), ミツデ

カ-デ (r),ヤマモ ミジ (r),アカシヂ (r), ミズメ (r),

イヌブナ (r)0

Ⅲ;ヒサカキ (f),シキ ミ (0),シラカシ (0),ヤブムラ

サキ (o),ウツギ (o), アオキ (o), アラカシ (0), コナ

ラ (r),クロモジ (r), コウヤボウキ (r),オ二ツツジ(r),

イヌツゲ (r),アカガジ (r),モ ミ (r), イヌガヤ (r), ヒ

イラギ (r), クマアジサイ (r), ツバキ (r)′ ツルシキ ミ

(r),-ナイカダ (r),オ トコヨウゾメ (r)a

Ⅳ;チゴ-1) (o),ヤブコウジ (o),サル トl)イバ ラ(r),

ゼンマイ (r), ノイベ ラ (r),ウマブ ドウ (r),テイカカズ
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ラ (r), ミツバアケビ (r),ツル ドコロ (r), ヤマノイ

辛 (r),ツタウルシ (r)0

ProfileN0.3-Bc型土壌 (定積｣二)

所在 ;6い林小難 地形 ;平衡的に発達 した急斜面の

二北西側上部 傾斜 ;約 320 傾斜の方向 ;N50oW

棚 高;約 300m 基岩 ;硬砂岩｡

骨断固の説明

F(L)0-2cm,スギ,広葉楢の落妾, 腐朽分解が相

当進んでいる｡

A1 2-15cm,Saccardo'sUmber,小磯多数,堵

質壌土, 不完全な blocky-nuttystmcture,

軟,湿,中根多数｡機械的組成は,粗砂 21%,

細砂 41%,碩砂 32%,粘土 6%｡

q

色0

知

40

5D

60

aE

相

即

価
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R隈 S石 Nu堅果状構造

Profile3.Bc型土壌
Fig.3 ProfileN0.3Bc-Soil

A～B15-33cm,IsabellaColor,腐植の遼透が僅かある｡疎 多数,輯質壌土,きわめて

不完全な nuttystructure構造が発達, 戟-堅,湿,中根やや多数O 粗砂 24%,

細砂 65%,微砂 11%,粘土痕跡｡

B1 33-70cm,Tawny-Olive,石燦は上菅より多数,砂質壌土,敬,潤,根少数｡

B2 (十),Tawny-Olive,石繰越多数,6,1}質壌二1二,堅,湿O

小仏古生啓の平衡的に発達 した急斜面では,スギ,ヒノ千の成長はよく,不良林分は峯筋等

で浅い乾性土壌の分布 している小地域にかぎられている｡ この替断面は土壌は洗いがスギの成

長 01悪いもので ,地形的に風衝を受けやすく,瞥断面は乾性の形態を示 している｡腐棺の湊透は

少なく,全体淡色にみえる単調な断面である｡典遷望EE勺なものではないが Bc型土壌と判定 される.

附近のお もな植物

I;スギ (a)-植栽木-, ヒノキ (a)一一植栽木-I,アカてツ (r)0

Ⅱ;モ ミ (r),クリ (r)0

町;シラカシ (a), モ ミ (f), コウヤボウキ (f),クロモジ (o),アケビ (o), イヌツゲ

(o), ヒサカキ (o),アオキ (o),ムラサキシキブ (o), ツルシキ ミ (0), アワブキ (o),

ウツギ (o), ミズナラ (r),ウルシ (r),ツルグミ (r),ネムノキ (r), リヨウブ (r), ミネ

カニデ (r),コアジサイ (r),アセビ(r),ノ､ナイカダ (r), ヒイラギ (r), オ トコヨウゾメ

(r),イヌツゲ (r),ナツ-ゼ (r),オニツツジ (r),イヌカヤ (r), キイチゴ (r), トネ1)

コ (r)0

Ⅳ;ヤプレガサ (o), フジ (o), テイカカズラ (o), サル トl)イバラ (o), チヂ ミザサ

(o),ユリ (r),ツタウルシ (r),ヤマノイモ (r),マップサ (r), ツル ドコロ (r),ウマブ
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L(F) ドゥ (r),ツル l)ンドゥ (r), l)ンドゥ (r),ヤブコケ

R板 S石 Nu堅異状構造

ど (r), ミツバアケビ (r),クズ (r), ノアザ ミ (r),

カヤ (r), ミヤマカンスゲ (r)0

ProfileN0.4-Bc塑土壌 (定槙土)
所在 ;88い林小鞘 地形 ;ほぼ南に疎 く延びる斜面一

で,下方は倉科をもって沢に望んでいる 傾斜 ;約150

傾斜の方向;ほぼ S 梗高;約 85m 基岩 ;砂岩｡

暦断面の詮明

L(F)0-2cm,お もにアカマツの落葉 ,一部は細か く

破砕 され F の形態をとるo

A 2-18cm,01iveBrown,小磯 を少 し含む,砂

質壌土,nuttystructure,壁 (部分的に軟),礼
Profile4･Bc塾土嚢
Fig.4 ProfieNo.4Bc-Soil 隙がある,潤,上唇部 に菌糸多数,根多数O

機械的組成は,粗砂 17%,細砂 33%,微砂 39%,粘土 12%o

Bl 18-45cm,SnuffBrown,虚埴質壌土,上部に房を度の nutLystructure, 軟,湿 ,

根極少数｡粗砂 18%,細砂 55%,微砂 27%,粘土痕跡｡

B3 50cm 以上,風化の進んだ砂岩を含む,砂質壌土,堅,湿, 根極,少数｡ 粗砂 11%,

細砂 43%,碩砂 34%,粘土 13%｡

アカマツを主としカシ類,ツバ千等の混交 した林分下の乾性土壌である｡A暦の腐植含量は

きわめて少なく淡色である｡上部から明瞭な nuttystructureが発達 し,かな り表面乾燥 も考

の成長があまりよくないのは,土の堅さの影響が大きいようである｡

附近の吉もな柄物

T;アカマツ (a)一種栽木-一,ク1)(r), ミズキ (r)0

皿;･アラカシ (a),ツバキ (o),イヌツゲ (r),アT7ブキ (r),ク1)(r),エゴノキ (r),

ミズナラ (r),シラカシ (r),ケヤキ (r),ヒイラギ (r)0

皿;コウヤポウキ (a),サカキ (i),モ ミ (i),アオキ (o),ヤマガキ (o),ウツギ (o),ムラサ

キシキブ (o),-ナイカダ (o),ヤブムラサキ (r),ヒイラギ (r),サンシヨウ(r),オ トコヨウゾ

メ(r)ノ イバラ(r),ツルシキ ミ (r),イヌツゲ (r),ヌルデ (r),クロモジ (r),アワブキ (r)0

Ⅳ;エビネ (o),ツル リンドウ (o),ヤマゴボウ (r),フジ (r),シ-ンラン (r),サル ト

リイバラ (r), ヤマブドウ (r), トコロイモ (r), ヤブコウジ (r),ヤプレガサ (r),クズ

(r),チゴ-1)(r),ヌスビト-ギ(r),フク.)シズカ (r),ミ､ソバアケビ (r),ツル ドコロ (r),

リンドウ (r),ツタウルシ(r),マップサ (r),チヂ ミザサ (r),テイカカズラ (r),ワラビ (r)｡
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ProfileN0.5-BD塑土壌 (崩積｣二)

所在;6い林 小難 地形;下降的に発達 した斜面の中腹

部 傾斜 ･,約 370 傾斜の方向;NIOcE 基岩',硬砂岩.

骨断面の説明

F 0-1cm,やや宵朽分解 したヒノキの落葉,地

表には転石が散在 している｡

A 1-30cm,CloveBrown,腐植に富む, 埴質

壌土,Crumb,戟言L隙がある,多湿o磯城的糾

戒は,粗砂19%,細砂27%,微砂27%,粘土27%｡

B 30-60cm,OliveBrown,腐植がきわめて僅

かに湊透,拳大の石磯がきわめて多数,堆質塵

｣二,無構造,戟,多湿｡

C 風化の進んだ硬砂岩｡

成長良好なヒノ千林分下土壌であるo地表下的 eOcm

70

20

30

40′
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R板
S 風化の進んだ砂岩盤および風化分
解した摸
Bl塊状構造 (弱匿)
Profile5.BD型崩積土
Fig,5ProfileNo･5BI)･Soil

くらいの所から硬砂岩の岩盤とたる

那,骨断面倒 彰軟で, 一見して理学性の良い土壌にみえるo

附近のおもな植物

I;ヒノキ (a)-植栽木-｡

E;アオキ(f),クロモジ(o),ウリ-ダ(o),ツルシキミ〔0),クサギ(o),チャノキ(o),サワア

ジサイ(r),ヤブムラサキ(r),アブラチャン(r),タラノキ(r),サンシヨウ (r),ホオノキ (r)o

Ⅳ;テイカカズラ (a),チヂ ミザサ (a),マツカゼゾウ (o),ヤマブドウ (o),エ ノコズチ

(o),モ ミジガサ (r),テンナンショウ (r), ヒメカンスゲ (r),キイチゴ (r), トコロイモ

(r),ヤプレガサ (r), ミツバ (r),クマガイゾウ (r),フタT)シズカ (r)a

ProfileNo.6-BT)聖土壌 (崩積土)

所在;76は林中期三 地形;孤立 した トさい山の斜面下部 傾斜 ;約 27q 傾斜の方向;S

36cE l禦高;約 180m 基岩;砂岩o

暦断面の説rJJl｡

L-F0-3cm,アカマツと広葉樹の落葉,多少分解LO進んだもJ)と混 じている, 断片的に

欠除 している｡

F～H痕跡の程度認められる.

A1 3-27cm,Prout'SBrown,腐植に富む,石傑多数,砂貫壌土,Crumb,敬 ,孔隙が

ある,潤,フカマツの外生菌梶がある,小槌が散在｡機械的糾磯 は, 粗砂 39%,細

砂 21/Oo/,微砂 32%,粘土 9%｡

A2 27-100cm,CloveBrown,腐植にすこぶる富む, 石傑多数, 砂質壌土,上部に
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Crumbが発達,堅,潤～湿′中小梶が散在｡

L-F 粗砂 37%,細砂 29%,後砂 22.04,粘二L二12,040

R 板 S 石
Gr粒状構造 Bl塊状構造
Profile6.BD型崩積土
Fig.6ProfileNo･6BD･Soil

A3 (+),Sepia,細砂質壌土,無構造,湿,観極少o

崩積地形でみられるアカマツ林分下の湿潤型土壌であ

る｡替断由には有機を多く含み,A唐の深い崩積土であ

る｡山が低いためか暦断面の形態は考えられる以上に湿

潤ではない｡また,崩積｣二としては全般にやや堅密にす

ぎるようである｡そのためかアカマツの成長はきわめて

良いとはいえない｡

附近のみ もな植物

I;アカマツ (a),ケヤキ (r)D

Ⅱ;ケヤキ (r), ミズキ (r), ホオノキ (r), カヤ

(r),モ ミ(r)ノ クリ (r), 了カシヂ (r)ノ イヌシデ

(r)ノヌルヂ (r),ネムノキ (r)｡

W;-ナイカダ (o),アオキ (o),カラムシ (0),サ

ンシヨウ (r),ウツギ (r),ムラg-キシキブ (r),キイ

チゴ (r),コウゾ Lr),クリ (r),クサギ (r),シラカシ (r),イタヤカエヂ (r), オトコヨ

ウゾメ (r),クロモジ (r),コウヤボウキ (r),イ7ドグ(r),シ-ンラン (r),アカガシ(r),

アラカシ (r)0

Ⅳ;ヒメカンスゲ (Va), ツタ (a)′ ヤブコウジ (o),テイカカズラ (o)ノ ミツバアケビ

(o),シノダケ (o),チヂ ミザサ (o),ツル ドコロ (r),アケビ(r),ツ)Lフジ (r),ヌスビ

I-ギ (r),サル トリイバラ (r),ヤマノイモ (r),オオチゴ-i)(r), チゴユl)(r),ツ 'L

リンドウ (r)ノックウルシ (r),テンナンショウ (r), ミズヒキグサ (r),アザ ミ (r), ウマ

ブ ドウ (r), ノイバラ (r)a

PTofileNo.7-BJl]型二上二壌 (崩鎮土)

所在;46ろ林小姓 地形 ;揚水所下方の凹状地で,下方は棚地形となっている 傾斜 ;約

200 傾斜の方向;SeOQE 標高 ;約 270m 装岩;千枚岩質粘板岩｡

替断面の説明

F(H)0-1cm, 腐朽分解の進んだスギの落葉がきわめて僅か認められる程度で地表に転石

もあるo

Al 1-17cm,BlackishBrown,腐植にすこぶる富む,石疎多数,埴質壌土,Crumb,歌,礼

隙がある,湿,梶少数｡機械的組成は,粗砂46%,細砂 16,01.碩砂 24%,粘土 15%｡

A3 17-86cm,01iveBrown,衛相は Alより牛滅 している,石磯多数,上部に芽弓度の
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Crumbが発達 し,下部は鯉構造,敬 (Alより

堅),湿,根極少数,粗砂 49%,細砂 7%,級

砂 44%,粘土痕跡｡

B (+),Saccardo'sUmber,腐相がごく僅か湊透,

石疎多数,埴質壌土,無構造,堅,湿,根ごく少数｡

恩方,小ケ沢,高尾方面のいわゆる小仏古生暦によっ

て構成 される山岳は,一般に平衡的に発達 した急斜面が

多い｡そこでは石磯を含む湿潤型崩積土が広 くみられ,

スギ, ヒノ千の成長は例外なく良い, この啓断面は,釈

筋,[即犬地等に現われる典型的な崩積土で,各官位が漸

変的に推移 していること,Crumb の発達および多少還

元色調i:呈 して いること等 よりBzll塑土壌と考えられ
▲?
/J o

附近の主な植物

I;スギ (a)-灘i.栽木-o

m
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R 限 S 石 Ca孔隙 Bl塊状構造
Profile7.BF,型崩横土
Fig.7ProfileN0.7BFJ･Soil

皿;ニワ トコ (0),クサギ (o),クロモジ (o),ウルシ (r),キイチゴ (r),

Ⅳ;エノコズチ (Lva),チヂ ミザサ (a), ヒメカンスゲ (o), ツタ (o), ミツバ (o),チ

ンナンショウ (r),ツエクサ (r),モ ミジガサ (r),ヤプレガサ (r),フグl)シズカ (r), ト

コロイモ (r),ウマブドウ (r),ツタウ)i,シ (r),アカザ (r), ヌスビ1.,､ギ (r),マツカゼ

7試料番号
Sample

162 A :10cm1-
163 B1 37cm土ぎ

第 2表 理 学 的 性 質

Table21Phy声icalproperties
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試料 番号
Sample
No.

162
163
164

175
176
177

159
160

170
171
172

165
1〔)6

173
174

167
168
169
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第 3表 化 学 的 性 質

Table3. Chemicalproperties

1

層 位 巨深 度
Horizon 'Depth

】

A IOcm
B1 37cm
BB 52cm

A1 5cm
AB 17cm
B2 63cm

A1 7cm

B三 日 3昌…:

(yl)

L
C /N

5･4 0･7 t 5･6 0･255.3 0.7 2.1 0.14

5.6 1.0 2.1 0.16
5.2 1.4 5.3 0.335.4 0.4 2′.2 0.16
5.6 0_6 6.3 0.44

A言lB . 32cm 二 喜:喜 呂:喜 ･ ヲ:喜 呂:喜弓
Al 12cm 5.5

B 5.1
孟… . 去喜…: ;≡:宝

0.8 . 4.1 0.34
0.日 2.9 0.27

0.6 2.4 0.27

∠U
2
5

4
2
3

∠U
4
9

4
5
1

2
1

2
0

4
0ノ
0

1
フ
一
11

1
1
1

.1
11

1
1
1

1
1

1
1

1

1▲

…

考

te

塑

型

型

塑

型

塑

型

0

i
備
N

BA

BA

加

加

BD

Bb

鮎

ゾウ (r),アケビ (r),ヤマイモ (r), ドクダ ミ (r)0

以上述べてきたそれぞれの暦断面の各瞥位から搾取した供試土壌の実験結果は, 攻の第2

表,第 3表のとお りである｡

2. 土壌の分野および説明

土壌の分類は原則的に林業試験場の土壌型の説明4)にしたがった｡

調査地域はほとんど視色森林土で,BA塾,BB型,Be埋,BI)哩,BJl;型の基準土壌型が

みられ,きわめて局部的に地下水 (G当Jl)上境がみられる｡これら土壌型の詳細については,

林野土壌調査報告1号う)に掲載 されているので省略するが,この地域の特徴的な形態を示して

いるものについてだけ説明を加えておく.

BA型土壌 (乾性鴇色森林土)

峯筋附近の急斜面に現われるのが普通で,表面は土壌侯蝕を受けるためか,A｡暦の発達は

槙準のものより負錫で, 多くの場合土壌骨は浅い. 古生骨山地では特にこの傾向が強い｡表

面から粒状構造または堅巣状構造が秦達 し,著 しく表面乾燥を受けている｡B骨はやや堅い場

今が多い｡ProfileN0.1および N0.2は,地域内で標準のものに近いと思われるもUlであ

:i--､､

BJj型土壌 (酸性鴇色森林｣二)

BA型土壌よりも土壌暦が安定し,BJ)当虹 嘆より明らかに乾性の土壌が, 峯筋の綬斜地に

きわめて小規模に分布 しているo AL'暦はBA型土壌より厚いが,H層-の発達は顕著でない｡

A暦は黒味を帯び,B盾との推移まきわめて明瞭である.A隆には粗髭な粒状構造が発達し,
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B盾は深 く,構造の発達は顕著でない｡

Bc型二1二壌 (猶乾性鴇色森林土)

A〇暦の発達は貧弱で,腐植の湊透 も少なく淡色にみえるO｣二壇は-一般に堅密で,不完全な

塊状構造または堅巣状構造が表面から発達し,B骨上部にまで患よんでいるが,全般にその発達

は弱度であるO比較的急斜面の中腹上部にみられるのが普通であるが,はっきりした未熟土の

形態は示 していなし､DProfileNo.3および N0.4は地域内でも標準のものに近いと思われ

るものであるO

BI)型土壌 (適 惰性褐色森林土)

大きくは低山の楳傾斜地に現われるものと,沢拾いあるいはやや凹状の急斜面に現われる土

壌とに分けられる｡前者は Ao暦の堆櫨が安定 し,A,B 暦の推移は比較的明瞭で,A3暦以

下は --一般に堅幣であり, 五三培土の性質を示すものが多いO 後者は一般に崩積土の場合が普過

で,各慣位の推移は漸変的であり,石碑の含有量多く,替断面は軟かで,一一を乱して理学性の良

い土壌のように思われ L/30ProfileN0,6は,典型的なものではないがやや前者に近い性質を

示 し (形態は崩積土である),ProfileN0.5はほぼ後者の形態,性韓を示 している｡

BE型土壌 (躯湿性鴇色森林土)

普通傾斜面の脚部あるいは沢沿い等の凹状地に硯われているため,崩積｣二rJI,形態をとるもの

が多く,暦断面には多くの石棟が散在しているoProfileN0.7はこJつ典型的なものである｡

G 型土壌 (グライ)

綬い沢沿いの千現状地にきわめて局部的にみられるが,グライ官の発達はあまりはっきりし

ていない｡

3. 土 壌 の 分 布

調査地域の各二1二壊型の分布trTi,1二壊図に示したとお りであるoI-lhこJ'⊃図から各二L壌型の分布

面積を概算々川してみると第4表のとお りである｡

第 4 表 流域別,林‡朗TJ土壌型面積表

Table4.Areasofeachtypeofsoil.
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第4表によれば,SB】)型｣二壕の分布が最 も広 く,全域の約 66/06にわたって分布 し,つしへで

BA型二I二展の約 22%,BE型-I･_魔の約 7%,BLl型土壌oI約 4%,BIi型土壌の約 1% と,前~

に述べたようにきわめて局部的に G塑二f二屡がノ珂 iしている (小面積J-I,ため土壌図には表わし

えなかった)0

次に各流域ないしは軌 也別に各｣二壌型の分布状況を簡単に誼 jjiけ れは以下J,)ようであるo

a)恩方川流域 (1-11木樟岨

1-9林朋は主として片理の著しい粘板岩によって構成封 し, 守衛的あるいはやや下降的Jj

急斜面が発達し,典型的ないわゆる古生暦山岳地形となっているo こJ､ため管断面に多くの有

機を含む BT,壁,f!上二型崩積土の,11､布が広い｡峯筋またL/i:沢に振 り出した凸形地に浅いBA塑

｣二壊が分布 L,しばしば岩石地とな/)ている.こ･D下端に連続 して堅いB仁･塑｣二壕が分布 して

いるoBf;型土壌は硯われていない｡10,11林班は,地形的にも趣/-t異にし,低 く綬い丘陵形

となっているoBE型土壌はみられす,広 く分布 している BD型土壌 も傾斜のついた択沿いの

一部を除き,やや堅い定積土の性質を示すものが多い｡峯筋または凸形地の乾性二1二境は,BA塾

｣二境の形態を示すが,-一舟封こ1へ9林二肌でみられたものより土壌腎は深 く,竪密である｡ここ

では Bc型土壌はみられない0 11林班の専現状J)沢沿いに局部的に G型土壌がみられるO

こJj流域では,BE塾,B工)型L7)湿潤型 土塊 が約 75J96,Be埋,BA型の乾性土壌が約 25%

の割合で分布 しているo

b)小下沢流域 (12-21林研)

地形の)(勢は恩方川流域のいわゆる古生皆LLJ岳地形に類似 しているが,14-16林期等は斜･
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面長の短い′ト起伏の上昇斜面が多く,17-19林班の山頂部は比較的大きな緩い丸味を帯び,ま

た斜面の中腹部にもやや広い単調な授料地が介在 しているo全体的には Br,壁,BE型崩積土

の分布が広いが,12-14,18,20林班の小ケ沢筋は岩石露出地が多い0 年如こ20林班は岩石

地の分布が広い014-16林机rJ)沢沿いの崩積土は地形的性状によるためか浅 く, 分布のrFJは

狭 い019林班の一部JT'沿筋は,崩落した岩塊が厚く堆積 し, かえって造林不能の状態になっ

ているO17-19林班の綬傾斜地に分布 してLI,るBI)型土壌は,石燦の多くない深い定積二L二で,

やや車と性の特徴 もみられる012,13林班内には最 も典型なB工)壁,BE型崩積土がみられ,

その分布 も広いoBc型土壌は一部浅い岩石型土壁としてみられるが 14,15林班等の比較的

緩い斜面上部でみられるもE.71'は,堅雅た深い定積土となってLrLる016,17林桃界および 19,

20林班界の安定した峯地に BIj型土壌がみられる. BA型二L壇は 17-19林f腿菟界rn頂部附

近には探しへ定積土として現われるが,普通念な峯筋に浅い岩石型土壌として分布 している｡こ

の地域では約 78% にわたって BE型およびB1-型土壌が分布 しているが,BD型｣二蟻の分布

地域中には′トケ沢筋等の岩石地がかなり含まれ,また滋三積土としても相当分布しているので,

崩稗土の分布は思方川流域よりかなり少なくなっているものと思われる｡

C)小仏川流域 (24-38木棚 ) k

24林l牡は低い小丘陵状の飛地で,やや乾性に傾いた定積土の分布が広いC25-38林班は高

尾ulの裏側で,→舷に意斜地が多くなっている｡このため岩層を多く含む崩積土の分布が広い

るが,一般には浅 くまたところどころ岩石地が介在している｡中腹部にみられる｡Be型土壌

は堅く,ズギの成長は著 しく悪い｡ 緩い-平坦状の峯筋には BB型定積｣二がみられる026-28
林1]Jtは湿潤型崩積土の分布が広 く, また典型的なものがみられる029,30林班の沢は狭く,
念た上昇的斜面で岩イ謂望土壌となっている｡ これらの峯部は風衝地となっている｡31林軌の

択筋には深い石磯を含む BE型崩積土がみられるが,斜面の BT)型土壌は浅い｡32,33林班

は岩石地または岩石型土壌の分布が広いO35,36林机 も念斜で同様な土壌の分布が広く, 班

界沢筋にみられるBE塑崩積土 も浅い｡ただ,湧水面下部に′j､規模ではあるが深い典型的なも

のがみられる｡37,38林‡肘j:全体としてやや乾性に傾いた尊い BI)塑土壌が広い｡36-38林

]牡の峯筋に分布 している Be,BA型土壌はほとんど浅い岩石型土壌となり, また風衝地とも

なっているo

d)案内川流域 (39-54林研)

大観すれば39-51林班は念な山岳地形を示 し,52-54林柳.は緩い丘陵地形を示しているo

この流域 も全体的には湿湛型土壌の分布が広く,約 78% にわたっているO石裸を多く含む崩

積土の形態をとるものが多く,また侵蝕作用の著 しい斜面では浅い岩石型｣二壊となっている｡

･39林班の境札 沢沿いに深いBE型崩積土が分布 し,これに続いて斜面に分布 しているBD]=F,'1
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土壌は石磯の少ない埴質ニー二壕である.40林班の入口附近仕草と性の浅い土壌が 斜面に多いが,

奥の湧水面地形の所で深い湿潤型崩積土がみられる｡41林弧 ま上昇斜面形をとり,浅い土壌ま

たは岩石地が多い｡42-44林勤王は急な平衡斜面形をとり, 沢沿いには石磯を含む BE型崩積

土の分布が広いが, しば しば岩石地/i介在する044林班の癌水面下部の BE塑土壌は深 く典

型的なものである042林班上部は緩 く,風を受け,深い B(l,型,BA型土壌がみられる.45,

46林班の入口附近の沢沿いまたは斜面は意で,岩石地または岩石型土壌の所が多く,45林班

は特に著 しい｡奥にはいと'にしたがい湿潤型崩穣土の分布が広 く,湧水面下部では石磯を含む深

い BE塑崩積土がみられる046林妹で設定 した Profi-1eN0.7はその典型的なものである｡

-47林班 もほぼ同様な傾向で湿潤型崩積土が分布 しているが,やや沢が狭 く, 起伏が小さいた

め崩碩土は全般に浅 くなっている｡451-47林班の峯筋は比較的蹟い安定地形をなし, 深 く,

石疎を含まない定積土が分布 している｡46,48林班界のこのような尾筋には Blj塑土壌がみ

られる｡48林机は45-47林班より岩tJ'ilta,岩石型土壌の所が多い｡ とこでみられる Bc塑

土壌は堅い定積土である｡49林班は北向斜面で,湿潤型崩稜土の分布が広いO 国造沿いに局

部的に岩石地がある｡50林班は急峻地形で優;封印J著 しく, 大半岩石地 または岩石塑土壌と

なっている｡これに反 L511林班は緩い地形で広 く分布 しているBI)型土壌 も定積｣:の性質を

_示すもLJjが多く,また崩積の度合 も少ない｡今までの地域の峯筋に分Jrfしている BA型｣二重は

一部を除き浅い岩石型土壌となってみられるrJjが普通で ある｡

52-54林牡は地形的性状よりやや堅密に埴枯 した定積｣二の性質を示す BJ)型土壌の分布が

広い.53林鞭の境界近 くは風衝地とな り,BC型土壌が分布 しまた緩い沢沿いの局部に G型

土壌がみられるOこの地域の湿潤型崩積二1二は湧水面下部にかぎられて分布 している｡

e)相模川流域 (58-91林班)

この流域の国有林は,数筒の団地となって点在 している｡全体的には南多摩都下lD国有林よ

り,乾性に傾いた定積二l二の分布が広いo攻に各団地別に説明すれば,

i)問野山団地 (55-57林班)

北斜面の 56林班は Bl)型土壌の分布が広 く, 中腹上郡の沢拾いには BE塑崩横｣二もみら

れ るD南向斜面の 55,57林靴は BA型土壌の分布が広 く,Bl)型土壌 もやや乾性で,北斜面

より堅い定積土の形態を示すものが多い. また,57林班は岩石地および浅い岩石 型 土壌の分

布が広いD

ii)谷Lh団地 (58-61林研)

急峻複雑な地形で,侯独作用が著 しく,ところどころ崩壊地がみられる｡一般に岩石地,栄

石型土壌の分布が広いが,沢沿い等Ul凹状地は深い石磯を含む BE型崩積二1二となり,局膏糎勺に

スギの成長はきわめて良い｡

iii)茨菰山団地 (62-65林班)
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単調な起伏の小さい地形を示 し, 全般に通常からやや乾性に傾いた宝輯士の分布が広いD

B】)型崩積土のみられるのは沢沿いの局部にかぎられている｡北向きの62,63林班は,Br)壁

崩梼土がやや広く分布 しているが,中腹上部は岩石地 ,浅い岩石塑土壌の分布が広 くなってい

るo南向きの 64,65林班は乾性土壌の分布が広く,堅密なB(,t型,BA型土壌がみられ,BI)壁

土壌 も崩積土の場合は少なく,堅いJiE積:LとしてみられるO峯筋の平坦状地にBIう型類似土壌

がみられる｡

iv)仙洞寺山団地 (66-70林班)

66,69林妹は BE型,BD塑崩梼土がやや広 く分布 していが, 崩積士としてはやや堅密に

堆積 している｡67,68,70 林孤は沢沿いの局部に B工)型崩積土がみられるだけで,B▲､型土

壌が広 く分布 している｡この団地は斜面と陣に中腹上部は侵蝕作用著 しく,崩壊地が介在し,き

た岩石地,岩石塑二L境の所が多い｡

Ⅴ)菅ノ沢団地 (71,72林班)

軽い丘陵地形を示し,仝舟封こ堅密に堆積 した定積土の分布が広い｡傾斜のついた沢沿いにき

わめてかざられて崩秩土がみられる071林班の風衝地には堅密な Bc型土壌が分布し,また

峯筋に治って/J]l布する BA埋り二壇 も堅いが,岩石塑土壌の抑 ま少ない｡72林研択沿いの一部

を除き,ほとんど堅い定検土とたっているO

vi)城山団地 (74-77林班)

孤立 した念斜地形をたしている｡ギ寺に74,75林班は急峻で,74林純 の-一部に右横を含む深い

湿潤空堀 積土がみられるだけで,侵蝕作用の著しいため,ほとんど岩石地または岩石型土壌と

たっている｡､76,77林II出土比較的綬 く,BA型土壌の分布が広いOその林研和 こは岩石地およ

び岩石聖土壌が多い｡77#王椎の串川筋は岩石地であるが,75林研よりの沢筋には探いBI)壁

崩積土がみられる｡

vii)志卜r川Jおよび小倉山Llqj地 (78-91林嫌)

起伏J)小さい単調な地形を示 し,BI)型土壌が大牢を,l=iめ, ほかに BA型,Bu型土壌が分

布している0時に 78,79林班は,やや上昇的に発達した単調な地形で,浅い走毛細勺なBD型

土壌の分布が広いO79林和三の択沿いには山部深い崩棋士がみられる｡BA型土壌は淡色の堅い

茄三培土としてみられる080,81林班の沢沿いには石磯の少ない崩積土がみられる｡斜面および~

峯筋の二L蟻も比較的深い｡82木柱虻は急斜面で岩石地および偉い岩石塑｣二壊となり,粕 で粕川の

入口附姓J)斜面ではなはだしいOかえって峯筋にでる BA型土壌の方が深いOまた,83-85林

桝の大日向沢に拾う斜面は, 急峻で岩石地が多い｡84,85林班の湧水面一帽β等,奥部の沢筋

に深い崩積土がみられる｡85林殊の境外にさ圧い斜面上部は強い風衝で,Bc型,BA型土壌と

なっている｡87,88林明は比較的緩く,やや堅い BD塑定秩土の分布が広い.87林班の大沢

沿いには崩横土がやや広く分布 しているが 88林班の~大沢筋は岩石地または浅い岩石塑土壌と
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なっているoql腹上部でみられる Bc型,BA型土壌は深いが堅密に堆積 しているC班界の峯

筋は急で,浅い岩石型の乾性土壌となっている｡ 89-91林班は急峻地形で保蝕作用著 しく,

岩石地,岩石型土壌が斜面に広 く分布 し,崩壊地もみられる｡深い湿潤型崩培土はきわめてか

ざられて分布 している｡

Ⅶ 考 察

A.各土壌型と主要林木の成長,更新との関係

土壌と林木の成長更新とは,今までの塔査あるいは調査結果8)5)で,培接な関係にあること

が認められているOこのことは調査地域幸もほぼ同様に認められたD調査結果から本経営区の

主要樹種についてその関係を述べれば以下のようである｡

スギは恩方川,′トケ沢,小仏川および案内川流域等の BE型,BD型崩積土 (伏流現象のあ

る岩層地 も含む)ではその成長がよく,また成長は土壌が深 く軟かいほど,およびこれら土壌型

の範囲内では湿性に傾くほどよくなっている｡ 定積土の形態 をとる BE型土壌はみられない

那,定積土の形態または性質を示す B工)型土壌は各地に分布 している｡そこでは同型の崩積土

の所よりかなり唖長は劣っている｡また,侵蝕作用の著 しい斜面等で,浅い岩石型となってい

る BD型土壌の所 も成長はよくない｡乾性型土壌では明らかにスギの成長は悪くなるが,特に

浅い岩石型土壌,堅密に堆積 した土壌,あるいは他の条件がよくてもBA型土壌の所では,普

わめて貧弱な林相となっているのが普通である｡今 ProfileN0.3と ProfileN0.7に例示

した B(コ型,BJ]型土壌のスギ林分の材積調査および優勢木の樹幹析解結果を示せば第5表の

とお りであるO

観察上スギの成長の悪い ProfileN0.3のような Bc型土壌と,スギの成長のきわめて良

い ProfileN0.6のような BJ;型土壌では,第 5表で示すように,林分材鏡および単木の成

長量に著 しい差が認められる.C すなわち,40年近 くの単木で材積成長には約 0･7m3の開き

があり,本数の差を考慮外においても 1haの林分で約 353m3 の差がある｡一一般にスギは,

-,lt量観察の結果からも,土壌条件の相異による成長の差は,ヒノキ,アカマツに比べはるかに

著 しいようである｡

第 5表 ProfileN0.3および No.10附近スギ林の材蹟および成長曲線図

Table5.VolumeandgrowthofSugi(Cryptomeriajaponica)

forest,nearProfileNo.3andNo.10.
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ヒノキは土壌条件の相異によって,スギほどに成長上の優劣はみられない｡スギの成育のあ

まりよくない BD型の堅蜜土または浅い岩石塑土壌の所でもかなりの成育を示 し, また, 極

度に浅い岩石型土壌または風簡地等以外では,Bc,壁,BfS型土壌の所でも成長は惑いが, 安

定 した威林状態は示 している｡ しか しB止型土壌の所では,ヒノキでもその威林は困難で天然

第 6表 ProfileN0.5附近ヒノキ林分の材積および成長曲線図

Table6.GrowthofChamaecyparisobtusanearProfileN0.5andatOwase
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生樹種の侵入がおびただしいOヒノ千のいわゆる優良林分はBl)型崩積土 (伏流現象のある岩

層地を含む)でみられ,やや形質不良木にはなるが,BE型土壌の師ではさらに良い成長を示

している｡また,B上)型定積土も,崩積土の所に比 し,ことに樹高成長が劣るが,普通にはほ
ぼiE常に近い成長,威林状態を示すとみてよい｡苗に例示 した ProfileN0.5は, ほぼヒノ

千の適地と考えられる BD型崩積土で, 附三丘のヒノ千林分も形質および材積成長ともほぼ正

常に近い｡ケその林分の蓄積および優勢木の桂惰さ析解結果を示すと第6表のとお りである｡

比重交のためにほぼ同年令の尾鷲地方1等地のヒノ千林分の蓄積および林分中干均木の稔成長

曲線図を併記 したが,約 40年では各成長ともProfileN0.5 の方が大きく,材横線成長で

約 0.1m3 の差がある｡このように第6表からも,Br,型崩積土をヒノ千の適地と考えて誤 り

ないと思 うO

攻に観察結果ではアカマツは土壌の相異に対す る可塑性がスギはもちろん,ヒノ千よりも著

しく大きいようであるが,堅密度の影響は強いらしく,膨軟な土壌ほど- -たとえ乾性土壌で

ち- 成長,更新は旺盛である.ここでアカマツにかざらす一般に,人工造林,I)適地と天然更新

の適地とは臭っているもので2),アカマツの造林適地は,スギあるいはヒノキ封官ぼ同様BE塾,

BD型崩韻土とみられ,天然更新の適地は,乾性土壌と考えられる｡ この両者を通じてみても

膨軟な土壌ほど成長あるいは更新が旺盛である｡ケさきに例示した ProfileN0.2(BA型土

壌)ProfileN0.4(Bo型土壌)および ProfileNo_6(BJ)型土壌)附近に成立 しているア

カマツ優勢木 (植栽木)の樹幹析解結果を示すとFig.10のようである｡

Fig.10によれば各成長量とも大差なく, ほとんど同様な傾向を示 している｡45年近 くの

材積稔成長は ProfileN0.2と ProfileN0.6は約0.7-0.75m3であり,ProfileN0.4は

約 0.55m3 を示 している｡ProfileN0.2 は著 しく乾燥 しているが深 く膨軟な土壌であり,

ProfileN0.6は湿潤塑崩積土であるが地形的性状によりやや堅密に堆積 し,ProfileN0.4

は躯乾性の堅密な定積土である｡このような土壌条件から成長曲線図をみると,アカマツの植

栽木は,湿潤型で,しかもまた膨軟な二l二壊ほど成長が良くなる傾向にある｡

なお ,高尾山団地または 11林班等のアカマツとモミの天然林の観察では,両者とも乾性土

壌に対す る適応力は強く,BA 埋土壌でも天然更新は旺盛で,また相当な成長状態を示すが,

上梓徴的な菱は両者が天然に競合 した場合,堅密なあるいは蔑い岩石塑土壌ではアカマツよりモ

ミが優占している｡この点モミは二しこ壕の堅密度に対する適応性がアカマツよりはるかに大きい

ようである｡このことはまたモミ,アカマツJj天然生林分の造成にあたって一考すべきところ

であるo

B. 森林施業に対する意見

本調査を通じて吏新方法ないしは適地の選定に対する意見を述べ,施薬面に寄与するところ

があれば幸いである｡
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樹種の更新または成長J)最 も旺盛な所がいわゆる適地と考えられる訳であるが,前にふれた

ように2, 3主要樹種の造林適地は, 多少の差はあれほとんど同じような土壌 とみられるの

で,経営上いわゆる適地の考え方だけでは更新樹種を判定しえないことになる｡

当営林局の経営方針として更新適地の選定については,第一義的にスギを植栽 し,ついで土

地条件の許すかぎりヒノキを期待 し,これら以外の地域では天然更新によるのが得策であろう

と考えているOそれ故このことと前項で述べた樹種と土壌型との関係をあわせ考慮して土壌の

面より更新適地を選定してみたい.

スギは B】1型土壌,Br)型土壁 (堅蜜に堆積したFJt-および浅い土壌の所は除 く)に,ヒノ千

は B工'型｣二境の一部,Bc型土壌 (極度に浅い岩石塑土壌および風衝地等を除く)に栢栽を執

待したいO

現在相模川流域の津久井郡下には広くアカマツが植栽されてお り,特に志田山西部地域をは

じめ造林に成功している所 も見受けられるが,一般にそのような朋は土地ないしは土壌条件に

も意まれているので,原則的には当営林局の経営方針ならびに普通に考えられるアカマツ造柿

の技術的難点および乾性土壌に対する樹種の適応力を考慮すれば,アカマツ林の造成は,スギ,

ヒノキ造林の不利な地域で天然更新によるのが望ましい.なお,造林する場合にはBc塑およ

び BIj型土壌の所にとどめたい｡アカマツの天然更新にあたっては,モミとの競合が考えられ

るが,立地に通 した樹種を積極的に成立させるのが肝要である0

本経常区は梗高もさして高くなく,土塊図に示した一部の風衝地を除いては,気象要素が樹

種の成立,成長を左右するような重大な影響を与えている壬は思われない｡また,特に崩壊地

あるいは土壌保全,林地養護を強調すべき激しい佐蝕地は少ない.ただ,高尾LF｣団地には局部

的に佐蝕地が介在するので,このような所に経済林分を期待するのは無視で,第一養的に植生

ないしは天然生林の安定化をはかるべきであるD

JV 総 括

1. 本調査は国有林野森林土壌調査要綱に塞いて実施したものである0

2. 調査地域は東京営林苛管内東京経営区で面積約 2100haであるO 多摩川,相模川の流

域で,低山あるいは丘陵地形である｡地質は主として′ト仏盾群に属する基岩によって占められ

ているD気候は年'Ti均気況約 13oC,年降水量約 1430mm,年平均湿度約76/OiであるD植生

は暖帯より洩苛-の移行塾を示 し,林況は一部地域の天然生林を除けば大部分スギ,ヒノキ,

アカマツの造林地となっている0

31 二1二壕の分布は｣二壊図として示 した0 本経営区内に現われる土壌はほとんど鴇色森林土

で BJA,BB,B(-,Br',BEの各土壌型であるが,きわめて局部的に地下水｣二廃が認められたO

前記各土壌型の標準的な管断面を設定し,観察記載の終了後,供試土壌を採取2,3の理化学
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的実験を行った｡

4.BA型土壌は主として峯筋の急斜地に分布 し,表土の浅い場合が多いO全面積の約22% に

及ぶ｡BI3型土壌はおおむね峯筋の綬斜地に現われ,Al啓の発達がi:く,安定 した土壌暦を示

しているC分布面積は僅か 1% にすぎないoBc塑土壌は沢に望む急斜面または斜面の変化点あ

るいはその上部の綬斜面に現われることが多く,出現面積は約 4% であるoB工)塑土壌は定積

土としては緩斜な山腹に,崩積土としては沢沿いに現われる｡分布面鏡は最 も多 く, 約 66%

に達する｡BE型土壌は長大な斜面の山脚部沢沿いに現われ,崩積土の形態を示 している｡面
積は約7%であるbG型土壌は沢沿いの平坦地にきわめて局部的に現われているにすぎない.

5. 主要樹種の生育と土壌型の粛係をみると,スギの成長は BE型土壌で最良で,BI)塑土

壌ではほぼ普通程度の成長はするoBc,BB,BA型土壌の順に成長不良となるO また, 崩蹟

土は定積土i:り或長良好である. ヒノキもBE型,BI)型崩積土で最良で,以下スギと同様の

順に成長不良となるが,土壌型の差による成長の差異はスギほど著 しくなく,また乾性土壌に

対する適応力はスギi:り強いbアカマツはさらに土壌に対-する適応性が広し･1.しかし,造林木

の成長は BE型′B】)型崩積土で最良であるが,天然更新の適地はむしろ乾性二上二壇に認められ

る｡そして両者とも膨軟な土壌では成長が良いのが注目されるOモ ミの通地はアカマツと同様

であるが,堅密な土壌に:すする適応性がアカマツより強い｡

6. 前項の適地判断と当営林局の経営方針 より各土壌型に対 する期待樹種 としてBA,BB型

土壌ではアカマツ,モミを主体とする天然更新が望ましく,特に膨軟な土壌では,天然生アカ

マツを期待 しうる｡Bc型畠i:び BT)型土壌でスギの成長不良となるおそれある場合はヒノキ

を植栽LBI,壁,Bl;型土壌年射て崩積土には積極的にスギを植栽 したい｡
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TakahiroKTZAKT,ToshioWATANABE:SoilsofthTOKYONationalForest.

(TokyoRegionalForestryOffice)

R6sllm6

1. SoilsoftheTokyo managementunit(2100ha)were surveyed,and

relationshipbetweenthesoilpropertiesandforestgrowthwasdiscussed.

2.Mountainsofthisareaarelow andhilly.Bedrocksbelongtothe

Kobotokeformation.

Annualmeantemperatureis13cc.

Annualprecipitationis1430mm.

Annualmeanhumidityis76%.

Greaterpartofthisareaisartificiallyregeneratedby Sugi (Cryptomeria

7'a♪onica),Hinoki(ChamaecyParisobtusa)andAkamatsu(Pinusdensiflora).

3. Soilsofthisareabelongtothebrownforestsoil,andtheLOewere

Thepropertiesoftheseclassifiedsoilshadthesametendenciesasthoseof

thepreviousreports:ForestSoilsofJapan,Report1,2,and3.

4.ThemorphologiCaldetailsandchemicalandphysicalanalysisofthese

sclilsweredescribed,andtheirdistributionswereshownontheattachedsoil

map.

5.NaturalregenerationofPinusdensifloraandAbiesfirmaisfairlygood

ontheBA-andB王ゝ-soils.Thelatterspeciesoftreecangraw wellevenonthe

compacts〇il.

Crypiomeriaj'aPonicagrowsvigorouslyontheporouf,BEsoil,andfairly

wellontheporousB]一･soil.

ChamaecyparisobiusagrowsbetterthanCryptomeriaontheBc-soiland

compactBD･SOil.

6, Themanagementplanaccordingtotheresultsofthissurveyisasfollows:

BA-andBB-SOils:NaturalforestofPinusdensifloraandAbiesfirma

Bc-soilandapartofBr,-soil:PlantationofChamaecyparisobtusa

BJヨーSOilandremainingpartofBD-soil:PlantationofCrypiomeriajaponica.
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Ⅰ 調 査 区 域 の 概 況

A.位 置

＼

1. 緯度,経度,海抜高

緯 度 北緯 35034′40′/～35038′42′′

経 度 束経 137034′46′′～137044′01′′

海抜高 445-2,113m

2. 行政区劃

長野県西筑摩郡読書村

3. 面積および地種別面積

総面積

普通林地 天然生林

人工林

伐採跡地その他

計

制限林地 崩壊防備保安林見込地

風衝地その他

計

除地 附帯地貸地雑地

4,166.70ha

2,241.38ha

504.65ha

17.13ha

2,763.16ha

1,069.96ha

246,24ha

1,316.20ha

87.34ha
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声 . 気 候

木曾谷は,長野県の南西部に使道し,内陸性の気候を示す｡本経営区の中心から,ややはず

れているが,最 も近接地である大原観測所の気象観測成績は,第 1表に示すとおりである0

-,-fI原観測F.斤に比 して海扱高の高い本経営区全体としては,午-,l=均気温はより低 く,年降水量

はより多いものと推測される｡

第 1 表 気 象 観 測 成 症

位 置 長野栄西筑産郡読書村大字上ノ原 観測期間 白昭和 10年 1月-至昭和 19年 12月

緯 度 北緯 35036′45'/ 経 度 東経 137037/50〝 海抜高 600m

霊低気相 5三言 …∴ ; B三iS:= 14三三. 18;≡ 13三…･ 15二鳥 2持 636:;

l降 雪 初雪 平均 12月2日 最早 昭 13.ll.13 終雪 平均 3月26日 最終 昭 19･4･16

降 霜 初霜 〟 11月4日 〟 昭 13.10.17 終霜 〟 4月27日 〟 昭 14･5･16

雨量素数 175.7

C. 地質および地形

1. .地 形

本経営区は,木曾山脈南部酉斜面に位崖する与川,南木曾国有林と,飛弾山脈の南端支脈で

ある阿寺山脈南端の三殿向国有林の2団地から成っているO

与川,南木曾国有林は,木曾駒ヶ岳南方の摺木山を中心とし,これより北西に走る嶺線によ

り, 仰奈川経営区と墳 し, 西南に走る嶺紬により,蘭経営区と境を接 し,その中問の撮興部

は,木曾山脈主脈を境とし天竜川流域伊部谷に揺する｡

仝触 こ急傾斜で,特に南木曾山方面は絶境であるOおもな水系は,上山沢,下山沢の2支流

であり,これらは経営区外に出て合流 し,木曾川に注ぐo三殿向国有林は,木曾川西岸にある

団地で, 本流の急激 な開析により形威された峻険であり, 基岩重畳として露ltj.する箇所が多

く,南木曾山とともに木曾谷でも稀にみる絶境である｡水系としては,数笛の細流が,木曾川

に注ぐのみである｡

2.地 質

本経営区は木曾山脈を中心とする花嵐岩地帯に属しているO基岩は大部分が斑状黒雲母花梅

岩托 あり,稀に粗粒J)黒雲母花罵岩′隼花嵩岩 (Aplite)石英斑岩等が認められるO

全般に,垂直に近い節理の発達が顕著である｡
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D.林況および植生

1. 天然生林林.TJ｡Lおよび埴生

天然生林における材積歩合は,針葉樹 88%,広葉樹 12% である｡ 主要な針葉樹は,ヒノ

千,ツガおよびサワラであるOその他,コウヤマキ,モ ミ,ヒメコマツ,コメツガ等 もかなi)

多 く分布 してお り,中で もコウヤマキは,三股向,南木曾山方面においては,ヒノキにつぐ蓄

積 をもっているoブナ, トチ, ミズナラ, ミズメ,かyラ等の広葉樹は,丸山沢,胡桃EH沢を

はじめ過去に伐拝を受けた地域に多く,林相は不整である｡

経営区全般の平均林令は 200--210年と推定される｡

各調査地点の植生調査の結果を綜合すれば攻のようである｡

海抜高 1,100-1,200m 以下･n地では,ツガが擾勢,1,500-1,700m 以下の地では,ヒノ

キが優勢であることが多いO

下唇植生も海抜高 1,100-1,200m を境 とし,低稗にはクロモジ,コ-クウンボク,スズク

ケ等があり,高所にはヤマダルマ,コシアブラ,クマイササ等があり,比較的明瞭に,住みわ

けが行われているO

植物帯としては,海抜高 1,500-1,700m を推移帯として低抑 ま温帯性植生であり,高所は

曲高山性植生であるo

l)主要な群落

a コウヤマキ--- ヒノキ 群落

b ツガ←-サワラ,ヒノキ 〟

C サワラー -ツガ //

d 広葉樹 〟

e ヒノ千･--- ツガ,コメツガ,サワラ /I

f ヒノキ 〟

h ヒノキ- サワラ //

i サワラ 〃

主として涯扱高 1,100-1,200m 以下

圭として海抜高 1,500′-1,700m 以下

J ヒノキ- コメツガ '/ )

k コメツガ, トウヒ,シラべ ,ダケカンバ群落,主として海技高 1,700m 以上

2)各群落の概況

a コウヤマキ- ヒノキ群落

覇木曾,三殴向方面に多く,下LrL沢流域にも局部的にみられる｡涯孜高 800-1,300m の問
に分布 している｡

ツガ,アカ ミノイヌツゲ,シヤクナゲ,イワウチワ等をともない,コウヤマキの稚横の発生
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が著 しい｡

b ツガ- -サワラ,ヒノキ群落

海抜高約 1,300m以下の急傾斜地に分布 し,本経営区に急いて最 も広い面積を占めているC

クロモジ,ウスギョウラク等をともない,ツガの稚樹の発生が多い｡

C サワラー- ツガ群落

胡桃FEl沢,丸山折等の海抜高約 1,400m以下の地に多くみられる｡ ヒノキ,モ ミ,ウスギヨ

ウラク,スズタケ,スゲ類等をともない,ツガの稚樹の発生が多い｡

d 広英樹群落

丸山沢,三殿向,および胡桃田沢の傾斜面下部にみられるOブナ, トチを主とし,サワラ,

クロモジ,オシダ,スゲ類等をともなうo

e ヒノキ- ツガ,コメツガ,サワラ群落

醇按高 900-1,500m uIRHの上山沢, 下山沢流域に広 く分布 し, 他の流域にも若干みられ

る｡クロモジ,ガマズ ミ,ウスギョウラク,コシアブラ,ササ,イワウチワ等をともなう｡

f ヒノキ群落

TIJ山沢奥および三殿向上部の海抜高 1,100-1,500m の問の比較的綬傾斜の地にみられる｡

他の喬木の混交は少なく,ヤマダルマ,ウスギョウラク,ササ三類等をともなう｡

g ヒノキ- アスナロ群落

下しlJ沢および三殿向の海抜高 700-1,400m の問に局部的に分布 し,アスナロの稚樹の発生

が多い｡

h ヒノキーーサワラ群落

上LLl沢および下山沢の海抜高 1,100-1,500m の間に局部的に分布 し, ミズメ, コシアブ

ラ,ヤマダルマ,ササ葉乱 スゲ類等をともなうo

i サワラ群落

経営区全般の海抜高約 1,400m以下Jl沢沿い地に分布 し,ヒノキ,ツガ, ミズメ, クロモ

ど,コ-ウチワカエデ,ウスギョウラク,オシダ,スゲ額等をともなう｡

j ヒノキーー コメツガ群落

上山沢,下山沢興部の温按高 1,500-1,700m の間にみられるo漉苛性栖生と亜塞性植生の

推移帯をなしているOコシアブラをともない,コメツガの稚樹の発生が多いo

k コメツガ, トウヒ,シラべ,ダケカンJ{群落

上LLl沢,下山沢奥の海抜高約 1,700m以上に分布するo亜寒帯性植生である｡調査費料が乏

しいので群落組成は明らかでない｡

2. 人工林林況おi:び植生

本荘営区の人工林は,上山沢,下山沢,南沢の各流域にみられる｡大部分がヒノキの単純棺
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第 2表 人工 林 の 生 育 状 態
流 域 海 抜 高

J､1_下 り 1:J､l_土
林 令

1

10

ス ギ 上～1 1

2

7

3

-

1･
4

2 2

1

5

1

3

-

r1.
-

2 2

8

3

つ/一
-1
/b

栽林である｡一部の沢沿い地には,スギあるいはサワラが植栽されている｡林令は大正8年植

栽のものを最古とし,下山沢流域が最 も古く,南沢流域これにつぎ,上山沢流域は最 も幼令で

あるO

林木の生育状態について大体の傾向を把捉 するため, 調査地点における平均樹高 を収穫

表1)2) と対■比 し,収穫表の地位に応じて生育状態を区分 したOその成績は第2表のとおりであ

る｡

これによれば本経営区の人工林は,大部分が涯按高約 1,200m以下に位置 し,気候条件が良

いため生育は良好で生育中以上の林分が過年数を占めているO

流域別にみると上山沢流域は,生育はやや劣 り,下山沢,南沢流域は生育が良い傾向があるO

海抜高別にみると,海抜高が犬となるにしたがい,生育が低下 している｡

林令についてみれば,20年以下では大部分が生育下に属 しているD

Ⅱ 調査ならびに分析の方法

本調査は,林業試験場編 ｢森林土壌調査方法書｣に塞いて実施 した｡調査事項および方法J)

やや異なる点は次のとお りである｡

A.野外調査

1･ 土壌断面の設定 4. 土壌断面の記載

2, 土壌断面の整備 5. 試料および標本再 末葉

3. 土壌断面の描写および撮影 6. 附帯調査

a 植生調査

各断面の周囲約 10m JIり方の範囲内について植生階ごとに頻度調査を行ったo

天然生林においては,断面の周囲の喬木 10-20本につき成長錐調査を行った｡

人工林においては,断面を中心として 0,05haの範囲内における槙準木を選定 し, 樹幹析

二解を行った｡

b 地形見取図の作成



与川経営区の土嚢 (林･下出)

B.室内実験

1. 土壌の理学的実験

2. 土壌の化学的実験

a.pH価の測定

アンチモン電極法により,土壌懸濁液の pH 蘭を測定したD

供試土壌と水の比は 1:2.5とした｡

b.避換酸度の定量

C.衆素の定量
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皿 土壌の種類と性質

A. 土壌の種類と性質の概要

本経営区は全般にわた り,花覇岩を母岩とし,その節理は垂直に近 く全般に急傾斜地形を形

成 している｡このような地質と地形との影響により,土性は仝舟削こ砂質であるD

沢拾い地を除き一般に乾燥性の特徴が強いが,これは急傾斜のため地表水がゴ寵妾 しやすいこ

と,保水力が弱いことによるものであろうかO

年降水量は 2,300mm 以上に達 し,経営区全般の急峻地にヒノ千,ツガ,コウヤマキ等の

針葉樹の群落が多いため,海抜高が増す忙したがいかたり明瞭な溶阪作用が現われているOこ

れ らの国子が集積された結果,全般に海抜高の低い地域では,やや乾性の適慣性土壌が大部分

を占め,海抜高の高い地域では,弱ポドゾル化土壌が大部分を占めているDこのほか尾根筋に

は乾性土壌がみられ,沢沿レ､地にL/a:,弱湿性土壌,山腹下部には適潤慎二〔二壊あるいは黒色土等

がみられるO

堆積様式は,大部分が定積土で,岩石地を除き,表層-P机丘に石磯を含むことが稀で,漸変的

,に風化 しているO

崩積土は全般に傾斜面の下部にみられる｡三股向,南木曾山方面はほとんど全地域に基岩の

二露出がみられる｡

極端な砂上は,与川方面に多くみられるが,一般に急傾斜の尾根筋には砂分が多く,山腹の

凹曲面ではやや粘土分が多くなる傾向があり,棲地形による｣二性の変化が著 しい｡

上山沢流域別条きLLl腹の凹曲面には,しばしば小頒横の崩壊が発生しているo

B.各種土壌の特徴

本調査において認めた土壌型は林業試験場編 ｢土壌型の説明｣によったものであるD

1. BA型土壌

BA塑土塊は,主としてF]当i)および風衝の影響を強く受ける南面ないし西田の尾根筋に硯

.われる｡-肢に F暦の発達は良好で,各官位の推移状態は明瞭である｡A 暦および B暦に
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は菌糸網骨あるL,.は菌糸の集団が認められる｡A 骨から B層へ かけて軽髪な粒状構造が発達

し,A骨は淡色を呈することが多い｡

第 3表 ProfileN0.1の植生概況
L~F 二~ご~L==i==---~ーJ 一二

20

6 0

80

- :
/-1

d一 正 J∴_"_
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＼ )

I::;.l fJ 上 ･

-- - -----~一~~~~-~ /

･右 o ド / ど
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B･ 潅 木 ) ;;三 ッッジ
) コハ クウンボ ク

B2 高茎茸

地 表

Cl

バイカツツジ

ムラサキシキブ

ワラビ

スズタケ

カヤ

ヒカゲノカブラ

a

f

f

0

0

f

0
0
f

樹 高 胸高直径

6 8

Profile1.

位崖および地形 :102林班 尾根筋の 凸斜面 傾斜 角

第 1図 ProfileN0.1 度 :360,傾斜の方向 :SSW,海抜高 :890m,林相
BA型土壌の断面

ヒノキ人工林

土壌暦断面

L-IF Icm

A 3-4cm Buckthom Brown(濃椅～黄平色)0loosegranularstructure,すこぶる,

乾燥,菌糸多,細粒やや多o

B1 27cm Buckthorn Brown,loosegranularstnlCtureo乾燥 し,軟易経ミ系やヤ多,

菌糸多,B2 骨との境鼎は明瞭｡

B2 30cm Tawny-Olive(濃栓-黄槌色),細砂質で火山衣に類似,細根少｡

C1 20cm十傑部まで崩れやすい斑状黒雲母花嵐岩の年風化物｡

植生 第3蓑のとお()C

地表一面に野猪のため深さ 0.5m,巾 1m くらいの水牛溝状の掘 り起しを受けている, ヒ

第 4表 BA型土嬢 Profile

Finesand

悼

rコ/八Jl人H寸Ej/1∃/J＼ノJ旦さ )

｣∴ ､日工 一､､I1..I::Il::･..十 ･ tut:.r:･(::L､･∴t.I;･･･. r: ･∴capaclty Offreshsoil

理 学
PhysicalpropertleS

白然状態:貴大春水量 目乗取暗合有水分量

:-＼:':A:I.rl.:呂T..･J.I.I:...‖･7･.:.L.孟i豆 tTv-51"u-m-seT wk:ei -∈por叫 Air)

機

細 土

監asB3㌦ 細 砂
sand

……(軍畑 三8=三H gii上 竹 三…≡ 貢 十 - 6



与川経営区の土壌 (林 ･下出) - 95-

ノキは樹勢がよわく,葉が黄味をおぴているQ

この土壌は比較的 pH価が大で置換酸度が′1.であり,米素量が少ない.

2.B工'′型土壌 .

BD･型土壌は,BD型土壌の亜型でそれよりも乾性に傾いたも一のと思われるD有機物が比較

している土壌がかなり広 く分布 している｡槙式的な BD型土壌に比べるとやや乾性の特徴が認

められるので B】)′として類別 した｡

Profile2.

位避 :53林班中腹の年余i面, 傾斜角度 二380, 傾斜の方

向 :S,海抜高 :940m,林相 :ヒノキ人工林

土壌管断面

L～H 2-3cm 乾燥 し,曙鴇色を呈する,紬根多｡

A 12cm Sepia(黒樫～黄槌色),Cmmb および 40

granu]arstructure, 納税多, 菌糸少,

第5表 ProfileNo･2附近植生概況 60

帽 層 種 名 数 度

濯 木 ムラサキシキブ

ミツバ ツツジ !

薫 … ク /

l

コハ クウ ンボ ク ｢

低茎革 ･ ノギ ラン

No･1の理化学的性質

Mechanicalcompositions

a

f

0

0

0

o

0

0

0

f

r

樹 帯

∴ : I

13 20 80

′oo

イ･イ＼ィ :.I:
人

㌔ 1 5′Y.
小 L1

-I-､_一一一一一一1---
/ ･ hl

ノ

Q

･LC)

第 2図 ProfileN0.2

BI)′塾土壌の断面

----.--m-pH
…≡･･"･tfLLこ:.I.:..T･.一一".:l･L･.tl.:Silt

1∠】.9 9.5 21.0 : 21.3 ･ 38.4

iExchange

戸aciydl"y

B2

F33

炭 素

C

0.7
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断面番号ProfileNo.

2 / 53 ヒノキ
人工林

〃

〃

71

7.

0

林野土嚢調査報告 第4号

第 6表 BD′型 土 壌

Physicalpropertiesll

capacity
1)u

BZ(30)j 72･'

.て∴

……:書 き …≡:≡

≡ 三き

LB.L'(3

A(表土

39.3 ～42.5

48.7

49.2

71.2

17.4 ㌧37.5

77.6

73.4

18.7

80.9

56.3

108.3

､丁ミJ･
Bl暦との境界は明瞭｡

25･1 225･5 】66･7】

頂
3
･6

5･5

㌍

3

"

5･6

1･｡

5･5

7･2

9･5

3･〝O

Bl 14-18cm Saccardo'sUmber(暗樫～黄裡色)堅密G弱度の塊状構造が認められるC

菌糸稀,納税やや多D

BB 36cm DresdenBrown (暗樫～黄桜色)砂質,菌糸稀,銅根少O

第3図 ProfileN0.8

BD塾土家の断面

B3 75cm十 ClayColor (樫一黄槌色), 砂質, 細根

株,石棟を含むQ

植生 第5表のとお り ｡

理化学的性質については,同一土壌型に属するもJjを一括

掲記すれば攻のとお りであるO

この土壌塑川こ属する土壌は ProfileN0.3 を除き,比較

的 pH価が小で置換酸度が大であり,瑛素量が多いoなお,

ProfileN0.3は乾性の特徴がかなり明瞭で BA型に近いも

のとみられるものである0

3. BD型.土壌

BD型土壌は,JE常な鴇色森林土であるoF骨,H層-GT/悼

別な発達は認められす,A骨は有機物に富み,団粒構造が発

達しているoA,B両暦の推移は, 漸変的であるO いわゆ

る,音容脱作用は認められない｡

Profile8.

位置 :101林班沢沿いの平斜面 傾斜角度 :380 傾斜の



与川経営区の土壌 (林 ･下出)

の 理 化 学 的 性 質

機 械 的 組
Mechanicalcompositions

面一仙

蘇:Fainn:eglI&Si.輿 .轟 avs I%C:oaanrZg! 蘇:Fainn:egl

23.7 ! 8.5

9.7 .20.0

6.2 ; 9.5

77
]

4

5

つr)

8

2

つJつJ(∠

3

∩)

つJ

40ノ57一
∩)
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化 学 性
C h e m ic a l p r operties

5.9弓

5.9.
8

4

∩U
1

/b

5

Jrn7

8

∩)

(J

(J

Jr
L/..

4

5

__I

5

r

_

.I
E
.ー

L

/LU′b

a
f
0
0
0
0

r

r
一

方向 :SE,梅抜高 :810m, 第 7表 ProfileNo･8の植生概況

林相 ･,ヒノキ人工林 階 層十 ~宕 ==~~~~二言 =i=妄 言吾 妻==~r-i=-;Fc=mi-;

F Icm 笹 木I

A 6cm Olive-

アワブキ

トチ

ムラサキシ′キフ

Brown -クウソボク

コミネカェデ

(暗梓～ ッル ツ ゲ

黄濁色) ー__墜葦草｣ __I_山__一_A,〉nー_Wー_ミヤマイタチシダ'

4

5

つJ
1

4

7

7

3

7

(∠

8

4

Crumb-stmcture発達,細根多｡

B1 34cm Saccaido･sUmber(黄栓～黄槌色),株系少,石碑を含むDB2暦とJj境界

は漸移｡

B2 60-70cm DresdenBrown(曙樫～黄空色)oBI督-よりも砂質で淡色,細根少｡

C 斑状黒雲母花嵐岩｡

植生の概況は第7表のとお りO

こLD土壌型に属する各 Profileの理化学的性質を並記すれば第8表Jjとお りであるo

Pf.8.および Pf.9.においては比較的 pH価が小で遣換酸度が大であり,呆素量が多い

那,Pf.6.および Pf.7.は黒色が強くBl型に畢似の形態を示 してお り, 他に比して pH

価が大で置換酸度が少であり家素量が少ない｡

4.BE型土壌

BE型土壌は,沢筋のやや湿度の高い朋に形成されるもので, 濃暗褐色の A暦を形威 し,
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第 8 表 B工)型 土 壌

改 善 . 性 ~~ J
Physicalproperties

工 .:二･･"･∴.T::.;!･ト 豆 IL:I:::::.::.:;L;∴ :.∴ ..

cn.antduirt霊nPlumueら
FJ 55し､人工林

ヒノキ

竺 聖 1竺竺 eLwei聖

7 宮 完工穂 譜 86;:冒

小 5ろ 巨 覇 曇 巨 ……‡oz

ヒノキL

…………桟 …甘 言…;≡

l

三三二三 ㌦ 35:… ヲ…二三 日 ;:;

1

人工林j
Bl(10):. 69･1 60･5 87･4i49･7 71･7

B･1(30); 87.8 59.5 66.9;44.2 49.7

詔

崇

2｡I
9

㌍

崇

崇

㌍

語

嵩

7-
･
4

崇

崇

71･
｡

崇

m

l

B暦イj:無構造でやや脊味のある暗褐色を呈する｡F層-,H 暦の発達は顕著でな く,各官位の

推移は,漸変的である｡

Profile10.

位置 .'823林班傾斜面下部JT'凹斜面,傾斜角度 二300,傾斜の方向 .'NNE,海抜高 :990m,

林相 :サワラ,ツガ天然生林

｡

層

h
木

帽

言

問

-

つL

F
A

A

第 9表 ProfileN0.9の植生概況

m 【 cm .

ラ

ガ

キ

ワ

ノ

サ

ツ

ヒ

モ ミ

l

!-7ルバ ノキ

ツル ツ ゲ

jコノ＼ウチ ワカェデ

ウスギ ョウ テ ク

ツガ

{二ヒ ミ

｡l 芸芸芸 L7;£;言

第4図 ProfileNo.10
B工)型土壌の断面

地 表 rム クゲヒノキゴケ

a

o
f

f

0
0
0
r

r

r

0

∫

a

0
0
0
0

2

0

∩)
4
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の 理 化 学 的 性 質
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Mechanical｡.mp.siti｡ns bhemi｡alpr.pe,ties

細 土 日 分 中 i 原 土 日 分 中

画 ~ 軒 ｢葡｢面
CoarseIF ine
sand .･sand #siltij'偲 af .

･
"

言
㍉

:

｡
.･
I:

.

:

I.
l･
.･
､､..:

置換酸度
Exchange
acidity

yl

;工 き 工 工 …二8, ;≡;:工 工 侶 L;':≡

43･5 : 40･9 r 7.0 f 8･6

L

n.IIつ′一∩フつ/一 8
.
】

4･5!
5.3r /h)rJ37

つ/I

/{
)

8

7
]
ou

つエ:

-oノ

4

4/ら

80

7 q
ノ∩)

4 53 4 ∩
)

8

4

∩)
4

土壌暦断面

F1-3cm主として広葉樹,
クマイザサの落葉｡

A14-8cmRow-
Umber(黒樫-黄色),
Crumb-structure,
湿潤で軟かい,
クマイザサ

の秩系多
,
木本の楳系少
,
やや粘着性あり
｡

A314-16cmRow-Umber(黒樟～黄色),
Al暦よりやや堅蜜,
根系やや多
,
石棟を含

む
,
BJ%との境則j:漸｡

B35-45cmTawny-Olive(
濃樫～黄髄色),
細砂貫で多湿
,
粘着性なく石磯を含む
,
細

板碑
｡

A′20-35cln
IIummyBrowfl(黒樫-苛ilt-也),
ZiE状に着色
,
衣青色の部分あり
,一
種の

グライ腎とみられる
｡
粘着性あり
,
多湿
,細
線稀
,
石碑をふくむ
D

C
120cm+有色鉱物に乏しい牛風化の粗粒黒雲母花擬岩o

B骨を除き
,
粘着性ある崩積土であるO

植生第9表のとおりO
第10表BE型土嚢ProfieN0.
10の理化学性

･L:i l'::二
(深度)
Horizon

頼 横 的 組 成
Mechanicalcompositions

Silt Clay
rp_｣ _至竺_nT Q ｣_車 ∴ ニ;I::-:言 ･ ･ !t:.: I.A

微砂
Silt

粘土
Clay

化 字 性
Chemicalproperties

置換資産
Exchang
acidity
yl

炭 素
()(I
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この Profileは他に比して pH 価が犬で置換酸度が小であり,炭素量が少ない0

5.Pt'Ⅰ,P工)E型土壌 ′

ポドゾルおよびポドゾル化土壌であるD厚い粗博椎骨が形威され.その下に衣白色の溶脱管

があり, その下部に赤味ある暗褐色の集積暦がみられる｡潜晩骨の帯状のものを P工)T型と

し.珪状のものを PDrl型とするD

Profilell.

位置 二72林班山脚の凸斜面,

傾斜角度 :480, 傾斜および方

柄:NNW,拓按高 :1170m,

林相 二ヒノキ. ツガ天然生林

土壌暦断面

F 3-5cm ヒノキ,ツガ

広葉樹のやや分解 した落葉｡

H 3-5cm湿潤,細租多c

A2 10-14cm音容蛇管,Drob

(樟 ～ 黄 純

色), 薗糸や

第 11表 ProfileN0.11の植生概況

潅 木 ; ア クシバ f

高茎茸

低茎草

リヨウブ

ブナノキ

クヮモジ

ヤマ ダルマ

コシアブラ

コ-クウンボク

オオカメノキ

ミズナ ラ

スズタケ

イワウチ ワ

シノブ グマ

S/シガシラ

o

0

0

0

0

0

0

r

0

a
f

r

乏しく砂磯質で乾燥.根系多.スズタケの

根少｡

B2 30cm集積7g-,SnuffBrown (暗黄～樫禄色). O

菌糸多,堅密で多少の粘土分を含むo小磯

あ り｡

C 斑状黒雲母花嵐岩o

植生 第 11表のとおり｡

この土壌型に属する土壌は比較的 pH価が小で遣換酸度が

大であるo 第 5図 ProfileN0.ll
PT)1型土壌の断面

6, PDnI型土壌

Profile17.

位置および地形 :151林班 急峻な斜軌 傾斜 52D 傾斜の方向 二NNE 海抜高 1,loom

林相 二コウヤマキ. ヒノキ天然林



与川経営区の土嚢 (林 ･下出)

土壌骨断面

L～F2-3cm コウヤマキ,ヒノ千の落葉および腐葉｡

H IOcm 黒褐色,湿,中,紬根多｡

A2 12cm LightDrab(淡樫～黄純色),砂質,影,

湿,和根稀,音容晩暦o

B1 20cm やや衣色をおびた Raw-Umber(黒檀～黄

色),濃淡の斑状着色,細砂質壌土, 過,

石棟に富む,磯の周辺に 中,紺根 少数 分

布,堅密度不整,集積暦o

B2 50cm Olive･Brown(暗樫～黄濁色), 細砂質壌

土,哩,石磯に富む,磯の周辺に中,紬根

少数,集積唇O

斑状黒雲母花端岩o

】
階

㌃

ー 101-

第 6図 ProfileN0.17

急斜地の PI)1塾土壌の断面

第 12表 ProfileNo.】7附近の植生

這二千 二完了 :-~~盲 ~~~~･-;-盲 ｢訂 盲 ~嘉 表表｢嘉 壷T ~~表~~~一一 妄

Lマルバノキ O

草本,地表 ｢ クマ イザサ m30

._

酌
._

0
f

f

この土壌は三股向,南木曾山方面の岩塊の多レ㌧急斜面の土壌の一例であるO急峻地であるた

め石棟が多く,風化は進んでいないが明らかにポドゾル化 している｡

植生 第 12表のとおり｡

鍋底のポドゾル化をうけた土壌であるo Ao骨が厚 く堆積 し,H 官と A 唇が F層-より発

達し,A骨が微弱な夜色ををびることが多く,B暦が濃褐色を呈するo

Profile13.

位置 :49林班中腹辛斜面 傾斜角度 :460, 傾斜の方向 二SE, 海抜高 :970m, 林相 :ツ

ガ,サワラ天然生林

土壌盾断面

F 3cm ツガ,サワラ,広葉樹のやや分解した落葉盾o

H 4-5cm 乾燥 し暗褐色を里する｡細根多｡
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ヒノ牛,ツガ天然

生林

ヒノキ,コウヤマ

キ天然生林
l･Rl

第 13表 PDI 型 土

~~~一睡
MechanicaI

紳 士 百 分 中

LLI･L..L:･LTt. I.;LL､…l こ.I:

Z(20) 62･0 3018 L

1B2 (20). 55･5 33･0

A 6-8cm Fuscous(暗樫黄～樫鈍色),菌糸やや多,

腐植を含み,やや衣自色味を患びる.砂繰 o
質,根来やや多o

Bl16-24cm VeronaBrown (暗樫黄～栓桜色), 砂棟

質,根系稀｡

第 14表 ProfileN0.13の植生概況

階 層 . 軽

喬 木 1 ッ ガ

濯 燕 ミツ ノヾ ツツジ

コバ ノ トネ リコ

ウスギ ヨウラク

ミネ カ エデ

ツガ
サ ワラ

イ ワウチ ワ

ン ノブ カグマ

度 (樹 高 く胸讐 径j疎密歴Ill

f 27

粘土
Clay

4

.
8

6

6

｢

第 7図 ProfileN0.13
PlつⅡ型土!裏の断面

BZ(C1)70cm lsabeliaColor(濃黄樫～黄地色), 砂質で小磯を含む｡

CL 東E状黒雲母花嵐岩の亡羊風化物o

この土壌は傾斜地における霧ポドゾル化土壌の一般的な形態である｡概 して砂質で,や千水

湿に乏 しい｡

Profile15.

位置 :104林班 巾広い尾根筋の綬傾斜面,傾斜角度 .'80,傾斜の方向 .･NNW, 海抜高二

1,190m,林相 :サワラ,ツガ天然生林



与川経営区の土壌 (林 ･下出)

嬢 の 理 化 学 性

一 ~~~一転 ~~~~~面~~一~議械
composi一ions

; 原 士

l

分
室

12･5 54･3 : 26･91

土壌骨断面

L～F3-4cm 主としてツガ,

｢

短

-103-

化 学 性
Chemicalproperties

置換酸度1

[重 工 Ⅶー R_ ___I__I____

fi三栄1

4.6 10.1 6.8

サワラ,クマイササの落葉｡

H 10-12cm 湿潤でよく腐熟 し,細根,網状に分布D

A 3-5cm HairBrown(濃樫～黄鈍色),菌糸が稀に
)rl

みられる｡湿潤で粘着性あり,根系多｡

Bl16-22cm Cim amon (黄～樫鍵色), 湿潤で菌糸が

稀にみられる｡深度が増すにしたがって水

湿が減少するO砂棟を含むo

B2 40cm DresdenBrown(曙黄～黄･tf色),堅密な

砂土,根系小o

C1 40cm+ 斑状黒雲母花覇岩の寧風化物｡

第 15表 ProfileN0.15の植生概況

m Cm

C ≡≡ … 蔦 ヵ-訂 22a

疎密度

この土壌は平坦ないし緩傾斜地における舶ポドゾル化土壌
第 8園 ProfileN0.15

pI)Ⅲ塾土壌の断面 の一般的形態であるO概 して粘着性に富み,水湿が高いO一

服 に分布面積は狭 く,三股向矢立山鞘近 76林班,110林机等にやや広 く現われるが,その他

では尾根筋の綬斜地に局部的にみられるにすぎない｡

この土壌型に属する各 Profileの分析結果は第 16表のとお りである｡

この土壌型に属する土壌はいずれ もpH価が小で崖換酸度が大であり,炭素量が多いoまた
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断面番号
Profile
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# 16f PDn @ i

~~~ 二二面 ~ ~〉~
MeChanical

.細 土 百 分 中

1

15 104 ツガ'サワラ天然生林 )は ,'器

第 9図 ProfileN0.16

Bl型土壌の断面

層位(深度)
Horizon

L
25.Ei 41.1 24.5 8.6

傾斜地におけるPf.13,14よりも産科地における Pf.15は

置換酸度が小である0

7.Bl型土壌

A替-が特に黒色のはなはだしい土壌であるO一般的には主

として,草原 もしくは過去に草原であった所に出現するが,

本経営区にみられるものは成因が明らかでなLJIo

Profile16.

位置 二53林班山麓Jj凹斜面 傾斜角度 1-340, 傾斜の方

向 :SE,海抜高 :810m,林相 :ヒノキ人工林

土壌暦断面

F I1-2cm 乾燥 し暗褐色を呈するやや分解 した落葉

暦,銅板多｡

A1 6-8cm Clove Brown (黒樫～黄濁色), Crumb

structure,菌糸少, 細根やや多, 軽髭な

壌土o

A2 20cm CloveBrown (韻律～黄濁色), Al隆よ

りやや堅密な壌土,菌糸稼,細根少｡

盟 芋
Physicalproperties

墓然歪態葺wat霊h5.deikc是｡ity
V o lu m e ･
weniagthut･ailnhi l恵 丁 嘉 g-ji-conditioTl:

AA… 糧 引 喜岩二89

lJlJ tJtJ

第 18表 Bl 塾 土 壌

怪~~~~

採取暗合有水分量Moisturecontentoffreshsoil
容 積Volume 重 量Weigh

L

l
fLor讐i雷 G r/篭 慧 y

o/0 %

41.9 72.9 72.9
53.6 88.6 74.5

り√ノ
28.5
17.7
8.2
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嘆 の 理 化 学 性

鹿 ~~~~~~盲｢ ~~･.~画 ~~ 織
composltions

原 土 百 分 中

.1,,..:管. ∴ ∴ .LH .… .. ;こ.I:: ::...I
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在 学 時
ChβmicalpropertleS
置換酸度Exchangc
acidity

炭素l)lJ
yl 1 C

A3 75cm Blackish
第 17表 ProfileN0.16の植生概況

Brown(黒赤 ~二二~11二 二二

～釦色), 湿

潤堅蜜でやや
! ヒノキ

濯 木 ; ムラサ キ 1,キブ

Bl l｡｡｡m. 慧 '慧 _芸琵 _L芸 言r完

I

15 20

(黒符～黄色),着色斑状で黄褐色の部分と黒色の部分があるO堅密湿潤な砂

二ヒD

この土壌は比較的容積重が小で最大容水量,採取時含有水分量が大であり,一般的な傾向と

は主勘7:拝.取暗合有水分量は,書架度が増す忙したがい,一大となっているD

また,他に比 して粘土が多く,pH価が小で置換酸度が天であり,果素量が多い｡

C.附 帯 調 査

各断面附妃における附帯調査の成績は, (1)D項および (3)B項に記載 したとお りであ

るが,このほか各断面調査箇所における成長錐調査おi:び樹幹析解の成績は第 18表おi:び第

10図のとお りであるO

ProfileNo･16 の 理 化 学 性

~~療~▼山~痴~ ~~~的二~~~~~~~~~組
MechanicalcompositlOnS

細 土 百 分 中 表 原 土 日

し∴･:...1言い: ･:: 声 酎 監a藍博 i恩座..砂庵.土

化 学 性
Chelnicalproperties

p1-I
.立 言 L. ･. 5
acidityr
､
l)し′
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10 20 50

(48lJ 今 時

10 20 5□

(iF) 今 FE

第 10図 土盛と造林木の生長との関係

第 19未 天 然 /-1=杯成長稚調査成 績

11 72 ∃PT)1 ヒノキ

【 ッ ガ

コウヤマ キ
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Ⅳ 土壌の分布状況
､ト丁 ニー:.]

成長率 本経営区における各土壌型の
【ノ･′

0.4505 分･布面積を百分率で示せば攻の

0･6073 とお りであるO
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0

0
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BA 型土壌

BD' 塑土壌

Bl) 型土壌

BE 塑土壌

Pl)Ⅰ,PI)皿型土壌

Pt)皿 型土壌

Bl 型土壌

{･
{-

C,

{-

f-

A;-

{-

2

30

3

4

13

47

1

上山沢および下山沢流域

この地域は,梅扱高 1100--1200m を境とし,上部には主として P工)皿型土塊が分布 し,下

部には主として,Bt'′型土壌が分布 しているD海抜高1,000m以上の尾根筋には,P工,I,P工,JI

型土壁が分布 し,南面ないし酉面J)尾根筋には,しばしばBA型土塊があらわれるO沢近 くに

は,B工,型あるいは BE型土壌が分布 し,14,51-53各林班の山腹下部には,Bl型土壌が分
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布 している｡55林班山薬には,BI)型と,Bl型との中間型がみられる｡南沢方面の山腹下部

には,崩積土が比較的多く形成されている｡

三殿向および南木曾山方面

この地域は海抜高 700～800m を境とし,上部には主として,Pt,Ⅲ 型土壌が分布 し,下部

には主として BD′型土壌が分布 している｡ 三股向の失立山を中心とする尾根筋には,P】)I,

PI)Ⅱ型土壌がみられる｡

全般に南面ないし四面の尾根筋に局部的に BA型土壌がみられる｡

山腹下部には,BI)型土壌が分布 しているD

この地域は地形が急峻で全般に岩石地を形威し,土壌の深さは,場所により一定でないが,

局部的に偉 く堆積 した箇所で乱 各暦位の分化は良好である｡

Ⅴ 各種土壌と植生,林木の成長,更新との関係

各土壌型と植生および主要林木の成長更新との問にはつぎのような関係が認められそ､

A.天 然 生 林

1.各群落と土壌型

各群落における土壌型の分布を調査箇所数で示せば第 20表のとおりFある｡

これによれば,各群落と土壌型との間には攻のような関係が認められる｡

1) コ ウヤ マ キ- ーヒ ノキ群 落

この群落は急峻な岩石地の尾根筋にあり,乾燥 しやすく厚い粗腐柿官が堆積するため容易に

溶阪作用が行われる結果 P】)Ⅲ型土壌 PI)I,PI)Ⅱ型二【二境が多くtlJl規する0

2) ツガ一一 サ ワ ラ, ヒ ノキ群 落

この群落は比較的海抜高の低い急傾斜地に多く,尾根筋は乾燥 しやすいためBA型土壌が多

く,その他では B】)′型土壌が多いcPDⅡ型土壌もかなり多くⅢ.硯するD第20表 各群落と土壌型との関係
群 を ､ 土壌型

コウヤマキー- ヒノキ

ツガー- ーサ ワラ, ヒノキ

広葉樹

小 計

サ ワラ ヒノキ

ヒノキ･一一-サ ワラ

サ ワラ

ヒノキー ーコメツガ

小 計

っ∠35∩)
21
3147▲3【○r
Jフ一

/b

フ
J

no

PI)nl
型 計 海 抜 高

8

∩)
5

4

5

LU

7▲
へ∠

2

4

7一

っJ

4

フ
一

1

5

/b

2

1

11

… 晶 三上 享

主として
i,100--1,200m 以下
主として

1,500--1,?00m 以下
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3)サワラ- -ツガ群落

この群落はツガ- サ.7ラ,ヒノキ群落とほぼ同様の地形で,そjtより択近 くまで分布 して

1ハる｡

全般に B工)'塑土壌が多く沢沿いでは BE型土壌 もみられる0

4)広葉構群落

概 して沢沿いの低湿地に多いため,BE型土壁が多く, 中腹以上では Bl,'塑土壌がみられ

る｡

5) ヒノキーー ツガ,コメツガ,サワラ群落

地形的にはツガ- サワラ, ヒノキ群落と同様の位置にみられる群落であるが,海抜高が高

･いため溶脱作用がより強く行われる結凪 PDTu_型土壌が最 も多く,Pr,I,PDⅡ 塑土壌 もかな

め多いO

その他は,ほとんど Bf)′型土壌である｡

6)ヒノキ群落

ヒノキー アスナロ群落･

ヒノキー- サワラ群落

これ らの群落下の土壌は,いずれ もポ ドゾル化作用をうけたものが多いOすなわち,Pl)1U型

土壌が最 も多く,PDl,Pl)Ⅱ型土壌 もみられる｡

7)サワラ群落

沢沿い地附進に多いため BE型土壌が多く出現する｡中腹では Bi)′型1二境 もみられるD

s)ヒノキ- コメツガ群落

この群落の分布地は, 海抜高が高いため例外なくポ ドゾル化作用をうけ,PT'Ⅲ型土壌が義:

も多い0

2. 各土壌型と天然更新

各土壌型の分布地域における天然更新の難易を示す-指針として,針葉樹の雅樹およびササ

類の発生がみられた調査地点数を,その土壌型の全調査他真数で険 し,これを百分率として示

せ ば第 21表のとお りである｡

これによれば′ 全般に BT)型土壌,Bfl型土塊の分布地を除き, 碓偶の発生は比較的良好

第 21表 魯土壌型と椎樹発生の概況 で,特にBA型,PDI,PDn

-､土壌塾弓 BA
＼J

椎 樹 1 7%d

サ サ 賓 1 10

lll､.

BD′j BD BE 塵 LPDⅡ

;三 L 67 鳥 2 44 鳥

型土壌の分布地において良好

である｡ リサ類は Pt)Ⅱ型土

壌の分布地に多く,スズタケ

は BA塑LBl)型の分布.他に

多いO
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B. 人 工 林 第 22表 人工林の成長と土壌との関倭

各調査地点の土壌型と林木

成長 との関係を調査箇所数で

示せば第 22表のとお りであ

る｡

これに よれば ヒノキは,

BI)'型,B工,壁,Bl型等の

分布地において概 して生育が

】

ヒノキ

下

I

--.--
--I

1 2
I

J-,(. ､ II

ち
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･･
･
･

-

(∠

1

3

.ー｣

よく,BA塾,Pr,I型等の分布地では不良であるO

スギは BI)型土壌の分布地におしノーて上の成績を示 しているほか,下山沢, 沢沿いの BJ壬型

土壌の分布地に生育良好な箇所がみられる｡

標準地における樹幹析解の成績を各土壌塑別に対1比すれば,第 10図に示すようである (た

だし,BD′型および BI)型土壌の分布地におけるものはおDおのの干均値を示す)0

これによれば,ヒノ千は BA型土壌では,きわめて不良で,樹高, 直径ともに成長が衰え

つつある｡Bl型,BJ)′型,BI)型等の所においては概 して良好な成長を示 し,特にBl型土壌

では直径成長が良好であるD

また,BI)型土壌の分布地では BI)'型土壌の分布地よりも概 して成長がよく, 特に樹高成

長が良好で ある｡

スギは B])型土壌 (Bl型との中間型)の分布地においてヒノキをはるかにしのぐ成長を示

している｡

Vl 施業に対する意見

本経営区の与川方面においては,かつて大面積皆伐が行われたが,林地保全その他の見地か

rら,昭和 9年以降,択伐作業が実施されている｡ 三殿向, 南木曾山方面では旧神官備林とし

て,当初より択伐作業が実施されてきたが,昭和 28年度編成の経営案では全面的に崩壊防LE-.

･保安林見込地に編入されたD施業法については,経営案説明書に記載されてお り,これと重複

する事項 もあるが,特に土盛条件からみた施葉上の意見は攻のとお りである｡

A,更 新 お よび保育

1. 各土壌塾ごとの跡地更新

本経営区の植生は海抜高 1,500-1,700m を界とし,温帯性植生と,亜寒帯性相生とに大別

.される｡跡地東新についても両植生の分布地域は別個にとり扱わるべきものと考えられる｡

a)海抜高約 1,600m 以下の地域

全般に無笹地では椎樹の発生がかなり良好であり,適当な保育を加lえるならば,天然更新 も
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可能であるが,笹生地では稚樹の発生が稀であるから,更新面を設定 し,人工植栽によらなけ

ればならない｡ただし,無笹地でも全面的に天然更新を期待することは無理であり,地表処理_

等を施 し,また必要に応じてある程度の人工植栽をもって補 うことが必要である0

一般に針葉樹の単純林下では,林地の椿悪化をきたしやすいから,更新にあたっては喬木た

ると港木たるとを間わ丸 更新,生育の障害とならないかぎ少できるだけ広葉横を保存し,粗_

常枯骨が堆積 しないようにして土壌中の有機物を増すことを期待したい｡

また,既述のように本荘営区は沢沿い地を除き,概 して乾燥 しているから,これを緩和 して林

木成長量を増すため林縁,尾根筋等に広葉樹潅木を寮茂させ林衣を設けるようっとめることが

必要である｡本露営区においては,標高 1,300m 以上に人工林がほとんどなしへのであるが,

木曾谷全般に槙高 1,300m を超えると気候条件が不適のためヒノ千の造林成績が著 しく低下

する傾向があるから,本経営区においても梗高約 1,300m 以上の地には漸二大亜高山性樹種を

混交せしめることが適当と思われるC

各土壌型の分布地域に対する後継樹種として過当と思われるものをあげれば二大のとおりであ

る｡

BA型土壁

分布が局部的で,天然生林は,ツガ-- サワラ,ヒノキ群落が多く,雅樹の発生が良好であ･

り,スズタケをともなうことが多いが,これはクマイササに比 して更新を阻害することが少な

いOそれでこの土壌に対しては,ツガの天然更新を主とし,補助的にアカマツを植栽するのが

安当と思われるが,この点については今後の問題として研究すべき事柄である｡

BD'型土壌

この土壌の分布地における既往のヒノキ人工林の生育は概 して良好であるから,ヒノキを植

栽するのが適当と思われる｡

BI)型土壌

この土壌は理化学性が良好であるから,ヒノキを植栽すれば良好な生育を示すものと思われ

るoまた,Pf.7においてみられたようにスギの生育 も概 して良好と思われるo

BE型土壌

笹生地は少ないが,雅樹の発生が少なく,天然更新には不適当である｡海抜約 1,000m 以

下Jj地域ではサワラまたはスギの植栽を適当とし,(註1) それ以上の地域には天然生林にお

ける分布および生育状態よりみてサワラの植栽が適当と思われる｡

P】)I,Pt,Ⅱ,PDⅡ型土壌

PI)Ⅰ型土壌においてはササ糞の分布が少なく,コウヤマキの雅樹の発生がすこぶる旺盛であ･

り,ヒノ千,ツガの更新 もかなり多い｡その環境条件から判断して人工植栽は困難である｡故

にコウヤマキを主とし,ヒノキ,ツガを混する天然更新をはかるのが妥当と思われる｡PD皿型｢
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土壌の所では,酸性土壌に対する抵抗力の天 きいヒノキを穂栽するのが適当である｡(註 2)

b)海抜高約 1,600m 以上の地域

この地域は全般に笹生地であ り,土壌型としては,沢沿いにBE型土壌が分布するほかは,す

べてポ ドゾル化を受けた土壌である｡

海抜高 1,700m 以下の天然生林ではヒノキの優勢な林分 もみられるが, ヒノキの天然分布

限界に近 く,発生する椎横はコメツガが大部分であり,気候条件が不良であるため,人工植栽

によるヒノキの成長はきわめて綬怪 と思われる｡

故にこJj地域に対 してはコメツガの天然更新 を主とし, トウヒ,シラべ,ウラジロモ ミ等の

亜高山性樹種を植栽するのが適当と考えられる｡(誌 3)

2. 不成績造林地の保育法

1)上山沢流域

こD流域D造林地は概 して生育が劣っているが,幼時の成長が綬漫なことは木曾 ヒノキの特

性 ともみられるので,多 くは林令が増す忙 したがい,生長 を回復するものと考えられる.

保育にあたっては林地の茸乞晩を緩和 し,また,肥沃度を増すため広葉樹液木 を残 し,要所に

林衣を設定することが必要と思われる｡

BA型土壌の分布する2本和牡および南面の傾斜地たる 16林班においては, 特 に乾燥防止に

留意すべきである｡砂質で二I二嘘が浅い2林班においては天然生広葉樹の保育はきわめて重要 と

思われる｡

2)102林堆尾根すじ

(註1)スギの適地としでは,気候的には降水量のいかんを問わず,気温 9oC以下では成林困難で

あるといまっれている3).大原観測所 (海技高 600m)の平均気温は 13.2oCであるo(ただし,これは

午前 10時1回の観測によるものであり.一般に平均値よりもやや高い値を示すといわれる)O これ

より逓減率を用いて推算すれば海抜高 1,loom-10･2oC,1,200m-9･6oC となるO故に本経営区に

おいては,海技高 1,200m 以上の鞄のスギの成林は無理であり, 確実性があるのは海技高 1,000m

以下であろう.

地形的には山田氏によれば山麓の凹地斜面の崩横地が最適である4)o

土壌条件については柴田氏によれば水湿が高く,粘土分が少ない場合に優良な生育を示し5), また

大政惇士は pH価が 4･5以下,置換酸度 10以上の鞄ではスギの不成績鞄が多いとされ6)守屋,永

井氏はスギは土豪酸度に対する抵抗力が弱いとされている7)｡

以上によれは,本経営区の海技高,約 1,000m 以下の地における BJ;塾土壌は多くが沢沿いの崩

横地であって,酸匿は比較的弱く,水湿が高く,一般に砂質である等の点でスギの適地であると考え

られる｡

現在,下山沢流!或の沢沿地に局部的に植栽されているスギの生育状態よりみても, これが符合する

ように思われるOただし,スギの植栽地が今のところかざられているのでこれを広く適用しうるか否

かは今後の研究課題と思われる.

(註2)守屋,永井氏によれば,ヒノキは酸性土宴に対する抵抗力が比較的大である7)｡

ポドゾル化土壌の分布鞄におけるコウヤマキ, ヒノキの生育が良好なことは前述の成長錐調査の結

果でも明らかである｡

(註3)東高山性の樹種としてカラマツの植栽も考えられる｡高橋氏によれば, カラマツは乾燥に

たえ,砂質土を好み,排水のよい立地においてよく生育する8).

本地域は全般に土性が砂質で排水がよい点でその生育に好適であるが,植栽された実例がほとんど
ないのでその植栽の適否は今後に残された問題である.
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Pf.1においてみられたように小面積ではあるが,革乞煤の害がはなはだしい｡この地域のヒ

ノキの成長はきわめて不良であるが,現在では一応生立 しているのであるから,保育に一般の

工夫を試みることが望ましい.この地域に対 しては,広葉樹をできるだけ保残 し,間伐を当分

見合わせるか,または強度の間伐をさけて林地を日射,風衝から保護することが必要である｡

また,雨水の流去を少なくし,二L二重水分を増すため水牛溝の設定等 も有効と考えられる｡

B.侵 蝕 防 止

1. 侵蝕の硯況

本経営区においては,Ll川夏の凹曲面にしばしば小規模の崩壊がみられるD本調査Jl範囲内で

は最大長 さ 150my巾 (頭部)20m,最小 10mx5m,平均 60mx20m を示 し,形状は頭

部が孤を措 く漏斗状のものが大部分であるO天然生林よりも,人工林において発生頻度が大で

あり,全体としては三股向,南木曾山および下山沢方面に多くみられ,上山沢方面では造林地

を除 くと,その発生は稀である｡

一般に山地崩壊の素質的原因として,地質的には基岩が花崩岩である場合･,地形的には ウoO

内外の傾斜面である場合,土壌的には土性が砂質の場合に崩壊 が発生 しやすいといわれてい

る9)10).これによれば,本経営区は全般にきわめて崩壊の発生しやすい素質をもって去り,硯在

発生している崩壊地は,その形状および位置からみて大部分が豪雨によって発生したものと:P,I-

えられる｡

また,崩壊が天然生林よりも造林地において多いことは旧時の大面積暦伐の影響が少なくな

いことを示 している｡

2. 侵蝕防止の方法

択伐作業が実施 されている現在では, 崩壊発生の危険性は今までよりも少ないと思われる

が,なお,攻のような対策が必要と考えられる｡新 しい崩壊の発生を予防するためには伐採事

業の実行にあたって,慎重を期さねばならないのであって,特に崩壊の発生しやすい山腹の凹

曲面,岩石地等では強度の伐拝を避け,また集材および運材の際,地表が損傷 しないようll-辞意

しなければならない｡

現在発生している崩壊地には山腹工が施行されているもrnもあるが,なんらの対.策 もなされ

ていないものがあり,特に天然生林においてこれが多い.これらは放置すればさらに佐蝕が進

み崩壊が拡大しやすいからIiT-急にLL川東工を施す必要があるo

原博士は砂防造林の方法として,アカマツとヒメヤシヤブシの混棺を推奨され,これは侯蝕

防 l上だけでなく,林地の_｣二壊埋化学性の改良にきわめて有効であるとされている10)0

現在の崩壊跡地の砂防植栽にはヤシヤブシ,ヤマ-ンノキ,7カマツ等がf削､られ,少なか

らぬ効果を収めているが,各種の筋工に上記の原博士の詮をあわせ応刑することにより,さら

にk;蝕を-暦確実に防LIこするこi:ができると考えられる｡
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Ⅶ 総 括

(1) 本調査は林業試験場編 ｢森林｣二壊調査方没書｣に基いて実施 Lた ものである0

本経営区内に出硯する｣二境は次のとお りであった｡

BA型土壌 (乾性鴇色森林｣二) 2%

BI''型土壌 (やや乾性の BI)型｣二壊) 30%

BD型土壌 (通油性褐色森林土) 3%

BE型土壌 (舶湿性褐色森林土) 4%

pJ)1,Pr)E型土壌 (ポ ドゾル,ポドゾ)L,化土壌) 13%

pDIE型土壌 (弱ポドゾル化土壌) 47%

Bl 型土壌 (黒色土) 1%

花嵐岩を母材とし,急傾斜地が多いため,きわめて砂質で粘土が少ないことが大きな特徴で

ある｡

t2) 海抜高の低い地域ではやや乾性の適潤性土壌が大部分を占め,海抜高の高い地域では弱

ポ ドゾル化土壌が大部分を-LiめているD

上Ll｣沢および下山沢流域においては海抜高 1,100-1,200m を界とし, 上部には主として

pDw型土壌が分布 し,下部には主として BJ'′塑土壌が分布 しているO一部にBA型,BJI乱

P工)I,PDⅡ型,Bl型等 もみられる｡

三殿向および苗木曾山では海抜高約 700-800m 附近を牲とし‥ ヒ部には卓として PI'Ⅲ型

土壌が分布 し,下部には主とLてBI'′型土壌が分布 している｡一部にBA呈乱 BD型,BE塾,

PDI,PJ)Ⅱ型等 もみられ t/jo この地域は地形が急峻で岩石地が多く, 土壌深度は一定でない

が,局部的には良好な骨化がみられる｡

(3) -I(A然生林と各土壌型の分布状態とのl制こは攻のような関係が認められるD

コウヤマキ,ヒノキ群落においては PJ'H 軌 PJ'1,PT)II型土壌が多いO

ツガ-- サワラ,ヒノキ群落においては BA型土壌,BJ)′型｣二重がみられるoPl)Ⅲ 型土壌

もかなり多くみられるO

サワラ一一一-ツガ群落においては B】)′型,BE型土壁がみられる｡

広葉樹群落においては BJ弓型土壌が多L,.O

ヒノキ- -ツガ,コメツガ,サT7ラ群落においては PI)Ⅲ型土壌が最 も多く,PJ)1,Pl)ll型

土壌 もかなり多くみられる｡

ヒノキ群落,ヒノキーー アスナロ群落をよびヒノキ--サワラ群落においては PJ)Ⅱ型土壌

が最 も多く,P工)Ⅰ,P】)Il埋り二境 もみられる｡

㈲ 全般に BT)壁,BE型｣二重の分布地を除き,雅樹の発生が比較的良好で,粗 こBA型,

PJ-I,PDIl型土壌には良好である｡
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(5) 人工林の生育と土壌型との問には攻のような関係が認められる｡ヒノキは BD'型,BD

壁,Bl型等の分布地において概 して生育がよく,BA塾,P工)T型等の分布において不良である｡

スギは BI)壁,BFJ型の分布他にをいてはよい生育を示 しているO

(6) 各土壌型の分布地における跡地更新については二大のような取 り扱いが適当と認められ

る｡

海抜高約 1,600m 以下の地域

全般に無笹地においては天然更新 も可能であるが,笹生地に患いては人工植栽を行うことが

適当である｡また,広葉樹の混交,林衣の造成等が必要で練高 1,300m 以上の地には漸次亜

高山僅樹種を混交させることが必要と思われる｡

BA型土壌の分布地においてはツガの天然更新を圭とし,補助的にアカマツを植栽する･71が

妥当と思われるが,アカマツの植栽については今後の研究を要する｡

BD′型土壌,B1)型土壌等にはヒノキの植栽が適当と考えられる｡

BE型土壌には海技高約 1,000m 以下の地では, サワラまたはスギを植栽 し,それ以上･二つ

地ではサワラの植栽が適当と思われる｡ただし,スギの植栽については今後の研究史要するo

PDI,PDⅡ,PDm塑土壌の分布地については, コウヤマキ- -ヒノキ群落ではコウヤマキ

を主とし,ヒノキ,ツガをLIHt=する天然更新をはか り,そJj他の群落ではヒノキを植栽するのが

妥当と考えられる｡

海抜高約 1,600m 以上の地域

この地域においてはコメツガの天然更新を幸とし′ トウヒ,ウラジロモ ミ等舶高冊生横亜D

植栽が適当と考えられる｡

(7) 不成績造林地の夷｢策として次のような保育方法が必要と考えられる｡

ーLLu沢流域の造林地には林令が増すにしたがい,本来の生長を回復するものと思われるが,

保育にあたっては広葉樹液木o:j保残,林衣の設定等にっとめ,特に2林班および 16林frfE等の

南面の傾斜地においては乾燥防JT-.に留意すべきである｡

102本柑ヒ尾根筋の乾燥による不成績地に対しては広葉樹液木を保残 し,間伐を見合わせ,普

たは強度の間伐を避ける等の取 り扱いが必要と考えられるO

(8) 侵蝕防止については二大のような対策が必要と考えられるO

新 しい崩壊J)発生を予防するた捌亡は伐採事業の実行にあたっては慎重を期すべきで,特に

崩壊 しやすい山地凹曲軌 岩石地等では強度の伐採をさけ,また,集材および遅材の際,地表

を損傷 しないよう留意すべきである｡

現在発生している崩壊地に対.しては早急に山腹工を施 すことが必要である｡なお,各種筋工

にアカマツとヒメヤシヤブシの混椎を併用することが有効と考えられるO
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ShinichiHAYASHI,AsahikoSmhtoII)E:Soilsofthe

YOGAWANatibnalForest.

(NaganoRegionalForestryO侃ce)

R6sum6

1) Thesurveyedarea,YOGAWA workingunit(nationalforest)issituated

onthewestem slopeoftheKISOmountainrange,andhasa arealextentof

4,195ha.Elevationsvaryfrom 445m.to2,113m.ab〇vesealevl.Climatically,

thisareabelongstotemperatezone'.Meanannualtemperatureis13,2oC,annual

precipitationis2,319mm.

Bedrockofthearea･isgranite,

2) Theslopeofmountainsissosteep,thatsoilsareverysandyorgravelly,

andalmostbelongtoimmatureLithosols.Butaccordingtothenor:phological

featuresofsoilprofiles,thesoilsmaybeclassifiedinto7typesandtheper-

centageoftheareaoccupiedbyeachtypeofsoilsisasfollows:-

(1) BA-SOil(Drybrownforestsoilrsteepslopetype) 2%

(2) BD′-1SOil(WeaklydriedBD-soil) 30%

(3) B])iSOil(Moderatelymoistbrownforestsoil) 3%

(4) BE-soil(Slightlywetbrownforestsoil) 4%

(5) Pr)Ⅰ,PJ)Ⅱ--Soil(Podz,olandPod2101icsoil) 13%

(6) PI)Ⅱ-soil(Slightlypodzolizedsoil) 47%

(7) Bl-づOil(Blacksoiトwet) 1%

3) Bl)′っoilistheintermediatetypebetweenB工卜andBB-soils.BトSoilis

wettypeofblacksoilfrom graniteandhastheloamy,deepandblackA
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horizon.Morphologicalfeaturesofothertypesofsoilsarealmostsameasthe

representativeprofilesdescribedin"Report1and3."or"ForestSoilProfiles."

4) Therelationshipbetween thetypeofsoilsandnaturalforestsisas

P工)I,Pf)冗,PL,nrSOils.

Sciadopilysveriicillala,ChamaecyparisobluSaforest.

Chamaecyparisobiusa,TsugaSieboldii,Tsugadiversifoliaforest.

Chamaecyparisob.Thujo♪sisdolabralaforest.

Chamaecyparisob.forest.

ChamaecyParisob.ChamaecyparispisiferafoleSt.

BE-soil.

TsugaSieboldii,ChamaecyParispisifera,Chamaecypariaob.forest.
Hardwoodforest.

BA-E〇il.

TsugaSieboldii,Chamaecyparispisifera,Chamecy♪arisobiusaforest.

Bl)′-rSOil.

TsugaSieboldii,Chamaecypa)′ispisijera,Chamecyparisobiusaforest.

Chamaecyi,artsPISifera,TsugaSieboldiiforest.

5) Growthofartificialforest,regeneration,andthefittestplantingtree

speciesforeachtypeofsoilsarealmostsameasthetendencyofOGAWA,

workingunit.descrlbedin"ForestSoilsofJapan,Repol-t3."

Growth ofCryplomeriajaponicaontheareaofBl-づOilisfavorable,and

theareaofBJ二一andB1-soils】essthallabout1,000metersabovesealevel,may

beutilizedforplantationofthistree.



一門Plate1-

Profile1.BA型土壌 PrCIfile1.田近の杯棚

第 1 図 版

Profile2.Bl)′型土壌 Profile2.附:Jiの林相

第 2 図 版
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Profile8.B],型土葬 Profile8.附近の林iAFl

第 3 図 版

Profile10.BJ二型｣壊 ProfilelO,附近の林柑

第 4 図 版



Profilell,PDl型土壌

Pmfile13,Pい1[型土壌

-Plate3-

第 5 図 版

第 6 図 版

Profilell,附近t,)柿用

Pr()file13･附近.ノつ林柑

Pl)JIl型土壌の分布地における地床植生
Profile13･ イワウチ T7 (左) Profile14.ア ケシ バ ,イT7ウチワ等 (右)

第 7 図 版



一一Plate4--

Profile15.Pl)Ⅷ型土壌 Profile15.附近の材相

第 8 図 版

Profile16.Bl型土壌 Profile16.附近の林相

節 9 図 版
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